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【編集後記】
　2020年､新型コロナウイルス感染症拡大の危機に臨んで当時の後援会菊井政右衛
門会長は大学に対し､｢緊急学生支援対策の申し入れ｣を行い､全学生一律5万円の特
別奨学金支給を実現させました｡その行動力は矢野章子現会長に受け継がれ､総務委
員会･事業委員会を中心に､困窮学生に対する食料品･日用品･生理用品等の無償支援
活動(チア・プロジェクト)の実現へと結実しています｡また広報委員会が担当する｢後援
会報｣は後援会創立50周年を機にフルカラーで生まれ変わり､今では大学とご家庭を
つなぐ無くてはならない“懸け橋”として､会員の皆様から感謝のお声を頂いています｡
学生生活の一層の充実と名古屋芸術大学の益々の発展のために､もっと読み易く愛さ
れる｢会報｣作りを目ざします｡新型コロナウイルスのまん延で大変な毎日が続きます
が､挫けることなく､力を合わせて頑張りましょう｡

名古屋芸術大学後援会  副会長 （広報委員長）　江上　友加里
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★2022年4月｢教育学部」・「プロフェッ
ショナルアーティストコース」
新設スタートへ （P.32 , P.56）。

★2022年4月｢教育学部」・「プロフェッ
ショナルアーティストコース」
新設スタートへ （P.32 , P.56）。

★「オンライン面接ブース」新設
（P.19）、地元新聞に後援会学生
支援活動の記事掲載（P.14）。

★「オンライン面接ブース」新設
（P.19）、地元新聞に後援会学生
支援活動の記事掲載（P.14）。
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【追 悼】長江政則氏のご逝去を悼み、謹んで哀悼の意を表します
・元名古屋芸術大学後援会会長
・前せせらぎ合唱団会長
・第1回後援会功労者表彰
 受彰者　
かねてより病気療養中であら
れましたが、2月19日午後8時、
永眠されました。葬儀は、ご遺
族のご意向により家族葬で執
り行われました。ここに謹んで
哀悼の意を表します｡

（2021年度後援会会長・サー
クル共同委員長  矢野章子）

長江政則氏のご逝去を悼み、
謹んでお悔やみ申し上げます。
後援会会長ご退任後もせせら
ぎ合唱団を通して後援会活動
にもご尽力をいただき、13年
間に渡り会長をおつとめいた
だきました。第九の合唱でご一

緒できましたことは私にとって
何よりの喜びです。長江先輩の
ご遺志を受け継ぎ、せせらぎ合
唱団を盛り上げてまいります。
(2014年度・17年度後援会会長・
せせらぎ合唱団会長　平井友明）

ご逝去を悼み、謹んでお悔や
み申しあげます。後援会功労
者表彰は後援会創立50周年
記念を翌年に控え、2019年度
会長であった私と川野副会長
の二人で相談して作りました。
悲しみを力に変え、後援会とせ
せらぎ合唱団の活動を発展さ
せることが何よりのご恩返しに
なると思います。ご冥福をお祈
りいたします｡

（2019年度・20年度後援会会長
菊井政右衛門）

コロナ前の「せせらぎ合唱団」
と「壁の華」の合同新年会で、く
じ引きで偶然隣り合わせの席
になり、たくさんお話しさせて
頂いたのが、お会いできた最
後になってしまいました。後援
会会長をされた後、長年せせら
ぎ合唱団の代表をされ、名古
屋芸術大学と後援会にはなく
てはならない存在の方でした。
私事ですが、ご子息の長江准
教授と私は名芸の同期生で、
長江政則氏が後援会長時代、
私の母（故人）も後援会役員で、
母は毎年後援会研修旅行に参
加するのを楽しみにしていまし
た。心よりご冥福をお祈りいた
します。

（2019年度後援会副会長・総
務委員長　川野佳代）

故 長江政則氏 略歴
元後援会会長・せせらぎ
合唱団会長。愛知県瀬戸
市出身。1945年(昭和
20年)生まれ。長男和哉
氏は名古屋芸大准教授(音
楽領域)｡1996年から「せ
せらぎ合唱団」団員 。
2008年から会長。2022
年2月19日永眠（76歳）。

【表紙説明】レオナルド･ダ･ヴィンチ､ラファエロ･サンティとともにルネサンスの三大巨匠と呼ばれるミケランジェロ
(Michelangelo di Lodovico Buonarroti Simoni/1475-1564)の名作｢アダムの創造｣がベースです｡題して
｢Le misure COVID-19 di Adam (アダムのコロナ対策)｣｡神(ゼウス)の右手首から先は加工してアルコール消毒スプ
レーを持たせ､原画にはなかった天使はルネサンス期の別の絵画から借用して貼り付け､弓に矢の代わりのワクチン入
り注射器をセットしました｡いよいよポストコロナ時代の到来です｡(Masaemon)
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　卒業生の皆様、ご卒業おめでとうございます。大学院修了者の皆様、おめでとうございます。
心よりお祝いを申し上げます。
　皆様が名古屋芸術大学入学し、学び始めた頃、時は『平成』でした。在学中に元号が『令和』
となり、希望に満ちた歴史的な瞬間を学友とともに迎え、先生方のご指導のもと、それぞれ
の分野において学びを重ねて来られました。一方で、新型コロナウイルスという、見えない
脅威で世の中が大きく変化しました。その中で、皆様は何事も諦めずに立ち向かう努力と、
新しいアイデアを生み出す工夫をし、自ら考え行動する強い人間力を身につけてこられまし
た。心からの敬意を表します。
　『人生 100 年時代』という言葉をよく耳にするようになりました。皆様がこれから進む時
代はおそらく 70歳になっても働く時代、『人生 100年　職業人 50年』の時代になります。
この先 50 年働くために、インターネットや本などで情報を収集することは簡単にできます
が、まず大切なことは、自分がどういう生き方をして、どういう働き方をしたいかというビ
ジョンをしっかりと持つことだと思います。
　目まぐるしく変化する世の中で、道なき道を進んで行くことはさぞかし不安も多いことで
しょう。しかし、よく思い出してみてください。皆様が名古屋芸術大学で過ごした期間に、
すでに新しい時代の風を感じ、見えない壁と向き合ってきたことを。
　いくら準備をしても、先のことなど予想できません。大切なのは今この瞬間を一生懸命に
生きることです。そして、いつも皆様を励まし見守ってくださった恩師の方々、ご家族に感
謝の気持ちを忘れず、これからの人生を大切にお過ごしください。
　皆様の輝かしい人生の門出に際し、さらなる飛躍とご活躍をお祈り申し上げます。

卒業生に贈る言葉

名古屋芸術大学後援会
　会長　矢野　章子

名古屋芸術大学後援会報　第７２号名古屋芸術大学後援会報　第７２号
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【追 悼】長江政則氏のご逝去を悼み、謹んで哀悼の意を表します
・元名古屋芸術大学後援会会長
・前せせらぎ合唱団会長
・第1回後援会功労者表彰
 受彰者　
かねてより病気療養中であら
れましたが、2月19日午後8時、
永眠されました。葬儀は、ご遺
族のご意向により家族葬で執
り行われました。ここに謹んで
哀悼の意を表します｡

（2021年度後援会会長・サー
クル共同委員長  矢野章子）

長江政則氏のご逝去を悼み、
謹んでお悔やみ申し上げます。
後援会会長ご退任後もせせら
ぎ合唱団を通して後援会活動
にもご尽力をいただき、13年
間に渡り会長をおつとめいた
だきました。第九の合唱でご一

緒できましたことは私にとって
何よりの喜びです。長江先輩の
ご遺志を受け継ぎ、せせらぎ合
唱団を盛り上げてまいります。
(2014年度・17年度後援会会長・
せせらぎ合唱団会長　平井友明）

ご逝去を悼み、謹んでお悔や
み申しあげます。後援会功労
者表彰は後援会創立50周年
記念を翌年に控え、2019年度
会長であった私と川野副会長
の二人で相談して作りました。
悲しみを力に変え、後援会とせ
せらぎ合唱団の活動を発展さ
せることが何よりのご恩返しに
なると思います。ご冥福をお祈
りいたします｡

（2019年度・20年度後援会会長
菊井政右衛門）

コロナ前の「せせらぎ合唱団」
と「壁の華」の合同新年会で、く
じ引きで偶然隣り合わせの席
になり、たくさんお話しさせて
頂いたのが、お会いできた最
後になってしまいました。後援
会会長をされた後、長年せせら
ぎ合唱団の代表をされ、名古
屋芸術大学と後援会にはなく
てはならない存在の方でした。
私事ですが、ご子息の長江准
教授と私は名芸の同期生で、
長江政則氏が後援会長時代、
私の母（故人）も後援会役員で、
母は毎年後援会研修旅行に参
加するのを楽しみにしていまし
た。心よりご冥福をお祈りいた
します。

（2019年度後援会副会長・総
務委員長　川野佳代）

故 長江政則氏 略歴
元後援会会長・せせらぎ
合唱団会長。愛知県瀬戸
市出身。1945年(昭和
20年)生まれ。長男和哉
氏は名古屋芸大准教授(音
楽領域)｡1996年から「せ
せらぎ合唱団」団員 。
2008年から会長。2022
年2月19日永眠（76歳）。
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　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
　新型コロナウイルス感染症が発生して 2 年になりますが、大学では感染状況やワクチン接
種の推移を見て、名古屋芸術大学活動指針を適宜見直し、大学運営を行ってきました。
　「・実技授業については、原則として対面授業を感染予防対策を徹底して実施する。（30
分に１回の換気を徹底する。）　・講義科目については、原則として対面授業を感染予防対策
を徹底して実施する。ただし、受講者は概ね 50 名以下とする。（換気を徹底する。）　・感
染リスクが回避できない授業（多人数の授業等）、対面授業と同等、あるいはそれ以上の教
育効果が見込める場合は、オンライン授業での実施を可とする。」以上の対策を講じたこと
もあり、現状ではクラスターの発生もなく推移しています。
　社会が新たな行動様式の確立を模索する中で、人々の生活を支えてきた都市機能のあり方
や役割が変わろうとしています。日常生活では、情報社会に続く新たな社会として「超スマー
ト社会」Society5.0 の実現に向けた動きが生まれてきています。
　人々の生活の中で様々な行動が制限され、ストレスに対抗するため、精神的刺激や安らぎ
として芸術はますます必要になります。現代社会が「知性」だけで先を見通せない時代、芸
術で感性を磨き、新たな発想や手法で状況を打開する力が求められています。
　経済発展と社会的課題の解決を目指し、仮想空間と現実空間を高度に融合させ、言語など
のさまざまな違いを乗り越え、人々が活き活きと活躍できる新たな未来社会の到来が期待さ
れています。芸術を通じたコミュニケーション能力や協調性が重要になります。
　芸術教育は、創作や表現方法の異なる芸術分野の融合が進み、幅広い感性と応用力により
専門分野が融合し、地域や集団の違いを超えた芸術活動の中で使用される共通言語の浸透が
進み、新しい舞台が出現すると考えられます。
　あらためて皆さんが希望を持って活躍することを願っています。

卒業生に贈る言葉

名古屋芸術大学学長

竹本　義明
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　令和 3 年度卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。そして、これまで皆さんを支えてこられたご家族
の方々にも心よりお慶び申し上げます。

　卒業に際して、次の３点について申し上げます。

建学の精神「至誠奉仕」について
　本学院の建学の精神である「至誠奉仕」について、一般に「至誠」とは極めて誠実であること、またその心。「奉仕」
とは報酬、見返りを求めず、社会、集団、他人のために尽くすことを意味しています。それぞれの意味は十分理
解されているかと思います。次に、建学の精神「至誠奉仕」の意味するところは何かを今一度お伝えします。
創設された昭和 29(1954) 年頃は、第二次世界大戦後の混乱が落ち着き、復興に向け経済活動が活発になりつつ
ありましたが、子どもを育てるには厳しい世の中でした。そのような状況の中、創設者である故「水野　子」名
誉学院長は、次の時代を担う子どもたちへの教育の重要性を痛感し、幼児教育者の育成と幼児期における芸術を
中心とした情操教育が必要であるという強い信念を基に学院を創設しました。
　本学院の建学の精神である「至誠奉仕」とは、「人間性の不断の陶冶」という謙虚な姿勢を持ち、「豊かな感性」
により獲得できる他人への思いやりや物事を見抜く力を得て、社会に貢献できる「創造力に富んだ人材」を育成
することと定義しています。
　故水野名誉学院長は、本学院の学生に対して、この根源的な意味を理解し、信念として持ち続けてほしいとい
う願いを込めたと思います。そして、この理念は、今後社会で起こる問題、困難、試練の解決を示唆するものと
なるでしょう。

「感性」について
　名芸で培った「感性」を大事にしてください。現代におけるコンピュータ技術の加速度的進歩により、近い将来、
AI（人工知能）をはじめとした先端技術が人間に取って代わり、多くの人々から仕事を奪ってしまうといわれて
います。しかし、どんなに技術が進歩しても、人間の「感性」が機械に取って代わられることはないでしょう。また、
人を育てることができるのは人であり、人を理解し協調するためには「感性」が必要だと考えています。名芸で培っ
た「感性」が新しい価値と発想を生み出し、様々な状況を打開していっていただきたい。

母校である名芸に戻ってきてください
　名芸は卒業生の皆さんをずっと応援し続けます。皆さんの活躍を見守り、さらに輝きを増していただきたいと
願っています。皆さんの傍らにはいつも母校と共に学んだ仲間がいることを忘れずに、何か困ったこと、嬉しい
ことがあったときにはいつでも母校に帰って来てください。
　大学に在学する期間は短いですが、母校と卒業生との繋がりは一生涯続きます。卒業されても名芸が開催する
多くの演奏会、展覧会、講演会などに顔を出してみてはどうでしょうか。そこには、新たな出会いや、思いもよ
らなかった発見があるかもしれません。

　昨年、本学は開学 50 周年を迎えました。次の開学 100 周年に向け、さらに進歩と改革を続けてまいります。
卒業生並びに保護者の方々には、引き続き名芸へのご理解とご支援を賜りますよう、お願い申し上げますととも
に、皆様方の今後のご活躍を祈念しまして、贈る言葉とさせていただきます。

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。

名芸の卒業に寄せて

学校法人  名古屋自由学院  理事長

川村　大介

　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
　新型コロナウイルス感染症が発生して 2 年になりますが、大学では感染状況やワクチン接
種の推移を見て、名古屋芸術大学活動指針を適宜見直し、大学運営を行ってきました。
　「・実技授業については、原則として対面授業を感染予防対策を徹底して実施する。（30
分に１回の換気を徹底する。）　・講義科目については、原則として対面授業を感染予防対策
を徹底して実施する。ただし、受講者は概ね 50 名以下とする。（換気を徹底する。）　・感
染リスクが回避できない授業（多人数の授業等）、対面授業と同等、あるいはそれ以上の教
育効果が見込める場合は、オンライン授業での実施を可とする。」以上の対策を講じたこと
もあり、現状ではクラスターの発生もなく推移しています。
　社会が新たな行動様式の確立を模索する中で、人々の生活を支えてきた都市機能のあり方
や役割が変わろうとしています。日常生活では、情報社会に続く新たな社会として「超スマー
ト社会」Society5.0 の実現に向けた動きが生まれてきています。
　人々の生活の中で様々な行動が制限され、ストレスに対抗するため、精神的刺激や安らぎ
として芸術はますます必要になります。現代社会が「知性」だけで先を見通せない時代、芸
術で感性を磨き、新たな発想や手法で状況を打開する力が求められています。
　経済発展と社会的課題の解決を目指し、仮想空間と現実空間を高度に融合させ、言語など
のさまざまな違いを乗り越え、人々が活き活きと活躍できる新たな未来社会の到来が期待さ
れています。芸術を通じたコミュニケーション能力や協調性が重要になります。
　芸術教育は、創作や表現方法の異なる芸術分野の融合が進み、幅広い感性と応用力により
専門分野が融合し、地域や集団の違いを超えた芸術活動の中で使用される共通言語の浸透が
進み、新しい舞台が出現すると考えられます。
　あらためて皆さんが希望を持って活躍することを願っています。

卒業生に贈る言葉

名古屋芸術大学学長

竹本　義明
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　新型コロナウイルスの感染拡大
に伴う大学授業のオンライン化に
より、大学の在り方は一変しまし
た。この 2 年間で大学の状況はど
う変わったのか、そしてポストコ
ロナ時代において大学はどのよう
な役割を担うのか。またポストコ
ロナ時代における後援会の課題と
展望等について、学校法人名古屋
自由学院経営本部岡田卓哉広報部
長と、名古屋芸術大学後援会菊井政右衛門監事（2019
年度・2020 年度会長）にそれぞれ執筆をお願いしました｡

（広報委員会委員長　江上友加里）

何をどうすれば…
　子どもの頃、小松左京原作「日本沈没」を読んだ。上
下巻にわたる長編であり当時としては相当しんどい思い
をしつつ想像を膨らませながら読み込んだ記憶がある。
ラストシーンの日本国民が船で逃れつつあるなか、日本
列島が沈没していく描写では、寒気を覚えつつも「こん
なことあり得ない！」と、どこか冷めた自分がいたこと
を今でも覚えている。
　社会人になって 10 年程経った頃、「28 日後」という
映画を観た。パンデミックを題材として扱う SF ジャン
ルに位置付けられた映画であったが、そのワンシーンで
ゴーストタウン化したロンドン中心部の映像は、あたか
も「夢の跡」の如く私の頭の中に焼き付いた。「こんな
ことあり得ない！」
　ものごとをクリティカルに捉えると言えば聞こえはい
いかも知れないが、要はなにごとも「斜」にそして「冷
淡」に捉える人間であるからさもしい限りである。
　しかし、私にとってこれらの芸術作品を通じて感じ得
た２つの「こんなことありえない！」のうち、１つは現
実化してしまった。テレビニュースの映像には、殆ど出
歩いている人がいない東京の繁華街が映し出され、未知
なるウイルスの恐怖をかき立たせる。COVID-19（新
型コロナウイルス）は、瞬く間に世界を覆いつくし、日
本列島も漏れなく覆いつくされてしまった。もう１つの

「こんなことあり得ない！」、すなわちこの新型コロナウ
イルスのせいで日本列島がなくなるなんてこと起きない
よなと、僅かながらもふと頭を過って身震いした記憶が
今なお残っている。

これまでも海外において、SARS（重症急性呼吸器症
候群）や MERS（中東呼吸器症候群）など、重篤症状を
もたらす感染症が流行った時期があったが、私も含め日
本人の多くは対岸の火事ではなかったろうか。海外にお
ける感染症拡大状況を報道で見て知る。翻って日本国内
の状況を見ると罹患者は一人もいない。そして安堵する。
新型コロナウイルスにおいても当初はこのような感覚で
はなかったろうか。日本国内でも感染者が出始めてきて
も、まだまだ他人事の感は強かったように思う。

身近に新型コロナウイルスに罹患され大変な思いを
された方には大変申し訳ない言い方ではあるが、私自身

の仕事における新型コロナウィルスへの対応は、半信半
疑のまま、ただ国や自治体からの指示どおりに従うだけ
であった。というより指示を出す国や自治体としても当
時は為す術がなく、適切な治療法が見いだせないままひ
たすらインフルエンザ等の感染症対策の基本と言われる

「手洗い・うがい・空気の入替え」の徹底しかなかった
わけだから、多くの人にとって身近に罹患者が出ること
でにわかに現実味を帯びていくものであったろうと今に
なって感じている。

止まった大学・動いたスタッフ
　そうしたまだまだ多くの人が現実味を帯びていない中
で、たちどころに現実味を帯びることになった出来事と
して、私は老若男女問わず人気のあったコメディアンの
志村けん氏が 2020 年３月末に新型コロナウイルスに
罹患し死去したことが大きな影響を与えたと思ってい
る。つっと報道なかんずくワイドショーなどの新型コロ
ナウイルスの採り上げ方に明かなる変化が生じ始めた
からだ。「おいおいホントにまずいぞ！ 接触を避けよ！ 
外出するな！」といった風潮が一気に加速し、瞬く間に
さまざまな活動が停止させられてしまった。

教育・研究分野とて例外ではなく、全国の大学をはじ
め、ありとあらゆる学校の一連の運営の流れが断截られ
てしまった。入学式は中止となり、授業ができない。我
が広報部でも、高等学校への営業活動や高校生への進路
ガイダンス等がまったくできない状況に陥ってしまった。
志願者を集めるという営業活動を主とする部署の長であ
りながらデフォルト睨み顔の私が更に険しい表情になっ
てることが自分でも分かるほど八方塞がりであった。

しかし、何もできないからといっていつまでも手を
こまねいている訳にはいかない。なぜならば在学生たち
は学びを求め
ている。そし
て高校生たち
は、本学受験
に関わるさま
ざまな情報を
求めているか
らだ。

こうした壁
に立ち向かう
時、決断して
実行していくことがすこぶる早いのは、何といっても本
学の強みである。学内での学びにおいては、全国の大学
と比較しても早い段階でオンライン授業を導入し、かつ
実技系指導の分野においても各種の工夫によりいち早く
対面型授業を復活することができた。また、高校生たち
への大学説明においては、オンラインによるオープンキャ
ンパスや個別相談、そしてオンライン上での体験授業など
も展開し、いち早く在学生や高校生の期待に応えることが
できたのである。また、新型コロナウイルスのワクチン接
種においても、大学一括接種という形では極めて早い段階
で実施することができたことも早期決断と実行による成果

【特集】
ポストコロナ時代の大学経営本部

広報部長

オンラインによる高校教員向け説明会準備のようす

経営本部広報部長
岡田　卓哉
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として触れておきたい。
このように、手探り状態から進み、在学生や高校生か

らの期待や要望を汲み取り、何とか形を整えてウィズコ
ロナの時代を進みつつあるのが現在の本学の姿である。

コロナ禍の大学運営
ところで今回のテーマでもある「ポストコロナ」と

は新型コロナウイルス感染の終息後或いは安定した共存
化の時代を意味する訳であり、残念ながら恐らくもう
少々長引くであろうウィズコロナ期を経た後のことにな
る。ポストコロナ時代の大学という、言わば「私の予測」
を述べる前にウィズコロナ時代の「現実」を知っていた
だかないといけないと思い、まずはこの約２年間で大学
がどのように変容したか。そしてポストコロナ時代にお
いては、どのように変容すると考えられるかについて、

「入学者選抜」「教育・学生の支援」「渉外連携」の３分
野において述べてみたい。

その前に新型コロナウイルスの感染状況に関わらず、
今の若い人たちはこんな感覚なんだということについ
て、大物芸能人の大衆の捉え方の変遷という例え話を通
じて共通認識しておきたい。

戦後から 1970 年代前半位まで、大物と言われる芸
能人たちは、「俺を見たけりゃお金を払って映画館に来
ればいい。」というスタンスで、映画館という箱が活躍
の中心であった。当時普及し始めたテレビという箱の舞
台に出演する芸能人は二流三流であるといわれていた。
しかし、テレビの急速な普及とともに映画が次第に衰退
し、大物芸能人たちも次第に映画からテレビという箱に
その活躍の舞台を移し始めた。「無料になってしまった
けど、俺を見たけりゃ番組放送日時にあわせてテレビの
前に座ればいい。」という時代となった。そして今、曜
日時間にあわせてテレビを視聴するということもじわじ
わ低下しつつある。取って代わって出現したインターネ
ット動画サイトは、自分が見たい時に見たいものを視聴
できる環境をもたらした。すなわち家族や友達同士で視
聴する「お茶の間文化」はなくなり、個人のライフスタ
イルにあわせて多様な番組・映画等を視聴できるという
スタイルに変容している。如何に大物芸能人であっても

「どうか、お好きな時間にお好みのスタイルで私を見て
ください。」と高飛車な雰囲気は微塵も見せず、パソコ
ンやスマートフォンという薄っぺらくなった箱の中で見
ることのできる動画サイトに積極的に出演しつつある時
代となっている。

この例え話から「多様性の受容」という聞こえのい
い言葉だけでなく「わがままの受容」という言葉が浮か
んでしまうのは私だけだろうか。このような時代を軸と
したうえで、ウィズコロナの現実とポストコロナの予測
を進めてみたい。

さらなる入試の多様化
まず、我が広報部

が所掌する「入学者選
抜」についてである。
ウィズコロナにおける
入学者選抜は、試験独
特の密集、密閉、長時
間拘束という条件の回
避、そして試験場まで

の移動による感染
リスク回避の２点
を解決することが
必要であった。思
案の結果、オンラ
インを活用して個
人面接や作品や演
奏のプレゼンテー
シ ョ ン を 実 施 す
ることで選考する

「オンライン・イブニング入試」という新たな選抜方法
が生まれ、一部の学科・領域で導入開始に至った。更に
は海外から日本国内への入国が制限されているなか、オ
ンラインを活用して外国人留学生に対しても母国に居な
がらにして本学外国人留学生入学試験を受験できる仕組
みも整えることができたのである。当初は入学者選抜と
いう条件の平等性担保に不安があったが、あらかじめの
説明や課題付与等により、それは解決することができた。
今後ウィズコロナのもとでは、入学者選抜において常時
オンライン活用を意識したうえで、対面又はオンライン
いずれでも同様かつ平等に選抜が可能となる方式に改め
たうえで、感染拡大状況によって、対面とオンラインの
比重を自在に調節可能となるようなハイブリッド入試を
実施していくことが望まれている。
　では、ポストコロナ時代における入学者選抜はどのよ
うに変容するのであろうか。2022 年は 18 歳人口全体
のうち、四年制大学に進学する率が前年度の変わらない
比率であったならば全国の四年制大学の入学定員の合計
数よりも、四年制大学進学者総数の方が少なくなるとい
う俗に言う大学全入時代がいよいよ始まることになる。
もはや一部の大学を除き、じっくりと腰を据えて入学者
選抜を実施する時代ではなくなったのである。如何に本
学の学びにふさわしい志願者を入学させていくかが今後
の入学者選抜の軸となることは間違いない。更にオンラ
インを活用した入学者選抜も定着し、これまで以上に全
国からの志願者が増えるのではないかと予測する。余分
な時間や費用、そしてリスクがかからないからである。
もちろんオンライン入試を導入する大学も増えることで
あろうから、単純に受験生の争奪戦がローカル区から全
国区になるだけであり、18 歳人口の経年減による影響
は多少あるものの、志願者や入学者の総数に著しい変化
が生じるとは考えにくい。ただし、適切な入学者選抜の
改編を行い、かつオンライン入試における工夫を施すこ
と疎かにしなければである。適切な入学者選抜の改編と
はここでは明言しないが、大学側の尺度で選抜を実施す
るのではなく、受験生が中学校から高等学校で何を学ん
でどのようなきっかけで本学にアプローチしてくるのか
をいう点を重視した本来の意味での高等学校と大学との
接続を意識した選抜を実施することが重要である。また、
オンライン入試における工夫とは、先出の例え話でも触
れているが、「わがままの受容」をどこまで取り込むこ
とができるか、つまり「お好きな時間にお好みのスタイ
ルで…」である。よくせきのことがない限り、オンライ
ンでしか受験ができないという受験者はいないことでは
あろうが、あれば楽には受験できるわけである。躊躇い
があるのだとすれば、通信環境や合否の有利不利が理由
であろう。よしんばそうであったとしても、ポストコロ
ナ時代にはもうこれらの問題は解決されているはずであ

オンライン学科領域説明会

オンラインオープンキャンパス



Na
go

ya
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f T

he
 A

rt
s

名古屋芸術大学後援会報　第７２号名古屋芸術大学後援会報　第７２号

　
Challenge to the future  BORDERLESS

NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

7

る。なぜなら
ば、解決でき
なければ、結
果は受験生に
志願してもら
えなくなるだ
けであるから
である。

授業がかわる・概念もかわる
　次に「教育・学生の支援」である。商品名を出すのは
憚られるが「Zoom( ｽﾞｰﾑ )」や「Google Meet( ｸﾞｰｸﾞ
ﾙ ﾐｰﾄ )」というオンラインシステムが瞬く間に浸透した
ように、ウィズコロナ時代においては、オンライン教育
を語らずに何を語ることができようかという程重要アイ
テムとなっている。しばらくは対面授業とオンライン授
業との併用（ハイフレックス）が継続することになろう
が、対面授業一択であった土壌にオンライン授業という
選択肢が加わったことで、それぞれの長短所が顕在化し
たことも新たなポイントになり得ている。だが、換言す
ればこのことは、大学教育の本質はどこにあるかが問わ
れているとも言えよう。
　また、学修の環境や制度に不慣れ感が残り、ウィズコ
ロナ時代を受身的被害者として過ごしたか否かによって
個人の捉え方に相違が生ずるかも知れないが、授業受講
の多様性を一気に加速した感が否めない状況下におい
て、例えば通学時間省略の可否や、対面回避によるコミ
ュニケーションの省略化などの問題は、在学生には肯定
的な意見はあるものの、保護者や高等学校教員を含め、
極めて否定的な印象が強く、期待していたあるいはイメ
ージしていた大学生生活とはかけ離れた感があることは
否めない。
　一方、学習内容（カリキュラム）について言えば、従
来は直接経験や体験をすることで学び得た学修内容をい
かにオンライン化することができるか。或いは、どのよ
うにすれば、学習の内容・環境を安定化させることがで
き、ひいては在学生に納得感ある授業を提供させること
ができるかなどの問題は、最優先して解決すべき課題で
ある。そして、これらの解決を進めていく中で、学修目
標の設定や学修成果の測定・評価の重要度が増すことに
なるのは間違いないことであろう。
　これにより大学の授業で授業時間数などを示す「単位」
という言葉の概念も変化するに相違ない。本来「単位」
とは、授業だけでなく、予習や復習などの総時間を含め
た時間数を示すものであるが、これらの時間数が学修成
果に置き換えられると考えられる。つまり、【「単位＝時

間」ではなく「単位＝学修成果」】という公式が成立す
ることになるということである。
個人的には、ウィズコロナ時代には最も厄介な、しかも
解決していかねばならない課題を多く抱えた分野である
と思うが、これらがポストコロナの時代にはどのように
変容しているのであろうか。
　まず、授業のあり方は、これまで板書と講義で展開さ
れていた「チョーク＆トーク」スタイルは通用しなくな
り、オンラインで事足りる授業と対面授業で実施しなけ
ればならない授業とに明確に分けられることになると考
えられる。そしてオンライン授業は、複数の大学で共有
して授業が受講できるような地域共通集約型へ移行する
のではないだろうか。例えば「経済学」の授業は名古屋
市西部の４大学共通で受講が可能であり、授業はＡ大学
が担当するといった具合だ。

　オンライン授業とは、受講者の反応が分かりづらいと
いうことは想像にたやすいことである。授業とは関係の
ない、例えば「笑い」をとろうとギャグを言ったところ
でそのギャグは受けたのか否かが分からない。
　つまり不純物が混ざりにくく、正攻法でしか通用しな
のがオンライン授業の特長である。この場合、如何に授
業内容を受講者に楽しく理解させることができるかが重
要になってくる。このため、今後オンライン授業はこの
点を強化することが否応なく求められることになろう。

「今でしょ！」のフレーズで有名になった予備校講師の
ように、全国の進学塾でオンラインライブ講義であって
も満席になるような話題性や存分に身につけた知識を分
かりやすく解説できる話術がオンライン授業を担当する
教員には求められ、やがて大学間で人材の奪い合いなど
の競争に晒されるのではないかと考えている。
　また、対面授業で行わねばならない授業については、
人数管理や物理的距離などの制約が伴い続ける中で継続
していくことになるが、オンライン授業と混在すること
になることから、在学生の教室受講と自宅受講の問題な
どを鑑み、これまで以上に時間割の設定に留意しなけれ
ばならないことになると見込まれる。
　次に、学生たちの活動についてであるが、課外活動な
どを通じて上級生や他学科・領域の在学生との付き合い
の広がりが構築できない訳であるから、大学行事等への
コミットメントも自ずと低調になってしまうと予測す
る。クラブ・サークル活動や大学祭は、これまでのよう
な活発さは失われると思われるが、その代わりに個人で
参加するような競技や検定、コンクールなどはこれまで
以上に盛んになるのではないだろうか。大学の学生支援
については、これまで以上に多様な支援と柔軟な体制が
求められることになると考えている。感染対策を施した授業風景【音楽】

大学祭の１コマ（今後この風景はなくなってしまうのか？）

本学職員による香港での大学説明会のようす
（今後はオンラインによる説明会が活発化するのか？）
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拡大化する連携の輪
　そして最後に「渉外連携」である。多くの大学におけ
る渉外連携とは、教員の研究成果・業績を毎年集約して
ホームページ掲載や冊子化して周知することにより、大
学近隣にある企業や自治体が連携を申し出ることで成立
してきているものである。しかし、ウィズコロナ期の今、
これらはほぼすべてストップしてしまっている。渉外連
携のみならず、社会における異業界対面交流は何をきっ
かけに感染拡大が囁かれるか分からない現今では、避け
るのが賢明であることは言うまでもない。では、ポスト
コロナ時代においては、渉外連携はどのように様変わり
するのであろうか。
　私は、ポストコロナの時代においては、オンラインを
通じて、近隣のみならず全国、ひいては世界の各組織と
の連携もあり得るのではないだろうかと予測する。
　渉外連携とは、教員の創制作・研究の本質に関わって
いることは紛れもない事実である。どれほど名のある舞
台・会・展にどのような形で出演・出展するのか、そし
て研究論文であれば、当該研究分野の専門家がしっかり
中身を吟味する「査読」という過程をパスしている論文
であるか否かが重要となる。雑誌への論説掲載や、本来
研究業績の集大成とみなされる書籍の出版などは業績に
は当たらないのが国際標準である。そうした厳しい不文
律の中で、毎年業績を積み重ねるのが研究者である大学
教員の本来の姿であり、そうした教員に研究委託をはじ
め、研究に関連するさまざまな助言や指導などを求めた
いというところから渉外連携は始まるのである。
　連携ゆえに、互いに行き来をすることがこれまでは当
たり前のことであったが、急速に浸透したオンライン社
会は、新たなディバイスが産まれない限り否定されるこ
とはないはずであり、渉外連携についても例外なくオン
ライン社会の中で展開されていくことになろう。つまり、
エリア限定的であった渉外連携は、ポストコロナの時代
では、地域を超えた連携が可能となるのである。企業や
自治体のみならず、近隣であれば利害関係が対立するよ
うな大学であっても、いわゆるスープが冷める距離の大
学同士であれば大学間連携も十分可能となる。
　例えば全国的にも稀少な分野の研究者がいて、今その
研究者の助言を求め続ける必要性があるならば、会議の
都度、オンラインで参加してもらえば事足りる訳である
し、そうした依頼が海外からあったとしても言語の共有
が可能であれば、何ら問題なく実現できる。また、海外
の教育研究期間とのパートナー連携や在学生の相互交換

留 学 シ ス
テ ム の 拡
大 化 な ど
も 可 能 と
なる。　
　従来はそ
れなりの予
算や時間が

必要であった渉外連携が、ポストコロナ時代にはオンライ
ン化により簡易・簡素化され、しかも世界中の「知の拠点」
から適任者が選出され、惜しみなくその「知」が世の為人
の為に活用されることになる。公共性の高い大学という組
織において、これ以上の社会奉仕があり得ようか。世界中
の知の拠点がその専門研究を国際間で極め合い、そこで産
み出された成果が世界中で有効活用される。そんな近未来

の渉外連携スタンダードが、ポストコロナ時代には到来し
てほしい。
　以上、誠に僭越であるが、ポストコロナ時代における
私見を述べさせていただいた。あくまでも予測であり、
今後ポストコロナの大学がどのようなあり方を呈してい
くのかは誰にもわからないはずである。
　しかし、大学とは在学生に対して専門分野の知識・技
能を教授する場であることは昔も今も変わらないし、こ
れからも変わらないはずである。

おわりに
　私は、高級自動車レクサスの国内営業で陣頭指揮を振
るわれ、トヨタの人材育成の主軸もであられた笹津恭士氏

（トヨタ自動車元副社長）とご縁があり、4 年間部下とし
てご指導いただいたことがある。とても可愛がっていただ
き、さまざまなことを学ばせてもらったが、その中でも現

場を重視した正しい組織のあり方や人材の育成・評価に
ついて厳しく教えられたことは今でも私の宝物である。「組
織とは、生かすも生かさぬも人材次第だ。管理職として
預かった人材を生かすことを常に考えて行動しなさい。」

「課長ならば、1 つ上の役職である部長の視点で物事を
考えなさい。そして自分のためではなく、組織全体のた
めに何が必要なのかを考えてどんどん改善案を出しなさ
い。例え笑われてもいいから。」「車の販売も教育の世界
も同じ。選んでもらうためには選ぶ側の気持ちになって中
身の改善に努めなさい。選んでくれた方が笑顔で満足し
てくれることを想像して。」などの言葉。聞いてすぐにメ
モを取り、今でも仕事で行き詰まったりした際に振り替え
るフレーズである。当たり前のことだと思われるかも知れ
ないが、組織の中にどっぷり浸かり込んでしまうと何故か
見えなくなってしまう。でも、それでは人材としては抜け
殻も同然である。そうならぬよう、私たちは常に学び続け、
世の中の変化に敏感であり続けなければならない。幸い
大学という世界は「学ぶことが好き」或いは「学びを支え
ることが好き」な人々の集合体である。
　新型コロナウィルスの感染拡大という残念な出来事
は、私たち名古屋芸術大学に属する教職員にとっては、
知恵を集約させ、それらを一気に放出させる機会を与え
た。そしてこの機会はいかに名古屋芸術大学が「学ぶこ
とが好き」或いは「学びを支えることが好き」な人々の
集合体であったかの証左となった。
　ウィズコロナの今、そしていずれ訪れるポストコロナ時
代。いずれにおいても、我々は大学という最高学府のプロ
として、世を見据えつつ学び続ける気持ちを皆が持ち続け
ていかねばならない。なぜならばたとえどのような環境下
になっても名古屋芸術大学で学びたいという人たちのため
に我々は最大限尽くさねばならないからである。

感染対策を施した授業風景【美術】

特別客員教授リレートークのようす
（こんな雰囲気で世界とつながる？）



はじめに
　全世界が新型コロナウイ
ルスに翻弄されて2年が過
ぎた｡世の中すべてが激変
した｡それまでの常識が非
常識になり､非常識が常識
になった｡過ぎた時代には
戻らない｡道は前にある｡重
要なのは今から先に何を目
指し､何をなすべきかという
ことだ｡｢唯一､生き残るの
は変化できる者である｣と

ダーウィンは言った｡環境変化に適応しつつ生存競争に勝
ち抜く進化を遂げ､大胆なパラダイムシフト(革命的転換)
を成し得たものだけが生き残る｡大学も後援会も例外では
ない｡変化しなければ淘汰され､消滅するだけだ｡ウィズコロ
ナの過渡期を経てポストコロナへと向かう､新たな時代を切
り拓くメルクマールとは何か｡後援会監事の視点から､コロ
ナ禍における大学と後援会の現在を総括し､ポストコロナの
課題と展望について考察する｡

01．2020年4月､新型コロナウイルス対策特別措置法に基
づき､緊急事態宣言が発出された｡大学は機能不全に陥
り､ロックアウトされた｡後援会定期総会も開催不能とな
り､組織活動はほぼ停止状態に追い込まれた｡

02．この時､後援会には二つの選択肢があった｡世間の風潮
に迎合し､｢感染防止｣や｢安全第一｣を口実にして活動を
中止(放棄)し､何もやらない前例踏襲型後援会に逆戻り
するのか､それとも改革路線を堅持して危機的情況を突
破し前に進むのか､その二つに一つであった。

03．後援会執行部はコロナ禍真っ只中で活動を再開した｡デ
ジタル化による後援会活動の見直しと､コロナ禍で困窮
する学生に対する食料品･日用品･生理用品等の緊急支
援活動(チア・プロジェクト)への取り組みが契機となった｡

04．チア・プロジェクトの成功要因は､会長のリーダーシップ､
総務･事業両委員長(副会長)の行動力､そして理事会メン
バーによる協力の賜物であった｡一過性のパフォーマン
スで終らせてはならない｡SDGsに倣って言うなら､重要
なのは持続することだ｡プロジェクトの検証が必要である｡

05．デジタル音痴の私とは違い､1学年下の役員の中には
ICT(Information and Communication Technology 
情報通信技術)の知識を持ったメンバーが複数存在し
た｡彼らが執行部入りする年次の巡り合わせが偶然重
なった｡デジタルを後援会内部のコミュニケーションツー
ルとして活用する絶好のチャンスとなった｡

06．オンライン授業は新型コロナ有事の際の緊急対応措置
として導入された(大学設置基準第25条第2項､平成13

年文科省告示第51号)｡すぐさま｢学修の質が担保され
ない｣だの｢授業料返せ｣といった集中攻撃の標的にされ
た｡実技系対面授業の占める比率が高い芸大にオンライ
ンは馴染まない､というのが大方の予想であった｡

07．(略)  ｢大学設置基準第25条第2項､平成13年文科省告
示第51号｣の解説｡

08．だが私は彼等とは反対に､｢コロナ禍によるオンライン
授業の導入は今後の日本の教育の在り方を変える重要
な契機となるだろう｣と主張した(『後援会報』第69号13
頁)｡非常時とはいえ､芸術教育へのオンライン授業導入
の取り組みに､進取の気性を感じたからである｡

09～10．(略)  危機対策本部指揮下での名古屋芸大におけ
るオンライン授業立ち上げの経緯については、山田芳樹
学務部長の報告（『後援会報』第69号45～46頁）を参照｡

11．私はオンライン授業の実態調査を目的に､全後援会員
(学生含む)対象のアンケート(Google Forms)を実施し
た｡結果は､オンライン授業賛成派が過半数を越えてい
た｡同時にオンライン授業には対面授業以上の学修効果
があることも判明した｡

12～13．(略)  アンケート集計結果の解説(『後援会報』第70
号5～10頁の菊井コメント参照)｡

14．オンライン授業には大別して､オンデマンド型､ライブ
配信型､双方向型の三種類がある｡工夫次第で､あらゆ
る授業をオンラインに置換することが可能である｡オン
ライン授業の導入により、名古屋芸大の各領域･コース
では授業計画に基づき､｢(学生が)何を学び､身に付ける
ことができるのか｣を明確化し､学修成果を実感する教
育を行う｢学修者本位の教育の実現｣(2020年､中教審
大学分科会『教学マネジメント指針』)が可能となった｡

15．(略) 中央教育審議会『教学マネジメント指針』の解説｡

16．ロンドン大学を嚆矢とする大学通信教育には長い歴史
がある(1858年通信教育開講)｡現代ではパソコンを使っ
たオンライン授業だが､欧米の芸大(美大･音大)では､絵
画･デザインは勿論のこと､名門バークリー音楽大のよう
に楽器演奏もダンスパフォーマンスも当たり前にオンラ
インで授業が実施されている｡今や芸術の殆んど全ての
領域がオンライン授業で網羅され､世界中の学生が国境
を越えて学んでいる｡

17～18．(略)  ロンドン大学(University of London 
International Programmes)､バークリー音楽大学
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ポストコロナ時代における大学と後援会【特集】
後援会監事 ー課題と展望ー（DIGEST）

学校法人名古屋自由学院評議員
名古屋芸術大学後援会　監　事

（2019 年度・2020 年度会長）
菊井  政右衛門
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(Berklee Online)でのオンライン授業の紹介｡
19．オンライン型プログラムでは学費は通学型（オンキャン

パス）の何十分の一という格安･激安で名門大(院)を卒
業･修了でき､通学型と同じ学位が取得できる｡バーチャ
ル留学､資格取得､自己啓発､生涯学習等々､オンライン
教育の可能性は地球規模で無限大に拡がっている｡

20．その最先端をブッちぎりでリードしているのが､創立から
わずか8年でハーバードと肩を並べるまでに急成長した超
難関､｢ミネルヴァ大学｣(Minerva Schools at KGI)であ
る｡校名は､ヘーゲルが、｢ミネルヴァの梟（ふくろう）は迫り
くる黄昏に飛び立つ｣（『法の哲学』序文）と書いたことでつ
とに有名な、ローマ神話の知恵の女神｡全寮制の私立4年
制大学で､サンフランシスコに本部を置く｡キャンパスは
ない｡学生は4年間で世界7都市を移動しながら(都市が
キャンパスになる)オンラインで授業を受ける｡

21～22．(略)  ミネルヴァ大学の紹介｡参考までに｢東洋経
済｣2021/07/02の記事を貼り付けておく(「日本人が知
らぬ超難関『ミネルバ大学』破壊的凄み世界のエリート
が熱視線､ハーバード蹴る人も」)｡https://toyokeizai.
net/articles/-/437415?display=b

23．事程左様に欧米とわが国のデジタル教育環境には､天
と地ほどの格差がある｡そんな中でも武蔵野美大(1951
年)､京都芸大(旧造芸大､1998年/修士課程も併設)､大阪
芸大(2001年)､デジタルメディア芸術学院(デジタルハリ
ウッド大と中国上海音楽学院の共同設立/2011年)が通信
教育課程(学部)・通信制大学院を設置しており､コロナ禍を
背景に､芸術教育へのオンライン授業導入の先見性と存
在感を示している(括弧内は通信課程の設置年度)｡

24．日本国政府は､目指すべき国家の未来像として､｢ソサエ
ティ5.0｣(Society5.0)を提唱する(内閣府『第5期科
学技術基本計画』)｡マルクス唯物史観の剽窃もどき
の歴史認識だが､我々の現在地点はSociety4.0(情報

社会)。そこで次のSociety5.0での教育がテーマとなる｡
25～26．(略)  サイバー(仮想)空間とフィジカル(現実)空間

の融合を目指す「Society 5.0」の解説｡
27．2017年のボーダレス改革以降､名古屋芸大は芸術系総

合大学としての強み･特色を生かした機能強化を進め発
展してきた｡そして今こそSociety4.0から5.0への芸術教
育・研究のデジタル革命を契機として､大学改革と発展の
未来を更に加速できるか否かが問われている｡

28．大学は単なる独立した教育･研究機関ではない｡企業や
社会と深く関わる存在である｡産学官民の連携強化の重
要性が強調されるように、DXを媒介として大学が変化す
ることが､社会の変革を前進させるエネルギーとなる｡私
は冒頭で､｢過ぎた時代には戻らない｣と書いた｡｢戻れな
い｣のではない｡｢戻る必要がない｣｡前に進むのだ。

29．ウィズコロナ(過渡期)の先に展望されるポストコロナ時
代の名古屋芸大は､対面授業の全面復活といった、コロ
ナ以前のキャンパスへの単純な回帰ではない｡名古屋芸
大が目指すのは､Society 5.0の到来を見据えた､スマー
トユニバーシティ(smart university)の実現である｡

30．名古屋芸大のスマートユニバーシティ化は､東京藝大を頂
点とするヒエラルキーの解体に向けた流れを加速す
る｡BORDERLESS改革第2章の幕開きである｡

31～32．(略) スマート〇〇の呼称は､｢ユニバーシティ｣､｢カ
レッジ｣､｢キャンパス｣等幾通りもあるが､本稿では｢スマー
トユニバーシティ｣に統一した｡

33.（略） スマートオフィス(smart office)及びこれに関連する
DX(Digital Transformation)の解説｡デジタルトランス
フォーメーションとは｢デジタルによる変容｣を意味する｡
デジタル技術を用いることで､大学や教育、生活やビジネ
スが変容していくことを言う｡

34．名古屋芸大のスマートユニバーシティ化の推進と､DXに
よってもたらされた新しい芸術教育システムの構築（及
びシステムの稼働）が､名古屋芸大パラダイムシフトの
帰結となる｡そしてこのスマートユニバーシティと北名古
屋市全域をキャンパスと位置付ける北名古屋市スマート
シティ(smart city)構想が融合（一体化）した時に､名古屋
芸大BORDERLESS改革は完結するのである｡

35～39．（略） まとめ（名古屋芸大・後援会改革は継続する）。
40．最後に､2022年度名古屋芸大後援会が安定的･継続的

にその目的を達成するためには､①組織体制の見直し､
②会則改正と執行部役職の統廃合､③財務基盤の確立､
④人材育成(役員･理事の意識改革と資質向上)が喫緊の
課題となる｡諸氏の健闘を祈る｡

【お詫び】スペースの都合上､一部内容を割愛しての掲載と
なりました｡ご了承ください｡ （広報副委員長　柳沼章子)
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学生支援活動の報告　荻須総務委員長（食品・日用品）　　　　　　　　　　小池事業委員長（生理用品）/研修会
【特集】
後援会副会長

■ 食料品・日用品配布活動のご報告　
　　　　　　　　　 副会長（総務委員長）　荻須紀子
　名古屋芸術大学後援会では、コ
ロナ禍での社会環境、生活環境の
変化によって経済的に困難な状況
になっている学生に何かできるこ
とはないかと、緊急学生支援を検
討し、7 月には『チア・プロジェク
ト』の第 1 弾として「生理用品の
無償配布」を行いました（『後援会報』vol.71 でご報告
済み）。配布時に行っ
た web アンケートに
は「とてもありがた
いです。」「助かりま
す。ありがとうござ
います。」という感謝
の言葉とともに、食
料や飲料、日用品がほしい、という支援を望む声があり
ました。
そこで『チア・プロジェクト』第 2 弾として【食料品・
日用品無償提供】を 10 月と 12 月の 2 回にわたり、実
施いたしました。

　 学 生 が 閲 覧 す る ユ ニ
バーサル パスポートに、
後援会からの「案内文」
を掲載していただき、支
援 を 望 む 学 生 に 申 込 み
フォームから申し込んで

いただく、完全予約制としました。対象は、学部生、大
学院生、留学生など、名古屋芸術大学に在籍する全学生
です（一人暮らし、実家暮らしなどは問いません）。
　初めての企画で、一体どれだけの学生から申し込みが
あるのか見当もつきませんでしたが、1 回目 73 人、2
回目 41 人、延べ 114 人からの申し込みがありました。
その中で、一人暮らしの学生からの申し込みは 6 割を
超えており、実家を離れての生活は厳しい状況に置かれ
ているのだろうと推察し
ました。
　【食料品・日用品無償
提供】の 1 回目は 10 月
16 日 に、2 回 目 は 12
月 12 日 に 徳 重・ 名 古
屋芸大駅近くの地域交
流 LABO で行いました。
キャンパスでの提供とし
なかったのは、提供品を
受け取る学生のプライ

バシー保護と、お米やパ
スタなど、重い提供品を
持ち帰る学生の利便性を
考慮したものです。ただ
し、この日程で都合が悪
く、受け取りに来られな
い学生には、別の日程でキャンパスでの提供としました。
また、提供時には「生理用品の無償配布」の時と同様、
web アンケートに回答していただき、学生の声を集め
ました。
　提供品については、一人暮らしの学生でも簡単に食
事ができるようにと考え、レトルト食品やパスタなどを
中心に揃えました。また、1 回目の提供時のアンケート
で頂いたご意見を参考に、時季的なことも考慮し、2 回
目はカイロやティッシュペーパーといった日用品を増や
しました。さらに、「生活必需品を購入するのに精一杯
でお菓子にお金をかけられないので、お菓子が嬉しかっ
た。」などという意見も
取り入れ、全 20 品目
としました。提供品は
学生も普段利用してい
る近隣のドラッグスト
アや 100 円ショップ、
ローソンストア 100 な
どで価格調査して購入しました。後援会の活動にご理解
をいただき、ローソンストア 100（徳重名古屋芸大駅前
店）の永井社長より、リップクリームやピーナッツ・チョ
コレートの無償提供、ご支援を頂きました。また名芸大
の東西両キャンパスで学生食堂を運営している共栄食品

（株）の小森社長からは、新米のコシヒカリをお値打ち
価格で提供してくださいました。深く感謝申し上げます。
　企画から、実際に学生へ提供品をお渡しするまでには
苦労もありましたが、提供品を受け取った学生が、「本
当に助かります。」、「こんなにたくさん頂けて、重たい
のは気になりません。」と笑顔で帰って行かれる姿を見
て、提供できて本当によかった、と感じました。
　コロナ禍で後援会の活動も制限されており、できると
きにできることを、と取り組んだ学生支援企画です。こ
の支援は一時的なもので、経済的には大きな支援とはい
えません。それでも、コロナ禍で不安やストレスを抱え
ている学生が、自分
にも応援してくれる
存在があるのだと感
じ、学業を継続する
環境や意欲を支える
ことにつながれば幸
いです。
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■ 留学生支援活動のご報告
　　　　　　　　  副会長（事業委員長）小池真紀子　
　11 月 9 日（火）12 時 20 分から
13 時 00 分頃まで名古屋芸術大学　
西キャンパス　G 棟　207 教室にて
行われた留学生マンスリー・ミーティ
ングに参加し、チア・プロジェック
ト『留学生に生活用品の提供』を実
施いたしました。
 
●留学生 67 名に対
して生活用品（ト
イレットペーパー
　と食料品）の提
供を行いました
　トイレットペー
パーはローソンス
トア 100 徳重名古
屋芸大駅前店で購入し、留学生一人につき 4 個入り 1
パックを提供しました。誰でも必要な生活用品なので留
学生から、「とても助かります、うれしいです。」、と笑
顔で言われました。食料品支援の品は矢野会長とじゃん
けんゲームをして勝った人から順番に好きなものを選ん
でもらいました。じゃんけんのかけ声も留学生と交流し
盛り上がりました。いろんな品物があり、「どれにしよ
うか。」と迷う留学生、即座に「これ！」と決める留学生、
どちらも嬉しそうに選んでいました。また、東キャンパ
スの留学生もオンラインで参加されており交流すること
ができました。自国を離れて名古屋芸術大学で学んでい
る留学生を今後も見守っていきたいと思います。

●留学生グループ展の応援に行きました
　12 月 11 日（土）午後から、西キャンパス Art ＆
Design Center West にて開催中の、第 1 回名古屋芸
術大学留学生グループ展の応援に行きました。名古屋芸
術大学には 2021 年 12 月現在　86 名（※）の留学生
が在籍しています。（※　未入国者 18 名を含む）本展
覧会は有志 9 名によるグループ展です。
　作品には、寄木細工の椅子、曲木細工のテーブル、日
本画や写真などがありました。留学生から難しかったと
ころや工夫したことなどの話を聞くこともでき、とても
楽しい時間をすごせました。同センターの磯部さんにも
お会いでき、留学生と一緒に記念撮影をいたしました。

■ 生理用品無償配布のご報告　　　　　　　　　　　　　　　　
　10 月 19 日 ( 火 )、
12 月 15 日 ( 水 ) 午
前 10 時 30 分より午
後 1 時 30 分頃まで、
東西キャンパスにお
いて「生理用品第 2 回・
第 3 回無償配布」を

行いました。東キャ
ンパスは交流テラス
1 階の学生食堂付近
( 第 3 回はカフェス
ペース Akkord ( ア
コルト ) 前 )、西キャ
ンパスは B 棟 1 階学
生食堂付近です。ア
ンケートへのご協力をお願いし、前回と同じく QR コー
ドを読み取ってもらう web アンケートを行いました。
　ハロウィンやクリスマスの季節を感じられるお菓子を
用意して学生に声をかけました。多くの学生が配布をし
ていることを知りアンケートに答えてくれました。「こ
んなに沢山いただいていいのですか？」とか「前にもい
ただいてとても助かりました！」と笑顔で言われとても
嬉しく思いました。「トイレに設置してある生理用品を
使わせてもらって助かった経験があります。」とのお声
もいただきました。
　東西キャンパスのト
イレに設置しておりま
す生理用品のかごに補
充も行いました。配布
当日に来られなかった
学生、必要とする学生
に利用してもらうようにしています。そちらでも QR コー
ドの web アンケートを行っています。たくさんのご意見
をお待ちしております。
　配布活動中の後援会スタッフに萩原芸術学部長、国際
交流センター長の松崎先生、学生支援チームの伊藤チー
ムリーダー、広報の河合さん、留学生別科の桑山先生、
文芸ライティングコースの米田先生からあたたかいお声
がけをいただきました。心よりお礼申し上げます。

後援会活動の基本を学ぶ　理事研修会を開催
　10 月 30 日、11 月 20 日の 2 回にわたり、菊井政右
衛門監事を講師にお迎えし、後援会理事研修会が開催さ
れました。研修の目的は、「理事会メンバー（役員・理
事）の意識改革と資質向上をはかることです。理事会メ
ンバーは卒業と入学で毎年入れ替わるため、研修は不断
に継続されねばなりません」。研修テーマは後援会の歴
史、後援会活動の基礎・基本、広報誌の作り方など多岐
にわたり、最後に、学校法人名古屋自由学院の建学の精
神「至誠奉仕」に深く学び、各自が社会生活のあらゆる
場面で実践していくことが肝要であると締めくくられま
した。菊井監事の熱のこもった講義に、参加者一同真剣
に勉強させて頂きまし
た。あらためてご多忙
な中、講師をお引き受
け頂き、長時間にわた
るご講義を賜りました
菊井監事に御礼申し上
げます。（小池真紀子）
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ふりかけ、チャーハンの素

　2021 年 7 月 1 日、 コ ロ ナ 禍
の書面総会で後援会会長に選出さ
れ、当初の予定より約 40 日遅れ
て、期待と不安の入り混じる中で
今年度の後援会がスタートしまし
た。
　新型コロナウイルスという見え
ない相手と向き合いながら、名古
屋芸術大学後援会役員・理事は常
に協力体制で『できることをでき
るだけ』の精神にてビジョンを策定し、日々変化する状
況を観察し、いま何ができるか考え、決断し行動してま
いりました。半世紀にわたって諸先輩方が紡いでこられ
た歴史ある後援会組織として、過去からの大切な思いを
未来へとつなぐ一助となるよう精一杯の努力をしてまい
りました。

◆緊急学生支援事業『チア・プロジェクト』を実施
　今年度のメインとなる事業は、新型コロナウイルス感
染症拡大の影響でアルバイト収入の減少、家計の経済状
況の悪化した学生を支援する『チア・プロジェクト』です。
年間に「生理用品の無償配布」を３回、「食料品の提供」
を２回行いました。食料品買い出し作業において、受け
取る学生の健康を考え、店頭であれこれと迷い悩む役員
の姿は真剣そのものでした。また、自国を離れて学ぶ留
学生に「生活用品の提供」をしました。留学生と後援会
会長とのジャンケンゲームはとても楽しい思い出となり
ました。

◆『理事研修会』を実施
　昨年度同様、新型コロナウイルス感染症の影響で『研
修旅行』が中止となりましたが、菊井政右衛門監事

（2019・2020 年度会長）に講師をお引き受けいただき、
「後援会・名芸大入門」をテーマに『理事研修』を行う
ことができました。先輩からの熱いメッセージをいただ
き、これからの後援会づくりを見据えた実りある時間と
なりました。

◆第 2 回名古屋芸術大学後援会賞授与式を挙行
　2 月 25 日（金）西キャンパスにおいて、「第 48 回
名古屋芸術大学卒業・修了制作展優秀賞・第 25 回ブラ
イトン大学賞授与式」と同時に挙行しました。開催期間
中に後援会の正副会長 5 名により審査を行い、後援会
賞は 4 名の方々に贈られました。優秀な作品が多く審
査が大変混乱しました。

◆『ありがとう』のシャワー　
　今年度の後援会活動で最も多く飛び交った言葉は、『あ
りがとう』でした。
　後援会会員はもとより、川村大介理事長、竹本義明学
長はじめ大学職員の皆様よりご理解ご協力をいただき後
援会活動ができましたこと、心より感謝申し上げます。
そして、今年度新任で事務を担当いただきました、後援
会事務局山下和子さんには、誠心誠意のご対応をいただ
きました。温かい皆様に囲まれ、とても貴重な時間を過
ごすことができました【感謝】
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2021年度 出会いと挑戦の1年間～感謝の言葉
【特集】
矢野会長

後援会の学生支援活動が地元紙に
　名古屋芸術大学の地元、北名古屋市で発行されてい
る「北名古屋市民タイムズ」（2022 年 2 月 11 日付号）
に後援会の学生支援活動の様子が掲載されました。同
紙の米田環編集長は本学デザイン領域文芸ライティン
グコースで教鞭をとられ、沢山の学生がお世話になっ
ています。

後援会会長 矢野 章子

後援会で一緒に活動しませんか
　日頃より名古屋芸術大学後援会へのご理解ご協力を
賜りありがとうございます。
　後援会は名古屋芸術大学の目的と教育方針に基づ
き、学生の福利厚生と大学の教育研究活動への各種支
援活動を行っている在学生の保護者団体です。
　後援会員のお子様方に充実した学生生活をお送りい
ただくとともに、保護者と大学教職員との親睦交流を
図る研修旅行や広報誌の発行、会員のための絵画と
コーラスのサークルなど、みんなで楽しく活動してい
ます。
　後援会では現在､ 私たちと一緒に活動していただけ
る新しい仲間を募集しております｡ どうぞお気軽にお
問い合わせください｡

【お問い合わせ先】
  電話：0568-26-3355 　名古屋芸術大学後援会
  FAX：0568-26-2101 　　副会長（総務委員長）
  E-mail：kouenkai@nua.ac.jp 　　荻須　紀子
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  「キャリア二刀流」で学生支援経営本部
学務部長

【特集】

　名古屋芸術大学後援会の皆様に
は、日頃から本学の運営、学生支援、
国際交流に多大なるご理解とご支
援をいただき深く感謝申し上げま
す。
　本学のキャリアセンターでは、
4 年間かけて学ぶ専門分野という

「大きな刀」に加え、経営や法律の
基本知識、経済動向の理解、リス
ク管理など、働くうえで役立つビ
ジネスカとしての「小さな力」を
備える「キャリアニ刀流」を実現することによって、学
生の皆様が充実した職業生活を送ることができるよう、
様々な取り組みをしています。具体的には、正規授業科
目の開設、キャリアセンター主催の講座・催事、キャリ
アサポート室職員による支援があり、これらが有機的に
連関して学生の皆様の「夢の実現」を後押しできるよう
な体制を整えています。しかし、多くの不安やストレス
を抱える就職活動では、ご家族の存在が大きな支えとな
ります。無関心はもちろん、過度な口出しや期待もお子
さんのやる気を削いでしまいます。人生の良きアドバイ
ザーとして、適度な距離を保ちながらお子さんの力にな
ってあげてください。
　さて、私たち親世代と現在では就職活動が大きく様変
わりしています。
　例えば大学進学率は親世代では 20％～ 25％ですが、
現在は約 55％で倍以上になっています。就活の時期は
親世代は 4 年次の夏以降でしたが、現在は大学 3 年次
の 3 月から解禁となっており、ずいぶん早期化してい
ます。また、応募方法については、親世代は履歴書の郵
送でしたが、現在は Web エントリーが主流となってい
ます。
　このようなことを踏まえて、就活の
サポートについて保護者の皆様に 6 つ
のお願いをさせて頂きたく存じます。
１．明るい生活環境づくり
　お子さんにとって就職活動は初めて
の経験です。心理状態が不安定な時もあ
るでしょう。外で頑張るお子さんをホッ
とさせられるよう、生活空間では話し
やすい雰囲気をつくることが大切です。
お子さんの意思を頭ごなしに否定する
のではなく、関心を持ち、＂精神的＂
な支えとなってください。
２．保護者の強気はお子さんの不安材料
　「自分で決めなさい」「お前ならやれ
る」というような、保護者の強気はお
子さんの不安を増幅させます。一緒に
考え、心を離さず、話に耳を傾け、背
中を押してあげましょう。「成人した大
人なのに？」と思いがちですが、一人

前にお給料を貰うまでは突き放さないことが大切です。
３．過保護にならず、適度な距離感を
　お子さんの様子が気になるのは十分にわかります。し
かし、説明会についていく、企業に連絡するなど過保護
になりすぎるのは NG です。企業が求めているのは「自
分で考えて行動できる人材」です。説明会から帰ってき
たあとに、ゆっくりと話を聞いてあげてください。
４．「人は人、自分は自分」
　早々に内定を獲得した友達などと比較することは避け
てください。皆がみな、同じ会社へ就職するわけではな
いのです。お子さんを含め、保護者の方も「人は人、自
分は自分」という前向きな心を持ち、お子さんの長所や
短所、ご自身の社会人としての仕事観など、お子さんの
＂視野を広げる＂ アドパイスをしてください。
５．保護者の思いを押し付けたり、戸惑うような発言は禁物
　「好きなようにしなさい。と言っていたのに、急に公
務員になりなさいと言い出した…」など、お子さんを思
っての発言が、かえってお子さんを困らせることも。保
護者の思いを押し付けるのではなく、お子さんの意思を
尊重しながら、互いに納得するまで話し合うことが大切
です。
６．経済的な支援を
　就職活動にはたくさんのお金がかかります。リクルー
トスーツや鞄、靴をはじめ、証明写真の撮影、食事代、
身だしなみ等々。なかでも特に大きな出費となるのが交
通費です。お子さんの最大の支援者として、精神面のサ
ポートだけでなく、金銭面でも支援をお願いします。
　最後に、後援会の皆様の平素からのご支援に対して心
から感謝を申し上げます。今後も皆様のご意見をいただ
きながら、学務部の運営に努めてまいる所存です。ご支
援・ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

現 在親の世代情報項目

��％以上��％���％大 学 進 学

本人のやりたいことを優先している職に就くのが当たり前就職の心構え

����年�で���（�い��場）、
����年から��企業の�り��場、
����年は������イルス��る��

拡大傾向（売り手市場）採 用 市 場

企業のホームページ
就職サイト

大学の求人票
ゼミ・サークルの先輩の訪問
親・親類・知人の紹介（縁故）

就職情報の収集

大学�年�の��から��大学���の����就職活動の時期

会社説明会をＷｅｂ予約
説明会の会場で話を聞く

電話で問い合わせの上、会社
へ訪問会 社 訪 問

低学年層からインターンシップの受入れ
がある（大学では単位化が進んでいる）アルバイト職 業 体 験

Ｗｅｂエントリー
エントリーシートの送付履歴書郵送応 募 方 法

テストサービスが提供する試験
Ｗｅｂテストやマークシートが主流

企業が作成した
一般常識試験・論作文筆 記 試 験

集団、個人、企画プレゼンテーション、
グループディスカッション他個人面接面 接

経営本部学務部 
部長 山田 芳樹
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■ 学生支援チーム チームリーダー 伊藤元房
　令和 2 年 1 月から始まっ
た新型コロナウイルスとの戦
いが今もまだ続いています。
本学においても手指消毒用ア
ルコールの設置や食堂でのエ
アロゾル感染を防止するため
のパーテーションの設置、紫
外線空気殺菌機、空気清浄機
の設置等による対策を行い、
早期から対面を中心とした授

業を実施してきましたが、クラスター等を起こすことなく運
営できております。ただし、芸大祭の中止やクラブ活動の活
動制限、施設の利用制限など学生の皆さんには大変な思いを
させることとなりました。
　就職活動においても学生達は戸惑いの連続だったと思い
ます。コロナ前までの面接試験は、対面以外考えることも出
来なかったことが、このコロナ禍においては対面の面接試
験が一度もなく Web 面接のみで内定となるケースがありま
す。また、長期化するコロナ生活においては、Web 面接と
対面の面接のハイブリッドが増えつつあるようです。インタ
ーンシップや企業の説明会においても面接同様に、Web を
中心としつつ、対面も取り入れて実施しています。
　このコロナ禍において急速に広がったオンライン就活で
すが、プラスの面も出てきております。学生からは、「いま
まで東京開催の説明会などはお金がかかるので躊躇してい
たが、Web 開催となり機会が広がった」「授業があり対面
では参加できない説明会も Web 実施なので、参加すること

ができた」「対面だとかなり緊張する面接試験が、一次面接、
二次面接が Web 実施だったので、少し楽だった」など肯定
的に捉える学生も増えております。Z 世代と言われる現在の
大学生にとっては、このようなオンライン就活についても柔
軟に対応することが出来たのだと思います。
　新型コロナウイルスとの戦いが長期化する中で、本学にお
ける就職支援も様々な対応が求められました。就職行事につ
いては、内容を確認しながらオンラインと対面で実施してい
ます。大勢の学生に伝えなければならない履歴書・エントリ
ーシートの記入方法の講座などはオンラインで実施し、イン
ターンシップに参加するためのマナー講座などは対面で実
施しました。個別相談については、学生の要望によりオンラ
インと対面の両方で実施しています。コロナ禍において、将
来に対する不安も高まっていることから、毎週水曜日に「キ
ャリアコンサルタント※ 1 職員によるキャリア相談 DAY」
を実施し、1 年生から 4 年生の個別の悩みに対応してきま
した。
　また、不安定な景気動向等から内定取り消しや様々な就職
に関するトラブルに対応できるように、弁護士、社会保険労
務士等の専門家と相談窓口を設け対応に当たっています。
　最後に、これからも本学学生が一人で悩み苦しむことがな
いよう、後援会にご支援いただきながら、キャリアセンター
の教職員が一丸となって支援してまいります。引き続きのご
支援何卒宜しくお願い致します。
※ 1　キャリアコンサルタント
　キャリアコンサルタントとは、キャリアコンサルティング
を行う専門家で、職業の選択、職業生活設計又は職業能力の
開発及び向上に関する相談、助言及び指導を行います。平成
28 年 4 月に国家資格となりました。

  学生支援チームからのご報告就活最前線
【特集】

■ 学生支援チーム 就職チームリーダー 水口洋輔
　2022 年 3 月卒業生の就職活動戦線は、長引くコロナ禍
の影響により厳しいものとなりました。特に、コロナ禍の収
束に不透明感が強く、中堅・中小企業が採用予定数を減らし
たことが要因の一つです。
　コロナ禍で混乱した前年度の先輩を見ているせいか、就職
活動を行う学生の皆さんの動き出しは、例年になく早かった
ように思います。授業等でオンラインに慣れた学年というこ
ともあり、面接等のオンライン選考には違和感なく対応でき
ていたと思います。
　新卒採用の選考における代表的な質問として、「自己ＰＲ」

「学生時代に頑張ったこと」「志望動機」がありますが、様々
なものがオンライン化したことにより、サークルや学外活動
を対面で行うことが難しくなったせいで、「学生時代に頑張
ったこと」、いわゆる「ガクチカ」を書くためのエピソード
がないというのは、最近の学生さんの悩みでもあり、企業側
も質問し難くなっています。また、企業としては、対面での
面接機会を減らさざるを得ず、人柄や雰囲気という貴重な情
報が掴みづらくなっています。求職者の潜在能力や人柄が把
握しづらくなった事情から、企業の人事は選考方法に考えを
巡らし、今まで取り入れていなかったグループディスカッシ
ョン（グループワークも含む）や小論文を追加で実施したり、

オンライン面接の回数を増や
すなどの解決策を講じていま
す。このような背景を鑑みる
と、これまで以上に選考を潜
り抜けることが厳しくなって
きているとも言えるでしょう。
　しかし、就職活動を成功さ
せるための基本的な考え方は、
従来と変わっていません。2
年生や 3 年生の早い段階で自
分の進路について意思決定し、
インターンシップに参加する等の行動をする学生さんは、自
身が納得のいく結果を得ています。当初思い描いていた理想
とは違っていたとしても、自分の意思で決めたという点が、
自己効力感を高め、納得感のある就職活動を終えたという気
持ちになるのでしょう。
　就職活動では、その過程で様々な壁にぶつかりながら軌道
修正していく必要があります。準備期間は長ければ長いほど
良いと思います。我々、学生支援チームは、低学年の学生
さんにも自身のキャリアに関する意識を高めていただけ
るような施策を展開すると同時に、企業の採用動向を注
視し、今の時代に適切な対策をお伝えできるように日々
研鑽を積んで参ります。
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〔就活最前線〕 私 が 就職内定 を もらうまで

芸術学部芸術学科デザイン領域テキスタイルデザインコース 　
4 年生　加藤ひいろ

　私の就職活動は成長とタイミングでした。
　就職活動は一歩目がとても重たかったです。たくさん
の会社の中から自分の希望に合う会社を見つけることに
苦労し、初めて書く履歴書に苦戦します。説明会に参加
するための申し込みをすることにすら初めは緊張しまし
た。しかし、履歴書は何枚か書くうちに慣れます。企業
とのやり取りの流れは就職活動を進めていく中でわかり
ます。選考を通ったこと、通らなかったこと、ひとつひ
とつが学びで次に繋がっていました。
　履歴書や面接では、自分の良いところを素直に表現し、
自信を持って伝えることが大切だと考えています。しか
し、自分の良いところを表現するのは照れくさく、自信
を持つことは難しいです。そんなとき、私はキャリアサ
ポート室で履歴書の確認、面接の練習をしてもらいまし
た。客観的で具体的なアドバイスが私に自信を与えてく
れました。
　私は履歴書の書き方や面接のやり方を実際に経験しな
がら覚えていきました。準備がギリギリになることもあ
ったので自己 PR など履歴書に書く内容と SPI の勉強は
3 月の本格的な就職活動のスタートよりも前から準備し
ておけば良かったなと感じました。

　デザイン職を目指す時ポ
ートフォリオが必要です。
私は 3 年生の時に 1 冊つく
りました。面接時に見せる
ものだと思っていたのです
が履歴書と一緒に郵送での
提出を求められることが多
かったです。提出が同時期
になることや返却されない
ことがあるのでポートフォリオは複数用意することが必
要でした。
　また、私は教職課程をとっていたので教育実習と就職
活動の両立が必要でした。実習と日程が被り調整がう
まく行かなかった面接もありました。内定をいただけ
た TB カワシマ株式会社も実習中に書類選考通過の連絡
がきました。初め提案があった面接の日時は実習の期間
と被っていたのですが変更していただくことができまし
た。それが今の結果に繋がったので就職活動はタイミン
グだと思いました。
　このようなたくさんの経験を通して就職活動の中で成
長することができました。不安もたくさんあると思いま
すが自分のペースで自分の納得のいく選択することが大
切だと思います。

（TB カワシマ株式会社内定）

人間発達学部こども発達学科
４年生　小笠原美咲

　私は地元である長野県飯田市の保育職(公務員)に内定
をいただき、春から、公立園に勤めます。保育士になり
たいという気持ちでこの大学に入学しましたが、保育
士、幼稚園教諭、小学校教諭に関する授業を履修する中
で、一時期、小学校教諭への関心も高まりました。しか
し、１年生の冬に小学校体験活動に参加し、小学生と関
わる中で、逆に就学前の子どもたちに関わる幼稚園教諭
か保育士になりたいという確信を得ました。
　３年生の時はコロナ禍でありましたが、幼稚園と保育
園で実習を行い、また、認定こども園で保育補助として
様々な年齢の子どもと関わる機会をいただきました。
　３年生の終わりには就職対策の勉強をどこから始めれ
ばよいのかさえわからずにいましたが、保育所実習を通
して飯田市（公立保育士）を受験するという目標が定ま
りました。　
　４年生になり、就職活動が一気に加速していきまし
た。飯田市は募集人数が少ないため、一宮市（愛知県）
も受験しましたが、試験日程は同時期なのに受験内容は
異なり、それぞれに応じた準備をすることが、とても大
変でした。

　そんな中、私の心の支
えとなったのが一緒に勉
強を頑張っている友人た
ちの存在でした。暗記問
題を出し合ったり、わか
らないSPIの問題を教えて
もらったり、また、電話
をつなぎながら黙々と勉
強をし、何時間取り組ん
だかを互いに認め合った
りなどもしました。
　私が就職活動において一番大切だと思うのは人との繋
がりです。お忙しい中何度も面接練習をしてくださった
先生や試験の情報や勉強のコツを教えてくださった先
輩、励ましあった友人たちの支えがあってこそ乗り越え
ることができました。今後も人との繋がりを大切にして
いきたいです。また、エントリーシートの作成や面接試
験では、小学校体験活動やハワイ研修での経験も自分の
武器となりました。在学生の皆さんにも様々なことに挑
戦し、多くの人と関わってほしいと思います。頑張って
ください！

（飯田市保育職〈公務員〉内定)Na
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芸術学部芸術学科美術領域アートクリエイターコース
　　４年生　竹内竜也

　私は、良いご縁があり愛知県大府市の模型会社に内定
をいただきました。
　就職を含めこの先の人生を考える上で、人との関わり
が大きな要因になったと実感しています。「内定を得る
までにどんなことをしたのか」と「その中で自分が大事
に思ったこと」についてお話しします。
　大まかには、人の話を聞いたり、人に出会うことで
す。具体的には、自分の所属するコースの先生、クリエ
イターズマーケットで出店している方、インターン先の
企業の方などとの出会いです。加えて動画を投稿してい
る様々な方のお話しです。趣味でも仕事でも、何かに興
味を持ち、熱心に、時には楽しそうに取り組まれている
方が大学内や大学外にいます。自分に明確な軸がない状
況であっても、その方々から興味や関心を受け取れます。
投稿された動画を見て話を聞くことでもそれは受け取れ
ました。また、そうして感じた考えを友人や家族、大学

内の方々と話をすることで整理されていきました。
　その中で、私は「なんとなくものづくりに関わること
がしたい」から「必ずしもものづくりである必要はない」
を経て「いろいろなものづくりをしている会社に行きた
い」と変化していきました。
　なんとなくやってみたり、コースのプロジェクトに参
加してみたり、その中で失敗して思うように進まなかっ
たり、そうした経験が自分で考え選択することや興味の
幅を広げる手助けをしてくれました。
　就活としては、2 年次後期・模型業界で働く非常勤の
先生と沢山話すことで興味が深まり、3 年次後期・授業
でプロモデラーさんが来られる機会に会社の名前を紹介
していただき、キャリアサポート室に相談をしながら、
会社に機会を与えていただいて内定へと至りました。
　お伝えしたいのは、みんなと違っていてもいいし、み
んなと同じでもいいということです。就活においても言
えると思います。辛いことも笑顔になれることもありま
す。自分を見守ってあげてください。

（株式会社新巧模型製作所内定）

⬆
私です

芸術学部芸術学科音楽領域音楽ケアデザインコース
　　４年生　岩本智凪

　私は、1，2 年生は音楽総合コースで声優アクティン
グと音楽ケアデザインの勉強を、3 年生から音楽ケアデ
ザインコースに転コースし音楽療法を専門的に勉強して
いました。
　音楽療法を学ぶ中で、分野を大きく、子ども、成人、
高齢者と分けて 4 年間かけてそれぞれの分野を専門的
に学んでいくのですが、3 領域の中で特に子どもの分野
に興味を持っていたので、就職活動の時は子どもの施設
や園を中心にしていました。福祉施設での音楽療法をメ
ジャーとしている福祉施設は多くはないため、まずは音
楽療法を取り入れているか、また興味を持っているのか
どうかをホームページや実際に見学に行って確認する

必要があります。
就職活動で様々
な施設、会社を
見ていくうちに
自分自身の将来
に対する考え方
も変化し、最終
的に障がいを持
っている方を支

援する成人施設への就職が決定しました。決定を決めた
大きな理由としては、支援に対する考え方が私の考えて
いるものと近いものを感じたからです。一般企業でも経
営理念というものがあると思いますが、やはり働き方に
対して自分の考えと真逆の考えを持っている会社には就
きたくないと思います。なので、就職活動する中で、施
設や会社の理念にも注目してみるのも良いと思います。
　将来何をやりたいのかわからない、という方もいると
思います。まずは、趣味程度でも気になるものはやって
みることが大切だと思います。私は、サークルでのボラ
ンティアや学校行事に参加したり、学校外ではオーディ
ションを受けミュージカルや歌のステージに出演したり
しました。今はコロナ禍ということもあり難しい場合も
多いかもしれませんが、学校内には様々な分野を専門と
している先生、先輩、友人がたくさんいます。知らない
ことを知るためにもぜひたくさん話してみてください。
もしかしたらどこかでチャンスが巡ってくるかもしれま
せん。
　はじめての就職活動でまず何から始めればいいかもわ
からないと思いますが、コースの先生やキャリアの職員
さん、また就職活動を乗り越えてきた先輩方にどんどん
質問してください。皆さんの学校生活、就職活動が有意
義なものになることを祈っています！

（社会福祉法人　あさみどりの会内定）
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　就職活動における面接等のオンライン化に対応するた
め、就活生の皆さんが静穏かつネットワーク環境が良い
状況でオンライン選考（面接）に臨むための設備として、
学務部学生支援チームでは、名古屋芸術大学後援会の資
金援助を基に、オンライン面接用個別ブースを西キャン
パスＹ棟（事務棟）1 階、学生支援チーム相談コーナー
に設置しました。
　面接用個別ブースは導入早々西キャンパスでは大好評
を博し、これまで個人向け楽器レッスン室を臨時のオン
ライン面接室に利用してきた東キャンパスの学生からも
導入を求める声が上がり、学生支援チームでは東キャン
パスへの追加設置も決めました。
　就活生の皆さんが面接ブースを活用し、就職内定獲得
の笑顔のお役に立てるなら、後援会にとってこんなうれ
しいことはありません。後援会は就活生の皆さんを全力
で応援します！

〇予約方法について
　ご利用に際しては事前予約が必要です。予約方法につ
いてはユニバーサルパスポートからご確認いただくか、
または東西両キャンパスの学生支援チームにお問合わせ
ください。
☎［西］0568-24-0329
　 ［東］0568-24-3962〔いずれも直通〕）
　　E-mail : career@nua.ac.jp

（取材／後援会広報委員・理事  橋本博文）

ブース内部の様子
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ブース外観

利用風景

東西両キャンパスに｢個人面接ブース｣が新設されました

後援会ニュース
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　新年度を迎え、後援会の公認サークルである絵画グル
ープ「壁の華」の会長が交代することになりましたので、
お知らせいたします。
　1995 年創立の同グループにおいて、2012 年よ
り 10 年間にわたって会長をお務めいただきました、
宇佐見誠也様が、ご勇退されることになりました（宇佐見様
は、『後援会第 1 回功労者表彰』を受賞されております。
詳細は後援会報第 69 号参照）。今後とも大所高所より、
ご指導ご鞭撻を賜りますよう何卒よろしくお願いいたし
ます。
　後任の新会長には石黒和広後援会副会長（会計担当）
の就任が決まりました。
　交代に伴い、「壁の華」の連絡先が下記メールアドレ
スに変更になりました。

（本誌 63 ページ QR コードからも読み取り可能です。）
 e-mail：kabenohana.nua@gmail.com

（後援会サークル共同委員会）

お疲れさまでした
前会長　宇佐見　誠也氏

新会長就任が決まった
石黒　和広副会長

絵画サークル「壁の華」会長交代と連絡先変更のお知らせ

加速する大学院改革
　大学院改革が進んでいます。
　過日開催された、学校法人名古屋自由学院評議員会で
菊井政右衛門評議員（後援会監事）との質疑応答の中で、
津田佳紀副学長が答えました。大学院では学部で学んだ
知識や理論を応用し、更に踏み込んだ学術的な研究を行
い、将来の研究者・教育者・プロフェッショナルアーテ
ィストの育成を目指します。教員免許も一種免許状より
上位の専修免許状が取得でき、初任給は高いし、教員採
用試験を目指す学生には有利です。現在大学院には、4
研究科 6 専攻 20 研究（コース）があります。大学院教
育を整備・充実させ、内部進学率を高めます。また一般・
推薦・AO・社会人入試等、外部からの受験も促進します。
新入学時に将来の大学院進学も視野に入れ、創作・学修
に励んでみては如何でしょうか｡（Ｋ）

20

「まん防」解除、でも油断大敵！
　政府の基本的対処方針分科会は 3 月 17 日午後、東京・
大阪・愛知・岐阜県など 18 都道府県に適用していた、
新型コロナウイルス「まん延防止等重点措置」について、
21 日の期限で全面解除することを決定しました。今回
の重点措置が解除されるのは、約２カ月半ぶりです。
　オミクロン変異株の特徴は、弱毒性と強力な感染力。
そして無症状。   
　せき、鼻水、喉の痛み、37.5℃前後の熱、倦怠感など、
普通のカゼと見分けがつきません。
　だから感染した本人もまわりも普通のカゼと勘違いし
て、ごく普通に生活してしまう。
　ところが従来型に較べて感染力は何十倍も強いから、
その間に片っ端から周りにうつしまくる。    

　呼吸が苦しい、食事が喉を通らないなどの異変を感じ
て初めて病院を受診するケースが多いので厄介です。
　解除後も油断大敵。マスク、手洗い ( 消毒 )、うがい
に心がけ、感染拡大防止につとめましょう！

（新型コロナウイルス感染症対策特別委員会）
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『感謝』 
芸術学部　芸術学科　美術領域　
アートクリエイターコース 2 年生 柳沼家飼猫　どらみ

　君が野良猫だった私を助けてくれて
から、早いもので 12 年たちました。
　君は絵を描くことが大好きで、私の
絵もたくさん描いてくれました。
　描きかけの絵の上に寝てしまって、
君の描画の邪魔をしたことも何度か
あったね。
　絵の具がついた足で走り回って大騒
ぎしたことも。
　ずっとそばにいて、君のそんな姿を
見てきたので、美術系の高校、大学に
進学したのも自然なことです。
　将来は美術の先生になりたくて、学科の勉強だけでなく、
教員免許取得の為の勉強にも励んでいる君。夢を叶えるこ
とは容易ではないかもしれないけれど、私はいつも君を応
援しています。いつの間にかこの家の誰よりも年長者になっ
てしまった私だけど、君の活躍する姿を目にするまで長生
きしようと思っています。

「未来へ」
　芸術学部　芸術学科　デザイン領域 

文芸ライティングコース　3年生　母　江上 友加里

　早いもので、娘が名古屋芸術大
学に入学して３年が経とうとして
おります。正直なところ、もちろ
んすべてが順調な大学生活と言い
切ることはできません。時には若
者らしい悩みにぶつかることもあ
り、また、２年次・３年次とコロ
ナ禍の影響も被りました。しかし、先生方やコースの皆
さんのおかげで、大学生活を精一杯楽しんでいる様子を
親として信じて見守ることが出来ます。
　国語は好きだし得意科目だけど、ただの国文学部には
全く魅力を感じない。表現ツールとしての日本語を研究
し、創作することができるのが本当に嬉しい。と話して
いる娘が、希望通りの研究に思う存分打ち込んでくれた
ら…それが親としての願いです。名芸でしか経験できな
いこの学びの機会に感謝し、あと一年となった学生生活
を、力いっぱい悔いなく過ごすことができるよう、エー
ルを送ります。

親の想い
　芸術学部　芸術学科　音楽領域 

ミュージックエンターテイメント・ディレクションコース
 １年生 父　恒川　和久

　高校へ進学するときは「こういう校
風だからこの高校に行きたい」だった。
勉学・部活・学校行事に励み、また多
くの友人に恵まれ、充実した 3 年間で
あった。卒業式のときには、この高校
に通って良かったと実感した。
　大学へ進学するときは「将来やりた
い仕事のために必要なスキルを身に着
けたいので名古屋芸術大学に行きた

い」だった。コロナ禍で始まった学生生活に不安を感じ
たのは親だけであった。本人は、対面授業，リモート授
業の併用にうまく対応しながら勉学に励んでいる。また、
新たな友人もできており、学生生活は順調にスタートし
た。
　大学生活は、その後の人生に大きく影響する。多くの
専門知識を習得するとともに、見識を広げ、ヒトとして
成長してほしい。まだ先の話であるが、卒業して社会へ
羽ばたく日が楽しみである。それまで、娘の応援団長と
して、近くで見守っていきたい。

名古屋芸術大学に感謝感謝
芸術学部　芸術学科　美術領域

日本画コース ４年生 父 橋本　博文

　我が子も 4 年になりましたが、名古屋芸術大学の学生さ
んに対するケアは素晴らしいものでした。まず掛川の花鳥園
に学生を連れていきクロッキーをさせたりしました。芸術大
学の作品出展もユニークなものでした。何と作品を学生が買
値をつけて出展するのです。我が子は鳥獣戯画のパロディー
を出展しました。また 3 年の時我が子は面白い絵を描きま
した。それは赤鬼と竜が赤子を取り合っている絵です。それ
は竜が赤子を取ろうとし、それを子供である赤子を赤鬼が必
死に取り返そうとも解釈できました。また赤鬼が本当に鬼で
赤子をあやめようとし、それを正義の竜が助けようとも解釈
できました。我が子は観る者の側の解釈に委ねると言ってい
ました。このような柔軟な思考
ができるようになったのも名古
屋芸術大学の教育のおかげと思
っております。我が子は乳製品
の製造会社に内定が決まりまし
たが、名古屋芸術大学魂を持っ
て日本画をこれからも描き続け
るようです。名古屋芸術大学に
は感謝感謝です。

21
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「ツナマヨ」
芸術学部　芸術学科　音楽領域

　 音楽総合コース　2年生　九頭魔鬼 凌介（芸名）

　僕はこの学校に来させてもらって、いくつかの夢が出来
ました。一つ目は日本の音楽を知らない国に音楽の素晴ら
しさを伝えることです。特に伝えたい人達は、北センチネ
ル島に住むセンチネル族です。将来、iPhone 片手に彼ら
の島に行き、日本の音楽を聴かせます。ちなみに僕の好き
なジャンルがメタルなので、それをメインに聴かせたいと
思っています。彼らが仲良く iPhone を囲みヘッドバンギ
ングをしている姿が目に浮かびます。二つ目は海外に移住
することです。世界には、まだ僕の知らない音楽がたくさ
んあります。一つ目の夢みたいに、世界に日本の音楽を伝
えたいと同時に、自分の知らない音楽を僕自身も知りたい
と考えています。それと
海外に移住したい理由は
もう一つあり、それはブ
ロンドの美女と結婚した
いからです。逆に言えば、
海外に移住したい理由の
10 割はそれです。なの
で、この学校に通ってい
る間に英語を喋れるよう
にします。前言撤回しま
す。

3 年生の矜持
芸術学部　芸術学科　美術領域　

アートクリエイターコース　3 年生　渡邉　杏

　3 年生も後期に入り、本格的に将来について考えざるを
得ない状況になりました。あえて取り繕わずに正直に言う
と、就職の事なんて考えたくありません。将来のことを考
えると鬱屈して、眠くなっちゃいます。ここで大事なのは
悩んでいるのは 1 人じゃないこと。そして、周りの人と
話して相談することの重要さです。これは綺麗事とかでも
なんでもなく、悩みを吐き出して共有し合うと心が楽にな
ります。現に、周りの友人に人とあまり話さずに溜め込ん
で不安になってしまった人がいます。今、私の周りにはあ
りがたい事に話を聞いてもらえたり、逆に聞いたりして情
報を共有し合える環境下にいられています。人はひとり
じゃ生きていけないんだと思うと同時に、過去のことを思
い出しました。過去、人と関わることがダサいと何故か勘
違いしていた時期があり、とても狭いコミュニティの中で
しか人と関わりあっていませんでした。そのせいで、皆が
どうしているのかが分からずあやふ
やなまま大学とかも決めてしまいま
した。もし今 1 人で何とかしようと
思っている人がいたら、プライドを
かなぐり捨てて家族などと話し合っ
て考えをまとめていったほうがいい
のではないでしょうか。

三年間を振り返る
　芸術学部　芸術学科　芸術教養領域　

リベラルアーツコース　３年生　 山口 穂乃香

　学生生活も残り一年となりまし
た。名芸での三年間は、好きなこと
に打ちこんだ一年間と、新たな環境
で苦手なことにも取り組んだ二年
間でした。最初の一年は幼い頃から
好きなクラシック音楽と真剣に向き
合いました。高校までとは環境、求
められるレベルは違いますが、私にとってクラシック音楽は聴
き慣れたもので、楽器の練習も入学前から積み重ねてきたこ
とでした。
　それまで同じことを繰り返してきた私が、二年目からは芸
術教養領域で学ぶことになりました。そこでは私がこれまで
逃げ続けてきた、文章を書くこと、人前で発表すること、話し
合う機会が設けられていました。転領域した年は全面オンラ
インでスタートし、新しい領域で上手くやっていけるか、PCに
不慣れな私がオンライン授業についていけるか、すごく不安
でした。新しい環境や苦手意識のあることに取り組まねばな
らないことにストレスを感じていました。しかし、二年過ごした
今、苦手に取り組む機会があったおかげで、これまでで一番
自分の成長を感じています。音楽以外にも自然と興味を持つ
ようになりました。社会人になってからも、初めてや苦手なこ
とに対して重く捉え過ぎず、前向きに関わりたいです。

好きなことを全力で　　　　

　芸術学部　芸術学科　音楽領域　
ウインドアカデミーコース　3 年生　 加藤　謙吾

　私は、この大学にはミュージ
カルコースで入学しました。一
年間ミュージカルの勉強を必
死に続けましたが、実はもう一
つ全力で取り組んでいたことが
あります。それは吹奏楽。中学
時代から始め、高校時代では全
国大会に複数回出場、大学生に
なってもクラブ活動や一般楽団
に入り演奏していました。そん

な中、大学に吹奏楽を専門的に学ぶコースが新設されると
の話を聞きました。ミュージカルと吹奏楽、どちらも大好
きだったので何ヶ月も迷った結果、ウインドアカデミー
コースへの移動を決心しました。二度目の大学一年生でし
た。県内の大学ではあまり学べないようなことを数多く学
べ、今では県内複数の中学校や高校の吹奏楽部へ指導に行
かせていただいています。そして先日、ミュージカルコー
スの元同期たちの卒業公演に演奏という形で関わらせてい
ただきました。来年はいよいよ自分が四年生。様々な現実
を見ないといけないですが、一度しかない人生。明るい未
来のために、好きなことを全力で。
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　2 月 25 日 ( 金 ) 午後 4 時より、西キャンパス B 棟 2 階大講義室において、第
49 回名古屋芸術大学卒業制作展優秀賞、第 25 回ブライトン大学賞授与式が執り
行われ、第 2 回名古屋芸術大学後援会賞の授与式も同時に行われました。
　表彰式には矢野章子会長、荻須紀子副会長が出席しました。
　第 2 回後援会賞の栄誉に輝いたのは、次の四名の方々でした。

・佐野七海「こころ」
  日本画コース　4 年生
・大嶽涼太「Mind-set Drawings for 17days」
  洋画コース　4 年生
・島谷研志「未来人ラボ」
  メディアコミュニケーションデザインコース　4 年生
・川瀬詩乃「金生山」
  ヴィジュアルデザ
インコース　4 年生

　受賞者の皆さんに
は、後援会から表彰
状と副賞（5 千円相
当のクオカード）が
贈られました。
　今年も残念なが
ら、新型コロナウイ
ルス感染症拡大によ
る『まん延防止等重点措置」発出中のため、英国ブライト
ン大学代表団の来日は中止となり、さらに卒展のオープニ
ングセレモニーや祝賀パーティーも中止となりました。
　表彰式後の写真撮影で、矢野会長から第 2 回後援会賞受
賞者の皆さんにお祝いの言葉が伝えられました。
　「本日はおめでとうございます。コロナ禍において文化
や芸術の力がこれまで以上に重要とされるようになりまし
た。名古屋芸術大学で学んだ力を基に、それぞれの分野
で時代に沿った若い発想でムーブメントを起こしてくだ
さい。後援会はこれからもずっと頑張る皆さんを応援しま
す。」
　この他にも北名古屋市長賞 ( 卒展優秀賞次席 )、北名古
屋市教育委員会賞 ( 同三席 )、同窓会、CBC テレビ、画荘
ヴィーナス、学生食堂賞など、企業賞部門の新設追加も含
めると全部で 17 もの賞が用意され、受賞者が発表される
たびに大きな拍手が巻き起こっていました。

（卒展・修了制作展後援会審査委員会）

第２回後援会賞授与式が挙行されました第 2回

受賞者と記念撮影

作品審査中の委員のみなさん

作品タイトル学生名対象コース領域賞
棲み家加納 遥日本画美術

優秀賞

こころ佐野 七海日本画美術
Ｌｕｍｉｅｒｅｅｔｅｒｎｅｌｌｅ邨瀬 真旺日本画美術
煉獄より～廻天のマッチポンプ～兼平 恵真洋画美術
Ｍｉｎ ｓｅｔＤｒａｗｉｎｇｓｆｏｒ ｄａｙｓ大嶽 涼太洋画美術
緩み、紡ぎゆく清瀬モモコ洋画美術
ａｌｌ／ｏａｒ瀬古 亮河洋画美術
サヨナラだ！早川龍之介洋画美術
ｃｏｌｌｏｏｎ佐藤 萌世アートクリエイター美術
よっこいしょ。松岡 真矢アートクリエイター美術
百人百図小久保 楓ＶＤデザイン
金生山川瀬 詩乃ＶＤデザイン
ペチュニアの想う夢－ジェンダー
規範をアップデートするＢＬ－古川 慶悟ＩＬデザイン
どこでも恐竜展～好奇心を育てる
子ども向けワークショップ～東元 佐穂ＭＭＤデザイン
反復の振る舞い平山 亮太ＭＭＤデザイン
魔法のない世界で生きるということ石川 桃子ＭＭＤデザイン
ビブリオキッチンかりがね加藤 詩野ＭＭＤデザイン
未来人ラボ島谷 研志ＭＣＤデザイン
ｓｕｒｆａｃｅ井上 真緒ＭＣＤデザイン
ｂｌｏｏｍオキタ 成惇

ジャスティンＩＤデザイン
Ｌｉｂｅｒｔｅ濱口 柊那ＣＤデザイン
ぽん～ちょっと置きのためのスペース～井手窪祐衣ＳＤデザイン
コテン～移動式屋台での諏訪地域活性化～中川 裕太ＳＤデザイン
人狼岡島 真怜ＣＭＤデザイン
弔い田村 麻実ＣＭＤデザイン
終日パジャマ加藤ひいろＴＤデザイン
つみかさね坂本 萌ＴＤデザイン
かたとる渡邊 愛奈ＬＳデザイン
物隙目辻 鮎里文芸ライティングデザイン
コミュニケーションメディアとし
てのキャラクター遠藤 美月リベラルアーツ芸術教養

作品タイトル学生名対象コース領域賞
煉獄より～廻天のマッチポンプ～兼平 恵真洋画美術北名古屋市教育委員会賞
Ｍｉｎ ｓｅｔＤｒａｗｉｎｇｓｆｏｒ ｄａｙｓ大嶽 涼太洋画美術北名古屋市長賞
どこでも恐竜展～好奇心を育てる
子ども向けワークショップ～東元 佐穂ＭＭＤデザイン最優秀賞

作品タイトル学生名対象コース領域賞
雪楼混降図三柳 有輝美術研究科

日本画制作大学院大学院修了制作展 優秀賞

月露体徐 璟デザイン研究科ヴィ
ジュアルデザイン研究大学院

作品タイトル学生名対象コース領域賞
こころ佐野 七海日本画美術

名古屋芸術大学後援会賞 Ｍｉｎ ｓｅｔＤｒａｗｉｎｇｓｆｏｒ ｄａｙｓ大嶽 涼太洋画美術
未来人ラボ島谷 研志ＭＣＤデザイン
金生山川瀬 詩乃ＶＤデザイン
棲み家加納 遥日本画美術名古屋芸術大学美術・

デザイン同窓会賞 ぐるぐるｃｏｓｍｏｓ新木 萌愛ＴＤデザイン
金生山川瀬 詩乃ＶＤデザインＣＢＣテレビ賞
緩み、紡ぎゆく清瀬モモコ洋画美術

画荘ヴィーナス賞 ペチュニアの想う夢－ジェンダー
規範をアップデートするＢＬ－古川 慶悟ＩＬデザイン
物隙目辻 鮎里文芸ライティングデザイン
記憶辻 南々子日本画美術

ギャラリーかんしょ賞 壺葬せる大岩弓未永日本画美術
Ｌｕｍｉｅｒｅ ｅｔｅｒｎｅｌｌｅ邨瀬 真旺日本画美術
少女桑原 春海洋画美術
棲み家加納 遥日本画美術後藤紙店賞 Ｌｕｍｉｅｒｅ ｅｔｅｒｎｅｌｌｅ邨瀬 真旺日本画美術
ｃｏｌｌｏｏｎ佐藤 萌世アートクリエイター美術古川美術館賞 弔い田村 麻実ＣＭＤデザイン
未来人ラボ島谷 研志ＭＣＤデザイン共栄食品 学生食堂賞 かたとる渡邊 愛奈ＬＳデザイン
浮遊青木 莉華日本画美術

美濃紙芸賞 雪楼混降図三柳 有輝美術研究科日本画
制作大学院

迷える羊中根 彩花日本画美術森荘賞
こころ佐野 七海日本画美術ギャラリーＭＯＳ賞
雪楼混降図三柳 有輝美術研究科

日本画制作大学院

ＲＨａｌｌ＆Ｇａｌｌｅｒｙ賞 棲み家加納 遥日本画美術
知覚する主体宮向井奈桜洋画美術
泰平を求む真野佳那子アートクリエイター美術
浮遊青木 莉華日本画美術

立風賞 泰平を求む真野佳那子アートクリエイター美術
Ｓｔｒａｔａｅｒｏｓｉｏｎ／Ｍｙｓｅｃｒｅｔｔｈｏｕｇｈｔｓ吉田 百花アートクリエイター美術
棲み家加納 遥日本画美術加藤画材店賞

名古屋芸術大学芸術大学展選出
作品タイトル学生名対象コース領域賞

こころ佐野 七海日本画美術

名古屋芸大展賞

Ｌｕｍｉｅｒｅｅｔｅｒｎｅｌｌｅ邨瀬 真旺日本画美術
煉獄より？廻天のマッチポンプ？兼平 恵真洋画美術
Ｍｉｎ ｓｅｔＤｒａｗｉｎｇｓｆｏｒ ｄａｙｓ大嶽 涼太洋画美術
緩み、紡ぎゆく清瀬モモコ洋画美術
ｃｏｌｌｏｏｎ佐藤 萌世アートクリエイター美術
よっこいしょ。松岡 真矢アートクリエイター美術
裏の裏と裏に愛小林 萌子アートクリエイター美術
金生山川瀬 詩乃ＶＤデザイン
ペチュニアの想う夢－ジェンダー
規範をアップデートするＢＬ－古川 慶悟ＩＬデザイン
ＳＫＹＧＩＲＬ〈ＨＥＲＯＩＮ ＳＩＤＥＮＴＩＴＹ〉田中 嵩人ＩＬデザイン
未来人ラボ島谷 研志ＭＣＤデザイン
○△□ －カタチから再見する－清水 紗良ＳＤデザイン
かたとる渡邊 愛奈ＬＳデザイン
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25th 2021年度 第 25 回ブライトン大学賞授与式

　2022年2月25日（金）本学西キャ
ンパスB棟大講義室にて「第49回
名古屋芸術大学卒業・修了制作展
優秀賞　第25回ブライトン大学賞
授与式」が開催されました。今年も、
ブライトン大学の審査員を卒業制
作展にお迎えすることができない
ため、審査はノミネート作品に教員
からの推薦文、学生が用意した作品
解説、展示の写真や動画を送付して遠隔で行いました。審査
員は芸術・メディア学部のCaterina Radvan先生とJeremy 
Radvan先生が、3年連続して引き受けてくださりました。お
二人からは、
　「名古屋芸術大学卒業制作展　ブライトン大学賞の審査
員に任命され光栄に思っています。才能豊かで勤勉な学生
の中から受賞者を選ぶのは難しい作業でした。…（中略）…
全ての卒業・修了生の皆さんが、将来のキャリアと人生につ
ながる教育を受けた受賞者であることを忘れないでくださ
い。卒業生の皆さん、おめでとうございます。」と、心温かく未
来への希望にあふれた言葉が卒業生に贈られ、美術、デザイ
ン、芸術教養領域よりノミネートされた全29作品の中から、

入賞作品10点が発表されました。
　グランプリ作品は、”A hugely ambitious and exciting 
project. Innovative and dramatic placement of 
imagery within the exhibition space…“　（非常に意欲
的で面白い作品。展示空間におけるイメージの配置が斬新
でドラマチックである）との講評をいただいた、デザイン領
域イラストレーションコース　田中嵩人さんの“SKYGIRL　

〈HEROINE'S IDENTITY〉”です。グランプリを受賞した田
中さんは受賞の喜びとともに「私は自分の描くフィクションの
物語で現実の人々に勇気を与え希望を見出してもらいたい
と思っています。ヒーローを描くことで読者のヒーローにな
ることを目標に、これからも活動していきたいと思っていま
す」と抱負を語ってくれました。
　遠隔審査では作品一つ一つに添えられた資料は膨大な量
となります。そのため審査は大変な作業であったことと想像
します。短時間で審査をしてくださったブライトン大学の先
生に、改めて感謝申し上げます。来年こそは、ブライトン大学
から審査員をお迎えし、作品に触れ学生達と交流し、共に卒
業とブライトン大学賞を祝えることを心から期待します。

国際交流センター　松崎　久美

卒業制作展優秀賞とブライトン大学賞受賞者集合写真

作 品 名氏 名コース領 域賞

ＳＫＹＧＩＲ���ＥＲＯＩＮＥ�ＳＩＤＥＮＴＩＴＹ�田中 嵩人イラストレーションデザイン領域グランプリ

Ｂｏｘｔ大熊 美央ヴィジュアルデザインデザイン領域優秀賞

泡沫の記し清水 菜月アートクリエイター美術領域奨励賞

流れ星の降る夜は村瀬 琴音アートクリエイター美術領域奨励賞

����植田 百香日本画美術領域佳作

反復の振る舞い平山 亮太メディアデザインデザイン領域佳作

花暦皿渡邉 真菜インダストリアル＆セラミックデザインデザイン領域佳作

コテン～移動式屋台での諏訪地域活性化～中川 裕太スペースデザインデザイン領域佳作

伝染濵上 純華メタル＆ジュエリーデザインデザイン領域佳作

終日パジャマ加藤ひいろテキスタイルデザインデザイン領域佳作
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25

第49回名古屋芸術大学卒業・修了制作展
　第49回名古屋芸術大学卒業・修了制作展を2022 年２月
18 日（金）～27日（日）の10 日間の日程で本学西キャンパス
を会場に開催致しました。残念ながら長引くコロナ禍の中、
多くの関連企画の縮小・中止を余儀なくされるという悪条件
下での開催となりました。そうした中、最終的には昨年度並の
4708人の来場者にお越し頂きました。　
　今年度も後援会から「後援会賞」授与のお申し出があり、選
考担当の皆様からのご推挙により、4名の作品がその栄誉に
預かることができました。後援会からの日頃のご支援と併せ
まして、この場をお借りし厚く御礼申し上げます。
　さて、今回の開催で特に強く感じましたのは、展示会場とし
てのキャンパス印象が全体としてより洗練され、また個々の
作品もより適切に強く提示されていたことです。5年前、展示
専用施設からキャンパス開催へと舵を切った際の大きな理
由は、卒制・修了研究が創造された現場のリアルな空気感、
熱気と共に学生たちの作品を鑑賞して頂きたい、そして学
生たちには制約の少ない発表環境を活かし、個々の成果を
存分に提示してもらいたい意図がありました。今回の展示で
は、展示場所の適切な選定、空間の時限的な展示環境への
転換が高い次元で実現され、そのことが個々の作品、その総
体としての展覧会全体の質的向上に繋がっているように感じ
ました。
　関連企画の多くを縮減する中、記念講演会は、全席予約＋
ビューイング会場として開催致しました。講師には編集者、評
論家、西洋美術史を解説する人気ユーチューバーとしても活
躍されている山田五郎様をお迎えし、『「好き」を作って食って
いく』の演題で卒業・修了生に向けたお話をして頂きました。
山田様の多彩なご経験と多方面への関心に裏付けられたお
話は、人として持続的な生を生き抜くためには、耐えざる努
力が求められることを強調され、若い学生に限らず、広く聴衆
の皆さんに向けた力強いメッセージを頂きました。この他に
も例年好評を得ている学生、OG.OBの作品販売事業「NUA 
ART SHOP」、そしてラジオ放送企画「ア”ーラジオ」は、ゲスト
を交えたトーク等、多彩なプログラムが用意され、作品鑑賞
の合間に耳を傾ける人の姿も目につきました。
　第49回展は、学生はもとより関係各部署の協力によって

会期中大きなトラブルもなく無事終えることができました。
いよいよ次年度は第50回の記念会を迎えます。卒業・修了
制作展は、芸術学部だけではなく、名古屋芸術大学の教育研
究機関としてのアイデンティティを学内外に強く顕現する上
で重要な機会と考えています。つきましては、次年度も更に
高いレベルで本事業を実施できるよう計画を進めて参りま
すので、引き続き皆様方のご支援・ご協力をよろしくお願い
申し上げます。

芸術学部長　萩原　周

「最愛」關山 瑞季
（美術／アートクリエイター）

「ぽん−ちょっと置きのためのスペース」
井出窪 祐衣（デザイン／スペースデザイン）

NUA ART SHOP ／ G 棟 1F の
特設会場での作品販売

入場ゲート／赤いゲートは
展覧会のアイコン

「煉獄より～廻天のマッチポンプ」
兼平 恵真（美術／洋画）

「百人百図」小久保 楓
（デザイン／ビジュアルデザイン）

名古屋芸術大学芸術学部芸術学科音楽領域　第 49 回卒業演奏会
　2022年3月11日(金)にしらかわホールにて、名古屋芸術
大学第４９回卒業演奏会が行われました。今年度は12名の学
生(学部生9名、大学院生3名)が演奏を披露しました。どの学

生も若々しい感性と卓越した技術で、会場に駆けつけた観客
を魅了していました。

 音楽領域主任　伊藤　孝子

名古屋芸術大学　大学院音楽研究科　第 24 回修了演奏会
　2022 年 3 月 2 日（水）に名古屋芸術大学東キャンパス
３号館ホールにおいて「名古屋芸術大学大学院音楽研究科
第 24 回修了演奏会」が行われました。当初は８名の学生
が出演の予定でしたが、奏者の都合により当日は６名の出

演となりました。どの学生も大学院生の演奏らしく卓越した
パフォーマンスで、訪れた観客を魅了していました。　　　　　　　　　　　　　  

音楽研究科長　伊藤　孝子
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　2021(R3)年3月に1期生を社会に送り出した芸術教養領
域は、今年度も後援会の保護者の皆様のご尽力により、２期
生および昨年度の３年次編入生が2022(R4)年3月に卒業す
る見込みです（2022年2月上旬・本稿執筆段階）。昨年度も
今年度も、1月に東キャンパスのギャラリーで卒業研究の成
果をポスターで発表する卒業研究展を開きました。同時期に
ソニー株式会社の内藤友宏先生を招聘し、東キャンパス1号
館701教室（アッセンブリホール）にて、万全の感染対策をと
りながら口頭発表会を開催しました。2月下旬には美術領域
およびデザイン領域とともに西キャンパスの第49回卒業・修
了制作展に参加します。西キャンパスでは昨年度と同じくB
棟2階の視聴覚室が芸術教養領域の展示会場でした。
　昨年度の卒業生は日韓のアイドルの相違点、SNSが主題
のホラー映画分析、豊橋市の水上ビルについて研究、発表し
ました。今年度の４年生の卒業研究テーマは、キャラクターに
多用される河童の造形の変化、ジャズの街としての岡崎市、

演劇と教育、SNSアイコンと著作権、映像と音楽のサブスク
リプションサービス、人が服を身にまとう理由、就活時のみ
だしなみ、宇宙とロマンティシズム、「推し」と色、コミュニケー
ションメディアとしてのキャラクターと、いっそう多種多様と
なりました。これらは全て2万字を超える卒業論文として纏め
られました。論文はそれぞれ三部作り、執筆した学生本人が
持つほか、本学図書館と本領域に保管されます。
　東キャンパスの卒業研究展では、領域でチラシ・ポスター
を制作しております。昨年度は本学デザイン領域ヴィジュア
ルデザインコースの則武輝彦先生、今年度は2021年春に同
コースを優秀な成績で卒業した西川真衣さんにデザインを
お願いしました。お二方とも本領域のコンセプトと、学生の卒
業研究テーマを咀嚼した上でデザインしてくださり、大変あ
りがたく思っております。また、展示で使用したイーゼル、五
角形テーブル、棚などは松村淳子先生ご紹介の谷薫さんに
よりデザイン・制作されました。

芸術教養領域　卒業研究展・口頭発表会・卒業制作展

美術領域　卒業制作展
　感染防止対策を整え、コロナ禍での安全確保を前提に
行われた卒業・修了制作展での、総入場者数は4,708人、
美術領域学生たちの制作、表現に対する熱量はご来場の
皆様の期待を裏切ることなくとても高いものでした。
　以下の文は今年度展示について各コース担当教員から
のコメントです。

【日本画コース】
　今展の日本画展示会場には、描かれた対象が人物や動
物、風景、抽象等と幅広く表現技法も様々な作品が並び、
まさに学生各自の持つ個性が花開いていました。特異な社
会状況の中それでも制作をしたいという情熱を、ご家族の
皆様を始め美術ファン、美術館やメディア関係者等多くの
方々に学生生活の集大成として観て頂けたことを心よりう
れしく思います。コース作品より大学院優秀賞1点とコー
ス優秀賞４点、ブライトン賞佳作1点に加え、昨年度より増
設された企業賞にも14点、延べ20点が受賞作として選出
されました。

【洋画コース】
　長びくコロナ禍と、極寒の中での卒業制作展でしたが、１

階から４階まで洋画棟のアトリエを広く使った展示となり、
作品も、クールなミニマル系から、熱い実存のほとばしりま
で、幅広い絵画表現や、アニメ、人形、書、マイワールドを部
屋として作ったり、自作漫画の空間再現インスタレーション
まで、名芸の洋画の自由度の高さは、もはや伝統となって
きた感があります。 
　作品と展示空間作りに没頭した１
月２月で、学生の表情が良くなって
きて、最終日のやり切った感あふれ
る笑顔を観れたのは、教師冥利につ
きるものでした。

【アートクリエイターコース】
この学年の学生たちはこの２年間、コロナ禍で思う様に制
作に集中できない状況の中で、それぞれの研究、制作に励
んできました。コミュニケーションアートクラスの学生は立
体、平面、映像など様々な分野のまったく違うタイプのユ
ニークな仕事を、陶芸・ガラスクラスの学生は素材にこだ
わりながらも個性豊かな作品を制作し、展示内容はバラエ
ティに富んだ、とても興味深いものとなりました。展示期間
中は多くの方に来ていただき、直接感想やアドバイスをい
ただくことも多く、この経験は卒業後の創作活動のみなら
ず、社会に出てから大いに役立つはずです。

美術領域主任　長谷川　喜久

大嶽涼太 野澤佳以

松岡真矢（優秀賞作品）
佐藤萌世（優秀賞作品）
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　口頭発表会はコロナ禍で開催の方法を工夫しました。昨
年度は４年生と３年生の人数が少なかったため、４年生の保
護者とお世話になった幾名の方々をお呼びしました。しかし、
今年度は４年生と３年生の数も多く、またオミクロン株の流行
を懸念し、客員教授でもある内藤先生のみに来ていただき
ました。また、助手の中森信福さんと鈴木まなさんは録画な
ど、実施の根幹となる作業をしてくださいました。
　卒業研究の収録動画は、来られなかった保護者の方々や、
非常勤講師の方々にご視聴いただけるようにいたします。ま
た、１・２年生および３年生の欠席者には、今後の学びに役立て
るよう、内容をレポート等にして発表してもらう予定です。
　４年生が主役の発表会でしたが、３年生も活躍してくれま
した。４年生の発表それぞれにコメントや質問をしただけで
はなく、厳重な感染対策を取りながら、４年生へ花束を贈りま
した（図）。これは３年生の田坂美夢さんや小川りいあさん達
が中心となって企画し、当日は大石茉幸さん、坂穂澄さんた

ちが運営してくれた送別会代わりのサプライズでした。花束
贈呈前には、中島拓威さんが作曲・演奏した曲に乗せながら
４年間の思い出写真をスライドショーで流す動画が上映さ
れました。スライドの数々を４年生は懐かしそうに見ていまし
た。動画を編集したのは髙橋優太さんです。

芸術教養領域主任　茶谷　薫

大学院美術研究科 修了制作

大学院デザイン研究科 修了制作

　美術研究科生2名はこの２年間、それぞれ研究、制作に励
んできました。コロナ禍の2年間でありましたが、その中で
しっかりと自己研鑽を積んだ研究成果について、まず修了
制作展に先立ち2月９日に催された大学院 論文等審査試験
において、研究科担当教員や学生たちを前に発表しました。
続いて2月18日から2月27日までの10日間にわたって今
年度も学内で開催された「大学院研究科修了制作展」にお

いて、それぞれの力作を出展しました。日本画制作研究の
三柳有輝さんは大きな画面に静かに対峙するような、その
誠実な作品が好印象を与え、同時代表現研究の呉晨韻さ
んは迷路のようなインス
タレーションと映像を組み
合わせて一室をまるごと
作品で埋め尽くし、学内施
設を使用した２名の研究
内容は非常に魅力的で多
くの方から好評を得てい
ました。充実した２年間で
多くを得た彼らがどのよう
に活躍の場を広げていく
のか楽しみであり、今後も
注目し応援していきたい。

美術研究科長　松岡　徹

　学内で行われている卒業制作展と同時開催された大学
院修了制作展にデザイン研究科生17名が出品した。ヴィ
ジュアルデザイン研究のりゅうしょさんは、墨の動きに着目
した映像作品、王聖キさんは独自のバトミントンブランドの
ブランディング、顔展宥さんは陰影に着目した作品、李一
卉さんは無気力についてのインスタレーション作品、徐璟
さんは、草書体独自に発展させた月露体として制作した作
品、蔡紅ケンさんは中国の伝統的文様から新しい文様を生
み出す作品、呉迪さんは人と動物の共生をTシャツなどをメ
ディアとして捉えた作品、孫雪亭さんは食の万葉集の作品、
馮梓盈さんはコロナ禍の現在の生活をヴィジュアルブック
作品として、制作した。メディアデザイン研究の李歓さんは
夢の中の世界をアニメーション作品として、REN JUNWEI
さんはノンバイナリジェンダーをテーマにした写真作品、高
びょうさんは登場人物3人
の物語が同時進行するア
ニメーション作品、を制作
した。ライフスタイルデザ
イン研究の張強さんはジェ
ンダーをテーマにワーク

ショップやゲームを作品として、ホウシゼイさんは分類を知
育の文房具としたプロダクト作品、を制作した。クラフトデ
ザイン研究の岩田智代さんは自身の日常を織りによる日記
とした作品、金佳穎さんは伝統技術である七宝の作品を制
作した。3Dデザイン研究の管継業さんは日本の伝統工芸
や安価な材料を最新の技術と中国の伝統的な価値観を融
合させた新しい中国式家具の作品を制作した。
　コロナ禍ではあったが、名古屋芸大での院生としての貴
重な２年間に彼ら自身が色々なことを感じ、体験し、研鑽し
た成果を、作品を通して自らのメッセージを社会に問うかた
ちで、この修了展で提示することができた展覧会であった。
今後の活躍を期待している。

デザイン研究科長　駒井　貞治

三柳有輝の展示風景

呉晨韻の展示風景

2022 年 1 月の卒業研究発表会を終え、感染対策を十分にとった
３年生に花束を贈呈される４年生たち
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芸術学部 音楽領域
氏名学年・卒業期楽器など順位、受賞など主催イベント名日付

高田 知子音楽学部 器楽科
弦管�コース����年��卒ハープ第�位Ｓｃｈｏｌａｒｓｈｉｐｅｘ

－ａｅｑｕｏＣＨＦ�,���,��
ＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＳｃｈｏｏｌ
ｏｆＣｕｌｔｕｒｅａｎｄＡｒｔ

第��ＩＳＣＡＲＴＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
ＭｕｓｉｃＣｏｍｐｅｔｉｔｉｏｎ����日

浅野 佑佳大学院 音楽研究科
器楽専攻 ピアノ演奏研究�年ピアノ

ピアノ専門一般Ⅰ
【ピアノ部門��位
【���日特別賞�

優秀賞、岐阜県知事賞、
文化人特別賞

【���日特別賞��グランプリ

岐阜国際音楽祭実行委員会岐阜国際音楽祭コンクール���日�
���日

朽名 杏樹音楽学部 演奏学科
弦管�選�コース����年��卒チェロ弦楽器部門 専門 一般Ｉ�位

井手口 彩子音楽領域 弦管�コース�年ファゴット管楽器部門 専門 大学生 �位

武田 紗那恵音楽領域 声楽コース�年声楽声楽部門 専門 大学生 �位

佐藤 奈那江音楽領域 声楽コース�年声楽声楽部門 専門 大学生 �位

菊池 京子大学院 音楽研究科 声楽専攻
オペラ��研究����年����声楽声楽部門 専門 一般Ｉ�位

高田 知子音楽学部 器楽科
弦管�コース����年��卒ハープ

第�位ＩＭＭＣＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＭｏｓｃｏｗ
ＭｕｓｉｃＣｏｍｐｅｔｉｔｉｏｎ

���日
Ｐｌａｔｉｎｕｍ賞ＴｈｅＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＣｏｍｐｅｔｉｔｉｏｎｓ

ｏｆＭｕｓｉｃａｎｄＦｉｎｅＡｒｔｓ
�ｔｈＥｄｉｔｉｏｎＱｕｅｂｅｃ
ＭｕｓｉｃＣｏｍｐｅｔｉｔｉｏｎ

グランジャニー特別賞ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮＬＡＮＣＥＲＤ�ＡＲＴ第���ＬＥＯＰＯＬＤ
ＢＥＬＬＡＮ国際音楽コンクール����日

第�位ＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｏｆＡｒｔ
�ＴｈｅＭｕｓｅ�

Ｍｕｓｅ����Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
ＭｕｓｉｃＣｏｍｐｅｔｉｔｉｏｎ����日

太田 糸音大学院 音楽研究科
器楽専攻 ピアノ演奏研究�年ピアノ第�位ＳｙｄｎｅｙＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＰｉａｎｏ

ＣｏｍｐｅｔｉｔｉｏｎｏｆＡｕｓｔｒａｌｉａ
シドニー国際ピアノ
コンクール��������日

高田 知子音楽学部 器楽科
弦管�コース����年��卒ハープ

ＩＩＳＴＲＩＮＧＳＨａｒｐ第�位ＥｕｒｏｐｅａｎＡｃａｄｅｍｉｃ
ＡｒｔｉｓｔｓＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ（ＥＡＡＡ）

第�� ＯＤＩＮＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
ＭｕｓｉｃＣｏｍｐｅｔｉｔｉｏｎ�������日

第�位ＲｉｓｉｎｇＳｔａｒｓＧｒａｎｄＰｒｉｘＵＧ
（ｈａｆｔｕｎｇｓｂｅｓｃｈｒａｎｋｔ）

第��ＲｉｓｉｎｇＳｔａｒＧｒａｎｄＰｒｉｘ
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ

ＭｕｓｉｃＣｏｍｐｅｔｉｔｉｏｎＢｅｒｌｉｎ
����日

蒔田 裕也大学院音楽研究科 音楽学専攻
作�研究����年����ピアノ第�位（�位は該当者なし）国際芸術連盟第��東京国際��作�コンクール����日

高田 知子音楽学部 器楽科
弦管�コース����年��卒ハープ

第�位ＯｐｕｓＡｒｔｉｓＰａｒｉｓＭｕｓｉｃＣｏｍｐｅｔｉｔｉｏｎＯｎｌｉｎｅ
����ＧｒａｎｄＰｒｉｚｅ����日

ＧｒａｎｄＰｒｉｘ優勝ＭａｒｋｅｒＡｎｄＰｉｏｎｅｅｒＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
ＣｕｌｔｕｒｅＥｘｃｈａｎｇｅＣｅｎｔｅｒ

第�� ＭＡＰＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
ＭｕｓｉｃＣｏｍｐｅｔｉｔｉｏｎ？����日

第�位ｉＣｌａｓｓｉｃａｌＡｃａｄｅｍｙＫｉｎｇ＇ｓＰｅａｋＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
ＭｕｓｉｃＣｏｍｐｅｔｉｔｉｏｎ��������日

ＢｒｏｎｚｅＰｒｉｚｅＣａｎａｄａＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＡｒｔｓ
＆ ＭｕｓｉｃＳｏｃｉｅｔｙ

����ＶａｎｃｏｕｖｅｒＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
ＭｕｓｉｃＣｏｍｐｅｔｉｔｉｏｎ�����日

伊東 桜佳、武石 智仁音楽領域 音楽��コース�年ー優秀音楽作品賞一般社団法人 日本オーディオ協会学生の音楽録音作品コンテスト

����日

高田 知子音楽学部 器楽科
弦管�コース����年��卒

ハープ
ＲＯＵＮＤＩＩ（ＮＡＴＩＯＮＡＬ）第�位ＣＬＡＳＳＩＣ＠ＨＯＭＥ

�ＳＴＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ
ＣＯＭＰＥＴＩＴＩＯＮ

ＷＯＲＬＤＶＩＳＩＯＮＭＵＳＩＣ
ＣＯＮＴＥＳＴＮａｔｉｏｎａｌＲｏｕｎｄ

ハープ部門 一般の部第�位
（�位は該当者なし）一般社団法人 日本クラシック音楽協会����年� 第���日本クラシック

音楽コンクール�����日

ーＢｅｓｔＴｅａｃｈｅｒＡｗａｒｄ
（最優秀指導者賞）ＴｏｐＣｕｌｔｕｒｅＧｒｏｕｐＯＵＭｕｓｉｃａｎｄＳｔａｒｓＡｗａｒｄｓ�����日

芸術学部 美術領域
氏名コース学年・卒業期順位、受賞など主催イベント名日付

瀬古 亮河美術領域 洋画コース�年グランプリ
ＣＢＣテレビ ＣＢＣラジオ第���ＣＢＣ翔け！

���の��展����
�����日�
�����日 兼平 恵真美術領域 洋画コース�年名古屋市教育委員会賞

芸術学部 デザイン領域
氏名コース学年・卒業期順位、受賞など主催イベント名日付

岡島 真怜

デザイン領域
メタル＆ジュエリーデザインコース

�年新人賞

日本芸術メダル協会第��� 日本アートメダル展
コンペティション部門

���日�
���日

霜山優希、鈴村依里、
田村麻実、濵上純華、

深谷竜馬
�年

入選
稲垣水穂、奥岡夢乃、
川中冴恵、仲悠里、
樋口悠、山下彩渚

�年

鈴木 黎デザイン領域
イラストレーションコース�年入選一般社団法人 日本図書設計家協会第��東京�画賞����日

正木 里歩デザイン領域
テキスタイルデザインコース����年��卒中部染色作家協会賞

中部染色作家協会第���中部染色展����日 道下 凪沙デザイン領域
テキスタイルデザインコース����年��卒名古屋市長賞

山下 眞実デザイン学科
テキスタイルデザインコース����年��卒愛知教育委員会賞

　2021 年度の本学在学生（学部及び大学院生）や卒業生の展覧会や各種コンクール等における受賞結果を報告します。
学外のイベントでの受賞者については、本人及び教員を通じて広報部に報告があった内容を掲載しています。

皆さん受賞おめでとうございました
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国際交流事業について
①留学生支援事業「留学生マンスリーミーティング」
②第 1 回 留学生グループ展 -NUA International Students Exhibition 2021-

2021 年度　国際交流センター主催
　留学生支援事業「留学生マンスリーミーティング」について

　本学で学ぶ留学生数は、毎年増えつつあります。2021 年
度の留学生数は、学部生 34 名、大学院生 36 名、研究生１名、
合計 71 名です。世界中に猛威を振るっている新型コロナウ
イルスの影響により、日本に入国することが未だ叶わない学
生もいます。
　昨年度までは国際交流センターによる留学生向けのオリエン
テーションの機会は、年度の初めに１回、卒業・修了生を対象

として年度末に１回、合計２回の開催でした。そこで、2021
年度は留学生への重要な情報の共有を目的とし、毎月１回の「留
学生マンスリーミーティング」を開催することにしました。
　ミーティングの内容は、学生生活やキャリア支援など大学
からの「お知らせ」、在留資格関係の案内、アルバイト時間
の管理について、展覧会や演奏会などの学内イベント情報の
共有、生活支援物資の配布など、多岐に渡ります。新型コロ
ナウイルスの感染拡大を防ぐため、大講義室を使用し３密を

「International Awareness Month」の開催 -
ポストコロナの国際交流を見据えて -

　コロナパンデミックが大学世界に与えた影響は、加速したグ
ローバル化を逆行させるような出来事でした。しかし、内の世界
に身を置く時間は、これまで見過ごしてきた物に目を向け、新し
い価値に気づく機会となりました。また、テクノロジーを駆使し
た幅広い活動を可能とし、これからのグローバル社会や国際交
流の在り方にパラダイムシフトを起こし、決してマイナスばかり
ではなかったと感じています。
　そんな2年が過ぎようとしていますが、2021年度名芸の国
際交流は、危機管理体制と留学制度を整え新しいフェーズを迎
えました。秋には、交換留学をいち早く再開し3名の学生をイギ
リス、ドイツ、フランスへと派遣しました。そのうち1名は音楽領
域から派遣する初めての交換留学生です。また、海外で取得し
た単位が認定できる制度を開始し、4年間で卒業できる仕組み
により、幅広い領域の学生が海外協定大学との交換留学制度
の恩恵を受けられるようになりました。今の名芸の学生は比較
的内向き志向の学生が多いですが、制度の周知を徹底し、少し
ずつ外の世界への興味を持ってもらえればと考えています。
 そして、ポストコロナ時代を見据え、学生の海外への関心
を高め、学内の国際的なリソースを活用した「内なる国際
化」”Internationalization at home”を推進した人材育成を
すすめる取り組みとして「国際交流推進月間」“International 
Awareness Month”を開催しました。ここで、このコロナ禍で

広まったICTを活用する交流が、国際交流ファーストステージと
して生きてきます。海外協定大学担当者によるオープンキャン
パスや、留学中の学生の現地レポートなどヴァーチャルな交流
企画を毎週開催し、気軽に世界と繋がる経験を提供しました。海
外の大学事情を知り、自身の学生生活を客観的に省みたり、同
級生や先輩が海外で生活している様子は、海外への「憧れや尊
敬」から「身近で自信」に繋がる経験になったようでした。
　もう一つ「内なる国際化」を意識した取り組みとして、学内の
留学生の存在をしっかりとサポートし組織の一員として交流を
深める視点を重視しました。「マンスリーミーティング」では東西
のキャンパスを通じた留学生同士や大学組織との繋がりを強化
し、「留学生グループ展」の開催、留学生と日本人学生が交流する

「異文化交流事業」の実施など、学内の国際化を根付かせる事
に注力しました。
　これから留学生の受け入れ、海外派遣留学支援事業も正式に
再開し、学生たちの往来が再び始まります。明るい光がさしかかり
始めたと思いこの原稿を書いている時に、ウクライナとロシアの
紛争が始まりました。分断された社会や世界との繋がりを取り戻
そうとしていた矢先の出来事です。「コロナパンデミックは人類の
力が及ばない出来事だったけど、今回の悲劇は人の意図で起き
ている」と、2年間留学が延期になった若者が発した言葉を耳にし
た時 “International Awareness”の重要性を改めて感じました。
これからもまだ予測不可能な時代が続く気配の中、名芸の国際
交流は時代に必要な人材育成を目指していきたいと思います。

（国際交流センター　松崎　久美）
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「第１回 留学生グループ展-NUA International Students 
Exhibition 2021-」開催

　2021年12月10日～15日 本学西キャンパスArt&Design 
Centerにおいて、「留学生グループ展」を開催しました。
本来であれば協定校からの交換留学生の作品展を毎年行って
いますが、残念ながら昨今のコロナ禍により2020年度以降交
換留学生の受入れが叶わない状況です。
　そんな中、学部・大学院に在籍している正規留学生より有志

を集い、交換留学生展
に代わる新たなグルー
プ展を開催する運びと
なりました。
　中国、マレーシア、イン
ドネシアなど出身も所
属コースもそれぞれの
留学生たちが、日本画や
版画、プロダクトデザイ
ン、メディア作品、尾張
七宝など、留学生の視点
ならではの個性豊かな
作品を展示し日頃の成
果を発表しました。

ご来場いただいた学内外のたくさんの方々、ご協力いただいた
先生方、関係者各位に心より感謝申し上げます。
　入学後、コロナの影響により学生同士の交流もままならない
中で、異国での日常生活や制作活動を行ってきた留学生たちで
すが、共に協力しあい展覧会を無事に開催することができたこ
とは、ピンチをチャンスに変える貴重な機会と今後の糧になっ
たことと思います。

（広報部　国際交流チーム　中村　朝奈）

有志9名だけでなく、搬入搬出のお手伝いに他の留学生や日本人学生も
力を貸してくれました。

ポスターデザインは大学院ヴィジュアル
デザイン研究　2年生　劉 思妤さん。

防ぎ、短時間の開催としました。さらには東西キャンパスを
オンラインで繋ぎ、交流を図りました。
　2022 年２月、留学生に対し今後のミーティングに向けて
のアンケートを実施した結果、日本文化の体験を希望する声
や、生活支援物資を増やして欲しいという要望がありまし
た。スタッフ一同、要望に応えられるよう、より一層工夫し
ていく所存です。

　私たちスタッフは、このマンスリーミーティングの場が、
環境の変化に伴い心細い気持ちを抱えている留学生たちに
とっての心の拠り所となる場であってほしいと考えていま
す。また、この場をお借りしまして、生活支援物資をご提供
いただきました後援会のみなさまに心より御礼申し上げま
す。

（広報部　国際交流チーム　河合　祐）

30



Na
go

ya
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f T

he
 A

rt
s

名古屋芸術大学後援会報　第７２号名古屋芸術大学後援会報　第７２号

　
Challenge to the future  BORDERLESS

NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

後 援 会 補 助 公 開 講 座
実施報告

　芸術学部芸術学科芸術教養領域
「リベラルアーツ ×

かける

Ｘ
エックス

」
　2017(H29)年の開設年に始
まった芸術教養領域の公開講座

「リベラルアーツ×Ｘ（リベラル
アーツかけるエックス）」も、後
援会の助成のお陰様で５年目
を迎えることができました。毎
年の助成に深謝申し上げます。
　ご承知のとおり、今年度も昨
年度に引き続き、コロナ禍に
見舞われ、形を変え、オンライ
ン開催にて行うこととなりまし
た。
　第13回目（初年度からの通
番）は10月と12月にオンライ

ンで収録した動画をオンデマンドで公開しました。ゲストは本
領域特別客員教授、名古屋工業大学教授で学科長も務めら
れている佐野明人先生です。このWEB公開講座のうち、10
月収録分は「教養と現代２」の授業の一部ともし、２年生と３年
生を中心とした受講生にライブで聞いてもらいました。佐野
先生のグループは電気もモーターも、プログラムも使わず
歩行支援する画期的な器具を開発するなど、足の不自由な
方々に大変貢献してきました。その技術の一部は前回の「あ
いちトリエンナーレ」でも披露されました。アートと人間、工
学技術、科学技術を繋ぐ芸術教養領域や本学の学生や教職
員の意識も活性化するような素晴らしいご研究です。佐野先
生の温かいお人柄と深いご見識もうかがえ、お話も非常に
面白いものでした。

芸術教養領域　領域主任　茶谷　薫

　芸術学部芸術学科音楽領域
　　今年度も名古屋芸術大学後援会からの多大なるご支
援をいただき感謝申し上げます。
　おかげさまで2021年12月4日と5日の2日間、東キャ
ンパス3号館ホールにてフランシス・ホジソン・バーネット
著「小公女」を原作としたブロードウェイミュージカル作品

「A Little Princess」（台本：ブライアン・クロウリー、作曲：
アンドリュー・リッパ）を上演することができました。
　なお、今回の公演がこの作
品の日本初上陸となりました。
　今年度も演出は鳴海康平
先生が、そして振付は柘植万
梨恵先生が担当し、アフリカ、
そしてロンドンを舞台としたシーンの数々を立体的かつ鮮
明に作り出し、パワフルな4年生を中心に、ミュージカルコ
ース全学生が一丸となって全２幕、2時間半の大作に挑み
ました。土曜日マチネ・ソワレ、そして日曜日にマチネ公演
と全3公演を実施いたしましたが、全ての公演が満員御礼
となり、ご来場いただいたお客様にも大変好評で、「プロ顔
負けのすごい舞台だった」とのお声もいただきました。学生
達にとってもグランドミュージカルをオーケストラ伴奏で
たくさんのお客様の前で演ずることができた事は、大きな
財産となったはずです。

　そして今回
の上演にあた
っては、田中
副 学 長 や 伊
藤領域主任、
そしてエンタ
メ、弦 管 打 、
ポップス・ロッ
ク、鍵盤（ピアノ・電子オルガン）、声楽、サウンドメディアな
ど音楽領域の各方面からも並々ならぬご協力をいただき
ました。感謝すると共に、改めてミュージカルは現代の総合
芸術であると実感する公演となりました。
　今後も新しいことに恐れず、果敢にチャレンジしていき

たいと思っておりますので、どうぞ変わらぬご支援のほど、
よろしくお願いいたします。

ミュージカルコース　准教授　塚本伸彦

歩行支援機「aLQ by ACSIVE（通
称：aLQ、アルク）」　佐野教授と
IMASEN（株式会社今仙電機製作
所）が開発した歩行支援機 aLQ
を装着した時のイメージ図。aLQ
は受動歩行理論に基づいてい
る。図は https://www.imasen.
co.jp/alq.html より引用。
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「教育・保育現場で心掛けたい LGBT への対応・考え方」
講師　松尾かずな氏

（名古屋大学医学部附属病院　泌尿器科医師）

　今年度の、特別公開講座は新型コロナウィルスの感染蔓
延が少し落ち着いた時期であったこともあり、１年生は広い
教室で密にならないように対面で、それ以外の学生と一般
の方にはオンラインによる視聴で講演会を行いました。名
古屋大学医学部付属病院の松尾かずな先生を講師に迎え、

「教育・保育現場で心掛けたい、LGBT への対応・考え方」
というタイトルでお話しいただきました。日本での LGBT の
割合は 11 人に 1 人とされ、教育・保育現場で働く中で、
必ず性的違和感を抱えて悩んでいる子どもに出会うと考え
られます。そういったとき、役立つ知識として、松尾先生に
さまざまなデータを示していただきながら、基礎的な問題
から対応の心構えなど、幅広い話をしていただくことができ
ました。

　「LGB」による性的指向の多様性や、「T」の性の自己認
識についての特性をお話しいただき、多様な性のありよう
についての理解の重要性を話していただきました。また、
現在の社会ではカミングアウトをしやすい環境となっていな
いことや、LGBT への対応の３つのステップとして、「多様
な性について知る」、「習慣・常識を変える」、「理解者を増
やす」という方法を示していただきました。さらに、染色体
レベル、出生時の戸籍上の性別、物心がつく頃の心の性
別、思春期の性別のゆらぎ、そして恋愛や結婚前後の性別
など、発達の各段階でも性別について多様な捉え方がある
ことなども話していただきました。特に際立ったお話として
は、10 代で性別違和感を持つ人は日本国内で 13％にも及
ぶとされ、そういった性別違和感がある人も約 75％は年齢
を重ねることによって解消されるというお話でした。安易に
薬品によるホルモン治療を目指すのでなく、本人が感じて
いる生きにくさや悩みに寄り添う姿勢が必要ということでし
た。さまざまな局面で多様性が尊重される社会を目指す取
り組みが始まっている今日、とても貴重なお話をしていただ
くことができ、充実した講演会となりました。

　人間発達学部

芸術学部　音楽領域
2022年4月　音楽領域「プロフェッショナルアーティストコース」開設 
　音楽領域に14番目のコースとして新たに「プロフェッショナルアー
ティストコース」（通称：ＰＡコース）が開設されます。このコースは声
楽、鍵盤楽器（ピアノ、電子オルガン）、弦楽器、管楽器、打楽器の専攻
実技の教授に特化し、将来演奏家を目指す学生を対象に、演奏技術
はもちろん、国内外のコンクールやステージの場への積極的な参加
を意識し、世界で活躍できる演奏家の育成を目指します。
　これまでの演奏系コースと比べて倍になる個人レッスンの実施や
国際舞台で活躍するためには必要不可欠な語学スキルの習得、更に
は演奏家としてのセルフプロデュース力など、まさに国際舞台での活躍のために自ら身につけるべき習得内容がすべて揃っ
たコースがいよいよ始動します！ 
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■ 声楽コース
　後援会の皆様には、日頃の多大なご理解とご協力に感謝
申し上げます。今年度もコロナ禍のなか万全の感染症対策
を徹底した上で、声楽コースのレッスンや授業は全て対面
で実施され、公演や公開講座も円滑に開催されました。

　１０月１６日には、西文化小劇場との連携コンサート花の
木フェスティバルが行われ、エンターテインメントディレク
ションコースの協力のもとに第一部ではオペラ「あまんじゃ
くとうりこひめ」、第二部ではオペラ名作集&合唱が披露さ
れ、意欲あふれる舞台は満員の観客を魅了しました。
　また昨年に続き、二人の特別客員教授による公開講座が行
われました。１１月４日、定期演奏会に出演する学生を対象に、
日本を代表する演出家の岩田達宗先生による公開レッスン
とオペラ講義が、１２月２３日、１月１３日の両日には、コレペティ
トゥーアの第一人者である浅野菜生子先生をお迎えして、「歌
曲の夕べ」に出演する１２名の公開レッスンを催しました。両先
生の熱意溢れる講座に、受講学生はもちろん、聴講した教員
や学生たちまで魅了され充実した時間を過ごしました。

　また今年度は、１２月１８日 小牧市民会館にて中部フィル
ハーモニー管弦楽団主催の「こまき第九」と、１月２７日に 
愛知県芸術劇場コンサートホールでの大学主催の「名芸第
九」に、学生たちは合唱メンバーとして舞台に立ちました。
学生たちは憧れであるオーケストラとの共演を実現でき、
実際に出演して実力を飛躍的に伸ばしています。
　１月２９日には、恒例の「第20回歌曲の夕べ」を3号館ホー
ルで開催しました。オミクロン株による新型コロナ感染が
懸念される中、学生たちは研鑽に励み、その成果が発揮さ
れた素晴らしい演奏でした。

　2月２５・２６日に3号館ホールで開催される第４４回オペラ
「泥棒とオールドミス」に向けて、現在 全学年の学生と大
学院生が一丸となって稽古を重ねています。滞りなく公演
できることを願っています。
　来年度も、声楽教育に全力で邁進し、生徒たちにより良
い学びの場を提供することができるよう努めます。今後と
も変わらぬご支援をお願い申し上げます。

声楽コース　松波千津子

■ 鍵盤楽器コース　ピアノ
　ピアノコースでは12月のクリスマス前、2日間に渡り、世
界で活躍される愛知県出身のピアニスト田村響氏をお招
きし、ドビュッシーとリストの楽曲を題材に公開講座を行い
ました。モデル生としてレッスンを受講した学生達はもち
ろんのこと、コースを問わず聴講に訪れた多くの学生が、
田村先生の圧倒的な演奏に魅了されました。又、先生のア
ドヴァイスをそれぞれが楽譜に書き留め、真剣な眼差しで
聴き入る姿が非常に印象的でした。田村先生は来年度より

「アーティスティックプロフェッサー」として年間６回来校さ
れ、来年度新設されるPA (プロフェッショナルアーティスト)
コースの学生を中心にご指導下さいます。学生達にとって
はより一層充実した学生生活となることでしょう。
　また例年通り、横山幸雄、上原彩子両特別客員教授によ
る公開講座、個人レッスン
も引き続き定期的に行わ
れています。学生達がそ
れぞれの先生方から多く
を学び、実技試験やコン
クール、演奏会で遺憾無く
力を発揮できるよう願っています。
　年度末にかけては、卒業演奏会、音楽研究科修了演奏
会、春のコンサート、カワイブーレ演奏会、各新人演奏会
と続きます。さらに今年度は３月に行われるウィンドアカ
デミーコースの演奏会にて、オーディションにて選抜され
た大学院２年生 浅野佑佳さんが、ガーシュイン作曲ラプ
ソディーインブルーのソリストとして、ウィンドオーケスト
ラと共演します。それぞれの演奏会で充分にコロナ感染
対策を取り皆様をお待ちしておりますので、是非たくさ
んの方々にお聴き頂けますと幸いです。今度とも名古屋
芸術大学にご支援のほど、どうぞ宜しくお願い申し上げ
ます。

鍵盤楽器コース(ピアノ)　戸田 恵

■ 鍵盤楽器コース（電子オルガン）
　鍵盤楽器コース電子オルガン専攻を担当しております
鷹野雅史です。2022年の年明けを迎え、皆々様にはどう

名古屋芸術大学近況報告
　芸術学部芸術学科音楽領域
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か息災であられますようお祈り申し上げます。
  さて、電子オルガンは世間では“エレクトーン”というブラ
ンド名が通っております世界一の楽器メーカー、ヤマハ株
式会社のリードのもと、国内外、昨今では中国の隆盛がめ
ざましく、狭い業界ながら地道に発展を続けております。そ
のヤマハでは毎年、エレクトーン・フェスティバルなるコン
クールが開催されております。2021年度のエレクトーン・
フェスティバルにおきまして、本学の学生達の幾人かは目
覚ましい成果を示してくれました。以下にざっとご紹介致し
ますに…
　　中牧美月（本学１年生）　 　黒田詩穂（本学３年生）
　　東海地区大会特別賞　　　東海地区大会金賞
　　以上、鍵盤コース…
　　伊東桜佳（本学３年生）
　　東海地区大会銀賞
　　以上、総合コース…
　この他、本学の大アンサンブル室で昨年、7月18日(日)、
及び10月17日(日)の２度にわたり主催開催致しました『電
子オルガン・ワークショップ』を受講なさった多くの中部・北
陸の電子オルガンを学ぶ皆さんから、エレクトーン・フェス
ティバル上位入賞の成果と感謝が届き、私と２名の非常勤
講師は、我々の形での地域貢献が出来たと安堵したいてお
ります。これらの成果も、言うまでもなく後援会皆々様から
のご理解・ご援助がございましての話で、深く感謝を致すと
共に、厚かましくも申し上げますが、今後とも是非、よろしく
お願いいたします。
  今年度、卒業見込みの４人の４年生も全員、就職先が決ま
り、これもまた講師一同、大いに安堵を致しております。今
年の２年生ほどではないにせよ（その代はご存知の通り入
学式もなく、入学早々はオンラインばかりで学友にも会え
ずにおりました…）充分にコロナ禍の洗礼を受けた学生達
だけに、よく頑張ってくれたものだと、内々にですが誇らし
くさえ思っております次第です。内訳は以下…
　　ヤマハ・システム講師 １名
　　ヤマハ特約店社員 １名
　　一般企業 ２名（福祉系等）
  ご報告は以上となりますが、後援会の皆々様におかれま
しては幾重にも、常からの有形無形の豊かな愛情を、学生
達や本学全体に賜り、感謝の念にたえません。「冬はつとめ
て…」と古（いにしえ）より申す通り、澄みきった空気を愛で
る季節ではございますが、皆々様におかれましては何卒、
ご自愛頂けますように。

鍵盤楽器コース（電子オルガン）　鷹野雅史

■ 弦管打コース
　後期に入り演奏会の回数が増えてまいりましたが、コロ
ナの影響による入場人数の規制等で聴きに来て頂いた皆
様にはご不便をお掛けしておりますことを、先ずはお詫び
申し上げます。
　今年度の名古屋芸術大学ウインドオーケストラ第40
回定期演奏会は、当初9月17日に愛知県芸術劇場におい
て行う予定でしたが、緊急事態宣言が発令されていたた

め12月2日に延期しての開催になりました。指揮者（ヤン・
ヴァン・デル・ロースト名誉教授→鈴木英史特別客員教授）
や曲目の変更等がありましたが、サクソフォンソロに雲井
雅人特別客員教授をお迎えして無事終了することが出来
ました。
　そして年明け１月27
日には学生オーケスト
ラwith名古屋芸術大
学フィルハーモニー
管弦楽団特別演奏会
が愛知県芸術劇場に
おいて行われました。
オーディションで選ば
れたファゴットの井手
口彩子さん（４年）によ
るウェーバ ー のコン
チェルトとベートーヴェ
ンの第九というプログ
ラムでしたが、まん延防止重点措置中にもかかわらず沢山
のお客様に来て頂き、盛況の中無事終了致しました。因み
にこの２つのコンサートはYouTubuで再度視聴する事が
できますので、是非ともご覧頂ければと思います。
　また今年度より立ち上がった名古屋芸術大学ウインドシ
ンフォニー第１回定期演奏会（１月７日）と名古屋芸術大学
フィルハーモニー管弦楽団特別演奏会「音楽の森」（12月5
日アートマネージメントコースとのコラボレーション）にも
多くの学生が参加しました。この２つの演奏会は、プロの演
奏家と同じステージに立ち実践的に学べる、非常に良い機
会だと思います。来年度もこの様な企画を考えていますの
で、是非とも足を運んで頂ければと思います。

弦管打コース　依田嘉明

■ ウインドアカデミーコース
　新型コロナウイルスの影響が依然収まらない中ではあ
りますが、ウインドアカデミーコースでは今年度も積極的
にさまざまな活動に取り組んできました。
　当初9月17
日にベルギー
よりヤン・ヴァ
ン・デル・ロース
ト名 誉 教 授を
お 招きして開
催する予定だっ
た「名古屋芸術
大学ウインドオーケストラ第40回定期演奏会」は緊急事態
宣言が発令していたため12月2日に延期することになりま
した。12月の公演では指揮に鈴木英史特別客員教授、サク
ソフォンソロに雲井雅人特別客員教授の両名をお招きし愛
知県芸術劇場において無事開催することができました。
　２月6日にはウインドアカデミーコースの1年の締めくくり
となる「ウインドアカデミーコース第3回定期演奏会」を愛
知県下に蔓延防止重点処置が適応する中ではありました
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が、なんとか開催することができ
ました。この演奏会では学生が
企画運営を行い、指揮・指導も学
生の有志によって行われます。1
年から3年までの学生がそれぞ
れの学年のレベルに合わせた楽
曲を練習の段階から音楽づくり
をしていきます。1年生の緊張感
あふれる初めての指揮、経験を
積んだ3年の力のこもった音楽
を楽しんでいただきました。
　新年度になり新たな1年生を迎えると完成年度となりま
す。一層充実した活動を目指していきたいと思います。

ウインドアカデミーコース　遠藤宏幸

■ ポップス・ロック＆パフォーマンスコース
　新型コロナ、デルタ株、オミクロン株とまだまだ気の抜
けない状態が続いております。感染対策を十分取りながら
の授業は元より、イベント等にも万全の体制を取って望ん
でいます。まずは、２０２１年１２月２３日の第２回となるイベン
ト、ポプロックのライブ配信を紹介したいと思います。ポッ
プスロック＆
パフォーマン
スコースに携
わっている生
徒さん、サウ
ンド、エンタメ
の有志による
勉強会となっ
ています。セッ
ションクラスとは違って授業扱いではないので自分のバン
ド、仲良しで作ったバンドなど自由なメンバーで５バンドく
らいの出演を目安に、音響の生徒さん配信の生徒さん、照
明は演奏科の竹内さんでライブ形式で行っています。担当
の先生はポップスロックからはロックギター講師の栗木先
生、サウンドからは山口先生にお願いして楽しくスムーズ
な勉強会となっております。
　次にセッション授業の発表会６クラス分、ＮＵＡステー
ションは２０２２年１月１５日１５時スタートしました。岡野先生
をはじめとするエンタメ、古川先生をはじめとする照明は
前日から仕込んで頂き当日リハーサルもスムーズに進み
ました。１番の出演、清本先生クラスはボーカルのハーモ
ニーを中心とした心地よい演奏でした。２番、荒川先生クラ

スはラテン、
ミュージカル
と幅 の 広 い
楽し い 演 奏
でした。３番、
山 下 先 生 ク
ラスはポップ
スをボサノバ
にアレンジし

て興味深い演奏でした。４番、林先生クラスはジャズのスタ
ンダードで落ち着いたよい演奏でした。５番、渡邉クラスは
ポップス、ジャズファンクで元気な楽しい演奏でした。６番、
栗木先生クラスはポップス、ロックで勢いとパフォーマンス
もたっぷりの面白い演奏でした。特に荒川先生クラスはＮＵ
Ａステーション始まって以来、１度もなかったミュージカル
仕立てのライブでとても楽しいものになっていました。
　以上３０曲以上の曲がいろいろな方向性で全員楽しく演
奏して、ひとつも見逃せないご機嫌なライブコンサートと
なりました。それぞれのクラスの先生の個性もしっかり出
て、質もレベルも年々上がってます。

ポップス・ロック＆パフォーマンスコース　渡邉則夫

■ ミュージカルコース
　今年度より歌唱の個人レッスンにおいては「ミュージカ
ルナンバーを原語で歌う」という新たな方針を作りました。
元々声楽出身の私からすれば、歌を原語で勉強するのは当
たり前だと思っていたのですが、日本の商業ミュージカル
界では通常、輸入ミュージカルが日本語訳上演されている
事もあり、学生たちも当然のように訳詞で歌を勉強してい
ました。ただ、限られた音符の数内で原語から日本語へと
翻訳される際に失われてしまう”意味”が多い事、言語体系
の違いから訳詞ではその曲が本来持っている音楽的なス
トレスとの”ずれ”が生じてしまっている場合が少なからず
ある事、また日本語で上演されている作品自体がミュージ
カル全体からみてほんの一握りでしかなく、勉強できる範
囲が限られてしまう事など、ミュージカル歌唱を学ぶ上で
のデメリットが多いと感じていた為、思い切って方向を転換
してみました。はじめは普段喋らない言語で歌うということ
に多くの学生が戸惑っておりましたが、次第に慣れ、音楽と
詩の結び付きも感じながら年度末の公開試験では皆堂々
と歌っておりました。また、西洋言語で歌う事により日本語
では意識が希薄になりがちな子音と母音の発音の区別も
併せて勉強できる為、結果的に日本語の発音にも還元され
ていくであろうと期待をしており、今後も継続していこうと
思っております。（注：私はミュージカルの日本語訳上演否
定派ではありません。念のため。）

　それから新カリキュラムの授業の中の1つ「ステージク
リエーション」では、これまで各学年別々に行われていた
ミュージカル実技の授業を、実際のミュージカル公演に向
けた「稽古／リハーサル」のより実践的な授業として展開す
るべく集約し、ミュージカルコースに在籍する全ての学生

35



Na
go

ya
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f T

he
 A

rt
s

名古屋芸術大学後援会報　第７２号名古屋芸術大学後援会報　第７２号
　

Challenge to the future  BORDERLESS
NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

が1つの稽古場に集い作品を作り上げていくものとしまし
た。後期からは演出の鳴海康平先生も加わり音楽・ダンス・
演技の全ての方向から指導する体制となり、集中して授業
が行われました。今年度のミュージカル公演は12月、授業
実施期間中という事もあり、学生達にとっては大変なスケ
ジュールの中ではありましたが、力を合わせて作品作りに
取り組み、生き生きとした舞台を作り上げました。また、2月
1日には本公演でアンサンブルをしながら「代役」として勉
強してきた下級生たちが実際に舞台でキャストとしてのパ
フォーマンスを経験する「アンダー公演」も行いました。そ
のアンダー公演に向けての稽古では本公演でキャストを務
めた上級生が下級生へとバトンを渡すように率先して指導
する姿も数多く見られました。新型コロナの影響でディス
タンスの確保を余儀なくさせられ、それと共に失いかけて
いた「大事なもの」を少し取り戻せたような気がします。

ミュージカルコース　准教授　塚本伸彦

■ ダンスパフォーマンスコース
　コロナの感染状況が少し落ち着きをみせる中、10月26
日㈰3号館ホールにて、修了公演「DANPA!」を開催致しま
した。サブタイトルを初年度は“Start Line”２年目“Move 
Forward” ３年目の今回は“Feel the moment”として

「今、この瞬間、コロナ禍でも出来る事、今を大切にして進
もう」との思いを込めました。初年度は１期生７名のみ約30
分の発表でしたが、今年度は３学年31名で約90分の公演
を行う事が出来ました。今回もまた、ミュージックエンター
テイメントディレクションコース学生42名が、舞台、照明、
音響、制作として、ダンスパフォーマンスコース学生をサ
ポートしてくれ、共にステージを作り上げてくれました。1部
を『和の世界』と題しまして、今年度より日本舞踊講師とし
て授業を担当して頂いております西川流家元・西川千雅先
生、殺陣講師の手嶋政夫先生監修の元、学生主体で手探り
ながらも“舞・殺陣・台詞”を融合させ“獅子舞が出来るまで”
を『始々舞』として創作、発表しました。2部は『To higher 
goals』。ジャズ・ストリート・タップ・コンテンポラリー、各ジャ
ンルでより高みを目指し、エネルギーあふれるダンスパ
フォーマンスを披露しました。
　終了後の感想としては、達成感あり…、改善点・反省あり
…、新たな目標あり….1人1人の意識の変化を感じる事が
出来ました。今後の更なる成長、チャレンジが楽しみです。

ダンスパフォーマンスコース　古賀明美

■ 声優アクティングコース
　声優アクティングコースの今年度後期の活動としては、
１年生は２月に控えている２．５次元風ミュージカル作品
の発表会に向けての稽古を、３年生は、昨年１２月に行わ
れたエンタメコースの舞台公演「えんとつ町のプペル」に
多くの学生が出演した為、その稽古に明け暮れていまし
た。そして２年生は、声優アクティングコースの本公演で
ある修了公演として、手塚治虫「百物語」の朗読劇を２月
に行う為、その稽古が今、大詰めを迎えています。さらに
今年度は、声優アクティングコースとして初めてとなる、４

年生（１期生）の卒業公演が１１月に行われました。その第
一部では、２０２０年に美術領域の学生が作成し、声優アク
ティングコース１期生が声を担当したアニメーション作品

「COLORS」の生アフレコを舞台上で行いつつ、生身の俳
優としてもアニメと同じ役を舞台上で演じるという、今まで
にない２．５次元舞台に挑戦しました。また第二部では、声
優アクティングコースの学生達が３年間学んできた殺陣の
授業の集大成として、迫力のある殺陣ステージ「you」を披
露しました。学生達の４年間の努力が見事に結実した、素晴
らしい卒業公演となり、大盛況の中、舞台は幕を下ろしまし
た。その他にも、恒例の名古屋造形大学のアニメーション
コースが作成した作品の声を、声優アクティングコースの
学生達が演じるコラボ作品も、過去最多の７作品制作し、
プロと同じような現場を数多く体験できた事は、学生達に
とって大変貴重な経験となったと思います。
　さらに、声優アクティングコースから生まれた声優アイド
ルユニット「iCANDY」は、「YAMAHAライブステージ」とい
う外部公演に、久々に出演する事ができました。この日の
為にオリジナル楽曲も作成し、大変好評なライブステージ
となりました。「iCANDY」には今後も外部出演のオファー
が来ており、学生達の貴重な経験の場として、また声優ア
クティングコースの認知の為にも、さらなる活躍に期待し
ています。

声優アクティングコース　平光琢也
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■ サウンドメディア・コンポジションコース
　本コースの学生は、音楽制作・録音・音響を学びなが
ら、新しい時代の音楽とテクノロジーと芸術の関わりに
ついて考え、作品制作に取り組んでいます。　音楽制作
分野では、デザイン領域メディアデザインコースと共同で

「1MinProject」という1分で起承転結する音と映像の作
品制作プロジェクトを行いました。完成した作品は本コー
スのWebページで公開しています。ぜひご覧ください。

（http://soundmedia.jp）

　2021年11月14日（日）には声優アクティングコース1期
生の卒業公演が行われ、その舞台の音楽を本コースの学
生が担当いたしました。今後もこのような他領域・他コース
とのコラボレーションを積極的に行なってまいります。　録
音・音響分野では、昨年度に引き続き本学演奏会等のライ
ブ配信を行いました。今年度は通常ステレオに加え、バイ
ノーラル・ステレオによる立体音響での配信も行いました。
これまで培ってきたオーケストラの録音制作技術ととも
に、録音・音響を学ぶ学生が様々な機器を組織し、音楽的な
ライブ配信を目指しました。詳細は、本コースWebページ
をご覧ください。
　また、本コースでは毎年
度末に、アートと音楽の有
機的結合をめざすコンサー
ト「カレイドスコープ 」を
行っています。今年度は2
月12日（土）に行い、本コー
ス学 生による音 楽 制 作・
PA・配信・録音はもちろん、
エンタメコースによる照明
演出、デザイン領域メディ
アデザインコースによる映
像演出、声優アクティング
コースの学生による司会など、コース・領域を問わず、学生
の自由な発想力で演奏会を構成しました。 本コースの近
況等は随時Webページに掲載してまいります。これからも
引き続きご支援のほどよろしくお願いいたします。

サウンドメディア・コンポジションコース　原田 裕貴

■ エンターテインメントディレクションコース
（ミュージックエンターテインメントディレクション

コース１年生含む　以下エンタメコース）

　エンタメコースは、音楽領域内の各コース（声楽コー
ス、弦管打コース＆ウィンドアカデミーコース、ミュージカ
ルコース、声優アクティングコース、ポップス・ロック＆パ
フォーマンスコース、ダンスパフォーマンスコース等）の公
演をサポートしました。
　後期に開催
される公演数
は、毎年１２～
１５公演にのぼ
ります。開催の
皮切りは１０月
で、１１月、１２
月、２月が最も
スケジュールがタイトな時期となり、毎週、何かしらの本番
が開催されるという時期もあります。
　この、各コース公演でのエンタメスタッフは、エンタメ公
演リーダーを筆頭に、舞台監督、舞台（美術）チーム、音響
チーム、照明チーム、衣装チーム、映像チーム、制作チーム
等に分かれ、それぞれの持ち場の仕事をこなしていきま
す。もちろん、これには、担当の指導教員が付き添い、指導
をしながら本番に臨みます。
　この数々の公演の中で、エン
タメ学生が企画から運営まで
の全てを行う、３年修了公演、４
年卒業公演があります。今年
度の３年修了公演は「KAKERU 
Dance Concert」を１１月７日
に開催しました。この３年修了
公演は、４年生で開催する卒業
公演に向けての練習という意
味合いもあり、３年生が初めて全員で挑む公演です。
　今回の「３年修了公演　KAKERU Dance Concert」は、
コロナ感染で様々な自由が奪われた今、思い切り生きてい
きたいと言う想いをダンスや歌に掛け合わせ、また、自由
に繋がる未来に向かって「駆ける」という意味が込められた
オリジナルダンスコンサートでした。出演者は３年生が選
んだ他コースの学生。コロナ渦での本番でもあり、来場者
数に規制をかけ、本学ホール収容定員の半数を上限としま
した。本番当日、集客はまずまず。本番も問題なく終演しま
したが、本番終了後、教員からは数々のダメ出しがあり、学
生たちも反省すること頻りでしたが、この経験を４年生で行
う卒業公演の糧にしてくれることと思います。
　12月12日（日）。４年生は、エンタメ４年間の集大成とも
言える卒業公演を開催しました。「卒業公演」という響きか
らも重みを感じるのでしょうか。４年生たちは今年度当初に
は演目を決定し、担当部署ごとで既に準備をスタートさせ
ていました。
　４年生が選んだ演目は「えんとつ町のプペル」。この作品
は漫才コンビ、キングコングの西野亮廣さんの絵本作品で
す。この作品を題材に、学生が作詞作曲した音楽を加え、独
創的な舞台美術の大道具を加えたりして潤色した作品で
挑みました。
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　公演は２回。事前予約制でど
ちらの公演も早々と満席とな
り、主催者側の４年生も改めて
気合が入ったことと思います。
　本番当日。受付から会場まで
への動線には、これから開演さ
れる舞台となる「えんとつ町」
を連想させる数々の演出があ
り、開演前のワクワク感を誘っ
ていました。
　会場に入ると、そこには一瞬
で物語に引き込まれるような、
えんとつ町のランドマークとも
言える大きな時計台や、様々な
大道具がステージ上に。開演
前の会場内には物語を想像させる音楽が流れ、お客様の
期待感を高めます。そして開演。まるでテーマパークにで
もいるかのような照明と立体音響の演出で、飽きさせるこ
とのない物語が展開していくなか、それまで、舞台上に鎮
座していた階段の役目をしていた大道具が舞台中央に動
き、船の穂先に早変わり。お客様を更にストーリーに引き込
みます。そして終盤は、プロジェクションマッピングで映し
出された満点の星空が舞台天井に輝き、感動のうちに幕。
終演後には涙を流して感動されているお客様が多くいらっ
しゃいました。
　エンタメコース担当教員からも「よくやった！」と感心の一言。
　大成功の余韻にも浸る時間もなく、４年生にはバラシ（撤
収）が待っています。退館時間ギリギリになりましたが、無
事に撤収も終わり、興奮冷めやらぬまま、各自、帰路につき
ました。
　後日、お客様から頂いたアンケートを拝見させていただ
きましたが、「もう、本当に感動しました！ありがとう！」、「何度
も泣きました。」、「クオリティが高くて安心して楽しく観劇
できました。」、「学生自身が創り上げたとは思えないほどの
クオリティで、想像を遥かに超える完成度でした。本当に心
からすごいと思いました。」などなど。数多くの好評をいた
だきました。
　ここまでの
公演を実現す
ることができた
４年 生 の み な
さんは、社会に
出てからも、本
学での４年間で培ってきたこと、また、この公演を通して得
たものを誇りに、輝いていってくれることと信じています。
　次年度は現３年生の番。先輩たちの公演を超えられるよ
う、今まで学んできたこと全てを注ぎ込み、万全なチーム
ワークで卒業公演に臨んでほしいと願います。

ミュージックエンターテインメントディレクションコース　金子靖

■ 音楽ケアデザインコース
　引き続きコロナ禍の状況において、各施設での音楽療

法実習の現地での実施は困難でしたが、子どもの施設では
実現が叶ったり、成人や高齢者の施設ではオンラインでの
リアルタイム音楽療法を実践したりすることで、これまでと
は異なる療法的交流を積み重ねることができました。実際
にお会いして音楽をする空気感の再現はもちろん難しい
ですが、オンラインならではのお互いの情報発信により、こ
れまでより一層相互理解が深まるという大きなメリットも
ありました。知識、技能ともに新しい学修が得られる機会と
なり、今後の学生の実践活動にも必ず活かされるという希
望が持てる一年でした。
　12月12日（日）には、大変久しぶりに音楽療法コンサー
トを行うことができました。感染対策のため、いつものよう
に多くの方にお声掛けすることができませんでしたが、北
名古屋市社会福祉協議会との連携で、地域の親子の皆さ
んにもご 参
加いただけ
ました。３年
生を中 心と
した 学 生 の
随 所に散り
ば められた
交流のための工夫や思いによって、とても暖かい交流コン
サートとなりました。
　４年生は毎年恒例の（一社）日本音楽療法学会（補）の認
定試験に向けて猛勉強し、9割以上の学生が合格しました。
３月には本試験があり、複数の学生が挑戦する予定です。
朗報をまちますが、結果がどうであれこれからも音楽療法
という奥の深い健康支援の専門分野に関わり続けてほし
いと願っています。

　また、４年生はそれと同時に２月17日に卒業論文発表会
を行います。各学生の４年間の集大成を、コースみんなで
聴く日を楽しみにしています。きっと１～３年生のよい刺激
になってくれることと期待します。卒業後は多くの４年生が
福祉施設や医療施設で常勤音楽療法士や支援員等として
活動することになっています。これからのこの分野の強力
な担い手になってくれることを確信しています。
　Facebook公式ページも随時更新しておりますので、
ご覧いただけると大変うれしく存じます。http://www.
facebook.com/meigei.music.therapy.caredesign　

音楽ケアデザインコース　　伊藤孝子

■ エンタテインメントディレクション＆アートマネジメント　
　　　　　　　　　　コース／アートマネジメント選択
　アートマネジメントコースは、文化施設を主なフィールド
として、文化政策や企画制作、施設運営の分野で活躍でき
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る人材、つまり“ プロデューサー ”、“ ディレクター ” とな
る人材の育成を目指し、理論と実践のバランスをとりなが
ら教育活動を行っています。大きな特徴は、数多くの「現場」
に恵まれ、実践的に学ぶ環境が整っていることです。
　コロナ禍での教育活動が 1 年半を経過したところで迎え
た後期は、教員も学生も、文化芸術の意義や意味、価値
を常に自らに問いかける日々を送りました。学内の授業は、
オンラインと対面の併用で実施されていたものの、軸となる

「ステージマネジメント」は 2 年生から 4 年生まで前期と
変わらず対面で実施され、実際の公演事業の制作や広報・
運営に費やしました。全ての学年が実施した公演事業を中
心にご紹介いたします。
　尚、アートマネジメントコースは、今年度 4 月に開設さ
れた舞台芸術領域の舞台プロデュースコースへと組み込ま
れていくため、2021 年度は 1 年生の活動は、舞台芸術領
域のページに記載いたしました。
・4 年生
　4 年生の卒業公演は、千種文化小劇場とアートマネジメ
ントコースの共催で実施されました。近年、話題となってい
る 1980 年代を中心とする「昭和レトロ」に「令和」の時
代から何を見出すのか、という視点で企画された「昭和ア
イドル無敵伝説　座談会＆コンサート　～華の 80 年代って
いうけど、実際何が華なのかちょっと教えてもらえます？～」。
4 年生たちのこれまでの学びと思いが詰まった公演は、ナ
ビゲーターに堀井庄一氏（本学非常勤講師）を迎えたトー
クと、アマイワナ氏による1980 年代アイドルの楽曲による
ライブで、会場を沸かせました。
　公演を成功に導くまでの制作過程は、アーティストを探し
出すこと、資金調達、広報宣伝、チケット管理等、まさに
アートマネジメントの集大成。夜遅くまでオンラインミーテ
ィングを重ねたり、大学で発送作業を行ったり、熱い想い
で走り切りました。
　並行して執筆していた卒業論文は、フィギュアスケートの
芸術性、プロ野球リーグのファン満足度、小規模映画館の
運営のあり方、テーマパークの顧客満足度からみる今後の

姿、コロナ禍におけるオン
ライン音楽鑑賞の捉え方、
など多様なテーマによるも
ので、最後の授業で卒業
論文発表を行いました。

・3 年生
　3 年生は、横浜在住の世界的ギタリスト井草聖二氏によ
るコンサートを、「Nostaiguitar」（ノスタルギター）と題して、
4 年生と同じく千種文化小劇場との共催で行いました。どこ

かノスタルジックな雰囲気を醸し出すアコースティックギタ
ーの音からつけられたこのタイトルに合わせて集められた楽
曲は、3 年生たちがノスタルジーを感じる楽曲と井草氏の
オリジナル曲。当日の会場には、井草氏のファンはもちろん、
劇場近隣のお客様も数多くご来場いただき、3 年生の地道
な広報活動の効果を見ることができました。
　3 年生は、少しずつ就職活動に入り、そして春には 4 年
生を迎えます。卒業制作公演、卒業論文と、先輩たちが歩
んできた道を辿りながら、自分の道を見つけていく1 年間
が始まります。

・2 年生
　2021 年 12 月 5 日に、竹本泰蔵氏（本学特別客員教授）
指揮による名古屋芸術大学フィルハーモニー管弦楽団のコ
ンサートが、名古屋芸術大学アートスクエア（北名古屋市
文化勤労会館）で行われました。トムとジェリーやミッキー
マウスの楽しい映像付きコンサートは、満席（感染対策の
ため 50％の入場制限）のお客様となりました。2 年生はこ
のコンサートに先駆けて行われたワークショップを担当しま
した。2 年生全員でディスカッションを重ねながら決めた「音
楽を五感で感じよう」と題したワークショップは、聴覚・視
覚・触覚・味覚・嗅覚をそれぞれ音楽と掛け合わせた内容で、
10 人の 2 年生が 2 人ずつペアとなり各ワークショップを担
当し、制作だけではなく当日の進行も務めました。ワークシ
ョップは、参加者とのフリーで水平な関係が肝となるため、
ファシリテーション技術が求められますが、舞台芸術領域 1
年生のサポートを得ながら無事に終了しました。アンケート
では「全部のワークショップがおもしろかった！」との感想も
いただき、これからの活動の自信になったことと思います。

エンタテインメントディレクション＆アートマネジメントコース　梶田美香

アマイワナ氏のライブの様子

本番前の打ち合わせ  　　  堀井氏、奏者と一緒に

井草聖二氏のコンサートの様子　　本番前のミーティングの様子

聴覚　　　　　　　　　　　　視覚

触覚　　　　　　　　　　　　味覚

聴覚 ワークショップ後のコンサート

3 年生の公演

4 年生の卒業公演 2 年生のワークショップ
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　舞台芸術領域は、2021年4月に開設されました。舞台芸
術作品を制作する人材を育成することを目的として、舞台
プロデュースコース、演出空間コース、（音響・照明）、舞台
美術コースの3コースを包含しています。
　現代では舞台芸術作品といっても、作品を展開する場所
は、劇場、野外、オンラインと様々です。また、舞台芸術作品
を提供する対象者は、舞台芸術を愛する愛好家、地域の活
性化に活かしていきたい街の担い手、教育や福祉、医療に
活かしていきたい舞台芸術以外の専門家と多様です。そう
いったことを踏まえ、全てのコースにおいて、専門技術と専
門知識をしっかりと身に付けるとともに、芸術的側面と社
会的側面の両面から舞台芸術作品制作にアプローチする
力が身につくようにカリキュラムが設計されています。“何
を”“誰に”“いつ”“どこで”“いくらで”“何のために”といった企
画趣旨を理解し、多様な職業能力の人材が集まる現場で
適切にコミュニケーションを取り、社会に作品を送り出して
いく力が必要だと舞台芸術領域では考えているのです。
　そのために、1年生は“舞台芸術ファンデーション”として、
コースに分かれずに、全コースの導入部分を学修し、2年生
のコース選択に向けた経験と知識を積み上げています。4
月に40人の1年生を迎えて過ごした4ヶ月の前期授業を終
え、9月から始まった後期は徐々に領域の個性、学生の個性
がはっきりと表れてきたように感じます。
　4月からはコースごとの学びが始まりますが、舞台芸術
領域はコースが分かれても、公演制作のために常に連動し
ていくという特徴があります。次年度も初めての挑戦を繰
り返していきますが、教員一同、全力で新領域の運営に力
を注いて参りますので、どうぞ今後ともご支援のほど、よろ
しくお願い申し上げます。
＊尚、舞台芸術領域の舞台プロデュースコースは、音楽領
域アートマネジメントコースから接続されていくため、アー
トマネジメントコースのカリキュラムに基づいて設計され
ています。

主任　梶田美香

・舞台芸術演習Ⅰより
　舞台芸術領域のコア科目です。企画制作・舞台美術・音響・
照明のそれぞれの導入について、前期とは異なる先生方に
よる授業が展開されました。一部をご紹介します。

・図面演習Ⅰ
　舞台芸術の世界では、舞台美術制作や照明デザイン、
音響デザインの際に、ベクターワークスというソフトを

使うのが一般的です。建築の西岡先生からソフトの基礎
を教えていただきました。

・初めての成果発表
　プロジェクトワーク 2 では、次年度に予定している
ダンス公演のための企画についてグループごとにディス
カッションを重ねました。そして実際の舞台模型を作り、
使用する音楽を決め、照明もイメージしました。公演チ
ラシも想定しました。それらを、東キャンパスのギャラ
リーイーストで展示し、多くの方々に見ていただく機会
を得ることができました。

・授業外活動

　オーケストラコンサー
ト「音楽の森」では美術製作、ワークショップ、音響、
照明、受付と、全てのセクションに、補助スタッフとし
て参加しました。
　夏休みに、舞台美術
の金井大道具の工場見
学に行きました。

　芸術学部芸術学科舞台芸術領域

舞台芸術演習Ⅰ -6（舞台美術） 舞台芸術演習Ⅰ -5（照明）
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　美術領域では制約の多い社会状況の中、学生達の健康
安全確保と創作意欲の向上、減退防止に重点を置き後期
も様々な活動をいたしました。

■ 日本画コース
　日本画コースの作品発表は「芸大生の show case 展」

（東急ホテル）とコース展、レヴュー展の 3 件で、コー
ス展では古川美術館学芸員山内綾子先生、レヴュー展で
は特別客員教授立島惠先生に講評して頂きました。卒業
制作指導として特別客員教授土屋禮一先生による 2 度の
講評会、講義では「佐藤美術館・作家支援の取り組みと
学芸員の仕事」「寺田倉庫のアート事業について」「表装
について」等、幅広く充実した内容で行いました。

■ 洋画コース
　洋画コー
スでは今 年
度の特別客
員教授で国
際的に活躍
するアーティ
スト加 藤 泉
先 生 による
特別講義が
行 わ れまし
た。また 12
月 17 日に学生アトリエで作品講評会が行われ、講評を受
ける学生に対して適切なアドバイスや指導がありました。
12 月 17 日～ 22 日の期間 A＆D センターで洋画コー
ス 2 ～ 3 年生による選抜展覧会 PARADE が開催されま
した。展覧会オープニングでは 2 年生有志によるバンド
演奏があり、会場ではロックな音楽が流れて盛り上がりま
した。

■ 現代アートコース
　映像、アニメーション、演劇などの多領域を横断し、シ
ンガポールを拠点に各地で作品を発表してきたホー・ツー
ニェン氏を客員教授に迎え、特別レクチャーを行いました。
豊田市美術館での個展「百鬼夜行」の紹介とともに、学
生時代に影響を受けた音楽、映画、哲学のお話や、近作
の題材となる戦争をめぐるアジア史などにも触れ、日本の
文化や歴史に造詣が深いツーニェン氏の作品への理解が
深まる貴重なレクチャーとなりました。

  
■ コミュニケーションアートコース
　コミュニケーションアートコースでは、今年度も名古屋
みなと蔦屋書店（ららぽーと名古屋みなとアクルス内）か
ら X‘mas の店内装飾の依頼をいただきました。３回目の
展示について蔦屋書店との打ち合わせを繰り返し「ブレー
メンの音楽隊」をモチーフ
に 1 年から 4 年生までの
総勢 38 名の学生たちが数
人のグループに分かれて
制作を実施しました。物語
のキャラクターや冬の動物
たちを制作し、およそ２ヶ

　芸術学部芸術学科美術領域
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月間、店内に訪れたたくさんの人に店内装飾を楽しんで
いただくことができました。

■ 工芸コース
　工芸コースの主なトピックスは二つ。
❶領域横断として工芸分野連携による KOUGEI EXPO 
in AICHI へ参加。三州鬼瓦工芸品にふれ「映える」をテ
ーマに作品制作。有松絞・尾張七宝に参加したデザイン
領域工芸分野の 2 コースと愛知県国際展示場にて発表し
ました。本学ブースは会場でひときわ輝きを放ちました。

 

❷陶・ガラス授業の成果とし
て学生企画「てしごと展」を
開催。素材と身体を通した
思考が、時代性や世代性と
ともに、溌剌とした印象を与
えた展覧会となりました。

 ■ 美術総合コース
　美術総合コースでは学びたいコースの授業を自由に選
択できるため、同級生全員が揃うことは少ないのですが、
2022 年 1 月に開催されたレビュー展では一同に作品が
並びました。1 年間かけて学んできた日本画、洋画、版画、
陶芸、フィギアなど自信作を 5 作品ほど選んで発表しまし
た。講評会では、制作者として先生からの質問やコメント
に対応する姿をみることができました。1 年間を振り返り
自身の成長を確認できたと思います。

　芸術学部芸術学科デザイン領域
　今年度後期も新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
めの措置として、講義系科目は前期に引き続きオンライ
ンで行われ、実技科目のみ 3 密を避けながらガイドラ
インに沿って対面で行われました。学外での授業や直接
的な体験などは思うようにできないなか、各コースで試
行錯誤しながら学びの機会を失うことのないよう進めて
いきました。
　デザイン領域の 1,2,3 年生にとっては、レヴューが 1 
年間の自身の制作を振り返り、展示や講評、公開による
一般の方からの反応などが、次の制作に繋がる機会にな
っています。今年度も受付で体温測定を行うなど感染対
策を行いながら開催しました。

1.2.3 年の全学年レヴュー

　2021 年度卒業制作展も感染症対策を行いながら大学
学内で 2 月 17 日から 27 日まで、直前まで授業で使
用していた教室などを学生自らの手で展示空間へと作り
替え作品発表を行いました。
　今年度もコロナ禍であることを反映してなのか、例年
以上に自分の内在的なものや、近親の範囲における問題
発見などをテーマ設定の対象としながらも、確実にプレ

ゼンテーション技術が向上し、社会へ向けてのより強い
メッセージが込められた作品が多く見られたと思います。

学内開催の卒業制作展

　デザイン領域では今年度から ALPs( 超域創造プログ
ラム ) として、デザインとは本来結びつかないような分
野との関わりから新しいデザインの方向性を探っていく
ようなプロジェクト型のプログラムが各コースから選抜
されたメンバにより始まりました。今年度は、昆虫食の
専門家に講義をしてもらったり、名古屋高速道路公社と
廃材を素材から見直すリサーチをスタートさせたりなど
具体的な活動が始まりました。

■ ファウンデーションからの報告
　コロナウィルス感染症対策を行なったうえでの実技授
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業も要領が掴めてきた今年度は、石膏や金属といった素
材を扱う授業を含め、コロナ禍前の授業内容を行うこと
ができました。それでも、およそ 200 名の一年生全員
が集まる機会をつくることは叶わず、グループワーク型
のワークショップは制限せざるを得ないなど、制約は未
だ残っています。慣れない大学生生活のスタートに加え、
長引くコロナ禍に翻弄された学生も少なくなかったのも
事実です。それでも、大学入学後に専門的な実技授業を
対面で受け、新しい仲間と出会う経験を担保することが
できたことは喜ばしいことでした。限られた環境のなか
でも盛んに交流し、切磋琢磨しながら作品制作へと打ち
込む姿を見ると、一年生の皆さんの底力を感じずにはい
られませんでした。年度の最後には、１年間の成果を振
り返るレヴュー展示を例年通りの規模で行うことができ
ました、それぞれが課題成果や自主制作をブースに展示
し、この一年の成長を振り返る機会となりました。

■ ビジュアルデザインコースからの報告
◎ ナゴヤ展｜ 3 年
　ここ数年、継続して行われている名古屋をテーマとし
た「ナゴヤ展」ですが、今年度はテーマを少し広げ「城
下町・名古屋の魅力発信」として、フィールドを名古屋
城から長者町周辺の城下町とし、2 月 3 日から 9 日ま
で名古屋城・本丸御殿にて展示発表が行われました。制
作プロセスの中で、学生たちは幾度となく現地を訪れ、
積極的に街の人たちとコミュニケーションを積み重ねな
がら制作を行いました。

◎ ナゴヤ展・サテライト展示「それはほとんどの場合、
かたちがそこにある」展｜ 3 年
　4 日間の短い期間でしたが、「ナゴヤ展」と並行して、
長者町にてナゴヤ展のサテライト展示を行いました。期
間中、より開かれた発表を目指し、長者町の関係者をお
招きしての、講評会とコース客員教授・原田祐馬氏の講
演会を行いました。学生にとっては、デザインの役割を
実感する良い機会となりました。

◎ デザイン実技Ⅲ -1 ｜ 3 年生
　3 年生は前期課題で取り組んだ「ブランディング」の
展示を 10 月 6 ～ 12 日まで X ギャラリーで行いました。

　4 つのグループが新しく世の中に欲しい架空のブラン
ドを設定し、市場の調査・分析から、コンセプトの組み
立て、ネーミング、ロゴマーク、サービス、商品パッケ
ージ、広告、プロモーションツール、展示までの一貫し
た企画制作を行いプレゼンテーションをしました。

◎ デザイン演習Ⅱ -2 ｜ 3 年生
　3 年生のデザイン演習Ⅱ -1、デザイン実技Ⅲ -2、デ
ザイン演習Ⅱ -2 の 3 つの授業の合同展示を 11 月 4 ～
9 日まで X ギャラリーで行いました。
　エディトリアルとインフォグラフィックスとレビュ
ー展のポスター制作です。共に、色・かたち・タイポ
グラフィーの基礎的な知識と技術が必要となる課題で
す。視覚伝達のための知識と技術の習得の成果を発表
しました。
　今年度は吉田海斗君の 2 枚組のポスターが投票によ
って選抜され、1 月のレビュー展のメインヴィジュアル
に使用されました。

◎ デザイン実技Ⅲ -4 ｜ 3 年生
　3 年生のデザイン実技Ⅲ -4 では、新聞広告を題材に
主観的な理由だけでは無く、客観的にヴィジュアルや言
葉を選び、表現としてコミュニケーションを成立させる
ことを学びました。
　外部の広告代理店から現役のクリエーターに講義や講
評に参加して頂き多様な視点から繰り返しアイデアを練
り上げる訓練をしました。その成果物を今年度の毎日広
告デザイン賞に出品しました。

◎ デザイン実技Ⅱ -4 ｜ 2 年生
　2 年生のデザイン実技Ⅱ -4 では既存のパッケージを
元にリ・デザインを行いました。
　パッケージは商品でありながら企業イメージを表す最
大の広告でもあります。
　非常にシビアな経済的、技術的な過程をクリアして作
られており既存のパッケージを分析しリ・デザインする
ことで市場に求められているものを客観的に分析するこ
と、問題点を改善し社会に必要な新しいアイデアを考え
ること、立体物を制作するための基本的な技術と制作の
プロセスを学びました。
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◎ 実技 II-3 ｜ 2 年生
　実技 II-3 では前半は白澤先生のもとで、はじめに「表
現ストレッチ」と題するいくつかのレッスンを受けなが
ら、アイディアを具現化する方法を探りました。そし
て『チルドレンミュージックバンド COINN』の楽曲を
テーマに与えられ、楽曲をリサーチする中でデザインを
作り上げていきました。後半はそのデザインをスクリー
ンプリントの技法を学びながら、自分で選んだ紙に印刷
し、組み立ててレコードジャケットに仕上げました。本
年度は例年と違いシルクスクリーン印刷の製版から印刷
まで全ての作業を学生が出来ることになり、デザインを
作品化する全ての作業に主体的に取り組むことが出来ま
した。また本年度より印刷工房に導入されたリソグラフ
とシルクスクリーンとの併用という新しい表現にも積極
的に取り組みカラフルで質感の高い作品が多く生まれま
した。

◎ レビュー展｜２・3 年生
　2、3 年生の一年間の学習の成果を展示するレビュー
展が 1 月 15 ～ 23 日まで体育館で行われました。
　3 年生はグループワークをベースに 2 月からのナゴ
ヤ展のキーヴィジュアルの展示や 4 年生に向けてのポ
ートフォリオの展示を行いました。
　2年生は個人制作物をメインに展示を行い、各自が3年
生に向けて次の課題を明確にするきっかけとなりました。

■ イラストレーションコースからの報告
　イラストレーションの意味は拡散し、近年は、マンガ・
アニメ・ゲームなどのカルチャーとしてイメージされる
ことが主流となっている。それらもかつてのような素朴
な理解では捉えられないほど多様化が進み、新しい意味、
価値、表現方法、媒体など、さまざまな角度からのアプ
ローチが求められるようになった。イラストレーション
コースでは、こうした状況に柔軟に対応し、新しい時代
の新しいカルチャーを生み出せる人材の育成を目標に、
カリキュラムを工夫している。

榊原健祐氏講義、ワークショップ
　特別客員教授であるグラフィックデザイナーの榊原健
祐さんをお呼びし、「自分の作品のタイトルロゴをデザ
インし、キャッチコピーをつけてポスターを作る」とい
うワークショップを行った。
　事前に描いたイラストレーションを使いオリジナルの
映画を想定したポスターを制作。選抜された作品は学内
のギャラリーで展示した。文字のデザインが作品に与え
る影響に気づくきっかけとなった。

さやわか氏講義
　前期に引き続き、サブカルチャー批評家、物語評論家、
マンガ原作者のさやわか氏を招き、２・３年生を中心に
特別授業を行った。多くの学生の興味の中心にある「キ
ャラクターとは何か」というテーマに対し、平易でわか
りやすい講義内容でキャラクター論の核心を説明いただ
いた。卒業制作展でもゲスト講師として講評いただく予
定である。また、次年度は特別客員教授としてお招きし、
さらに発展的に教授いただくことも予定している。

卒業制作
　４年生は卒業制作の完成に向けて精力的に取り組ん
だ。全体的に多彩な作品群だが、特にマンガ作品やキャ
ラクターを扱った作品が増えている。キャラクターにつ
いての深い洞察とマンガ表現論の理解も進み、同種の卒
制としては、全国的に見てもハイレベルな作品が制作さ
れるようになった。また、後半の追い込み時期には、卒
業生たちが入れ替わり訪れ、様子を見たり、作業を手伝
ったりするなどコース内での縦の繋がりができつつある
ことは印象的だった。
デザイン演習 II-2
　デザイン演習 II-2 では「ムードを作ること」をテー
マに版画、写真、ドローイングなど様々な媒体を駆使
しながら自分が設定したムードを紙の上に定着させ、
22x30cm のボックスに収めるプロジェクトを実施した。
　初めからムードに合わせた作品を狙い撃ちするように
作るのではなく、様々な方法でたくさん作品を作り、そ
れらの中からムードに合う作品を選び取る、そして、方
向性が見えてきたら今度は狙いながら作る、といったプ
ロセスを実現するために、無意識に描いたドローイング
からデジタルファブリケーション工房のレーザーカッタ
ーで木片を切り抜きスタンプを制作して、それらで抽象
的画面を構成したり、白黒写真を撮影し、それらからイ
メージを選び取り、凹版（紙版画）の版に置き換えるこ
とで偶然性をはらんだ版画作品としても制作をした。授
業の終盤には版画作家の森田朋氏に特別講義として、森
田氏の銅版画を目の前でインクを詰め印刷する作業をし
ていただき、その後では作家としてのスタンスや表現に
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おける考えをお聞きする時間も持つことがでた。結果的
には表現形式は様々でも統一感のある作品群が制作され
たと思う。

■　メディアデザインコースからの報告
　今年度スタートしたデザイン領域 先端メディア表現
コースは、後期もデザイン・映像・メディアの 3 つの
分野を横断する学びを進めています。
　1 年生は専門実技でプログラミング、電子工作、3D 
プリンターを使って実際に動くものを作っています。こ
れまでメディアデザインコースの 3 年生でやっていた
課題を前倒しで取り組んでいます。
　2 年目からは、さらに自分のやりたいことに即したこ
とができるように、プロジェクト型の課題として外部の
企業と繋がりを持たせたり、社会に自分の考えを伝えて
いくことができるような課題を展開していきます。
工芸分野領域横断 「工芸 EXPO」プロジェクト 映像制作
　メタル & ジュエリーデザインコース、テキスタイル
デザインコース 、美術領域 工芸コース ( 陶 芸・ガラス
) の「工芸 EXPO プロジェクト」と連携し、 先端メディ
ア表現コースの学生が制作過程を追ったプロモーション
ムービーを作成しました。

1Min Project 2021

　リアルにコミュニケーションが取りにくいコロナ禍
の中、サウンドメディア・コンポジションコースの学
生とオンラインでやりとりし、1 分で起承転結する作
品を制作しました。音楽主導で制作する「Movie on 
the Sound」、映像主導で制作する「Sound on the 
Movie」。モーショングラフィックスを使った映像など、
多彩な作品ができあがっています。

デジタルファブリケーション工房
　この工房は 5 月から稼働を始めましたが、後期にな
って利用が増えており、他コースの学生にも浸透して
きました。 ガラス張りの工房になっていることもあり、
興味を持った学生が自然に来ることもできます。先端メ
ディア表現コースの学生は授業で工房を使っています
が、他のコースの学生も一緒に来て試しに何か作ってみ
ようとか、友達へのプレゼントを制作するなどの利用も
あります 。また UV プリンターを導入し、木材、アク

リルなどの樹脂、革、布などさまざまなものにプリント
ができるようになりました。
　メディア・アーティスト藤幡正樹氏を今年度特別客員
教授としてお招きし、特別講義を行って頂きました。「も
の」の価値から NFT までの関心ごとを中心に話して頂
き、3 月にはアートラボあいちでワークショップ＋展覧
会を予定しています。

■ メディアコミュニケーションデザインコースからの報告
　後期開始直前の 9 月 16 日、今年度 MCD コースの
特別客員教授澁谷克彦先生のポスター課題の２回目中間
チェックがありました。今までの報告レポートにも度々
登場する澁谷先生は、長年資生堂のインハウスデザイナ
ーとして、多くの広告デザイン、PR 誌である『花椿』
のアートディレクターなどに関わってこられ、第 14 回
⻲倉雄策賞、東京 ADC 賞をはじめ多くの賞も受賞され
ていています。（現在は東京の大学で教鞭をとられてい
ます。） 今回の課題は＜資生堂の口紅＞で、コロナ下で
口紅を売るにはどういう広告をつくるかという実践的な
テーマに取り組みました。
　通常は特別客員教授の方々にも個人チェックをお願い
していて、30 人以上の受講学生に丁寧に個別指導をし
てくださるため毎回授業時間を大幅に延長してしまいま
す。コロナ下ということもあり、今回は B 大講義室で
学生が、コンセプトやアイディア、途中段階の作品など
をプレゼン形式で発表し、先生のアドバイスをオープン
にしました。聞いている他の学生たちそれぞれの問題に
も置き換えられ有効的な展開がみられました。最終的に
は B ２ポスターにプリントし全体講評、その後コース
展で学内展示も実施しました。

　毎年 11 月＜ MCD 
デパートメント＞コ
ース展を開催してい
ます。今年のテーマ
は＜全方向 MCD ＞。
課題が多く、アート
からグラフィック紙
媒体、本、写真、映像、
ウェブ、メディア全
般的に取り組むことを、力強く伝えるタイトルで、学生
たち自ら積極的なベクトルに、意識を向けたと頼もしく
感じました。会場は A ＆ D センターに加え、X ギャラ
リー、和室と様々な空間展示を試みています。
　このコース展は３年生後期、自分の目指すテーマを深
く掘り下げ専門的に技術的に反映させた作品と展示の関
係を考える課題の発表をメインに置き、その他 MCD2
～ 3 年の授業で制作した本や写真、映像など課題ごと
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に学年を超えて展示します。年度末の個人ブース展示の
レビュー展とは違う形式でコース全体が見渡せるような
展示となっています。

　今年は関連イベントとし
て、写真家長島有⾥枝氏の
特別講義を企画し、学内外
にむけ聴講を告知しました。
長島有⾥枝氏はフェミニズ
ムの視点で作品を制作する写真家です。受講した学部生、
院生たちは、はじめてフェミニズムという考え方に向き
合った人が多く、少なからず衝撃をうけたようです。今
後も学生に影響力のある先生を招聘し、思考のきっかけ
を生み出す機会を増やしていきたいと考えています。

　昨年 2020 年 4 月 1 日中日新
聞全３０段に使用された名芸の
新聞広告。MCD の授業課題で
制作されたものでした。2021
年 9 月 13 日に発表された「第
12 回中日新聞社広告大賞」で読
者が選ぶ中日新聞広告賞 部門賞
を受賞しました。名古屋の大手
企業の広告が選ばれているなか
で、コミュニケーションをテー
マに、写真とオリジナルフォン
トを生かした学生がつくったポ
スターは＜アートで世の中を応
援する大学＞として高い評価を
いただきました。
MCD・HP・ https://nua-mcd.com

■　ライフスタイルブロック ライフスタイルデザインコースからの報告
　デザインがどのように私たちの生活と密接に関わって
いるのかを知り、その本質へと実行力を持ったデザイン
提案ができるよう、ライフスタイルデザインコースでは、
現場での学びを大切にしています。その一環として、各
地の企業や自治体とも連携し活動する機会を多く用意し
ています。後期からは岐阜県飛騨古川に拠点を構えるフ
ァブラボ「株式会社 飛騨の森でクマは踊る」と連携し
たプログラムを開始しました。この特別プログラムでは、
森林問題と地域コミュニティ、そしてデジタルファブリ
ケーションとの関係のうちに、改めてモノづくりを媒介

とした自然と暮らしの関係に一歩踏み込んで学生たちと
考え、実行力のある提案へと結びつけます。そのプログ
ラムをスタートするにあたり、10 月には飛騨古川を訪
れフィールドワークを行いました。広葉樹の森林、製材
所、飛騨古川のまち、ファブラボなど、木材流通の流れ
に沿って現場を巡り、それぞれの地点で広葉樹の木材流
通を進める方々から解説を頂きました。それにより、日
本の林業が抱えている問題やそれを引き起こしている要
因を体感的に知ることができました。その後、学生たち
は森林問題へとアプローチするためのデザインアイデア
発想とその深掘りを繰り返しました。今後、最終的なデ
ザイン提案へと定着させ、次年度にはアイデアの実現へ
と向けてプログラムを進展させる予定です。同様に、岐
阜県池田町、OKB 総合研究所とともに、レンタサイク
ルを通じた地域活性やマイクロツーリズムの可能性を模
索する産官学連携事業をインダストリアル & セラミッ
クデザインコースと共に始めました。新しい時代にふさ
わしい観光や地域活性のあり方を模索し、８月に現地調
査を行うところからプロジェクトを開始しました。現地
での気づきからアイデア出しや検討を重ね、最終的には
池田町の水の恵をテーマとした、新しいレンタサイクル
観光マップの提案へと行き着きました。次年度には実際
に池田町を中心にマップが配布される予定です。
　また今年度から３年次のデザイン演習の授業内容を刷
新し、ナラティブ（物語性）/ サービスデザインの内容
を中心とした授業をスタートさせました。木村恵美理非
常勤講師（ナラティブストラテジスト）が授業を担当し、
現代のデザインマネジメントを考える際に必須である、
サービスデザインを実践的に学ぶと同時に、デザインお
ける「物語性」を扱う課題に挑戦しました。
　加えて、３年生の学生たちが自主的にグループを組み

「とよたまちなか芸術祭」へ関わるなど、学生たちが大
学のプログラムから離れたところで、積極的にこれまで
得てきたデザインの力を実践へ移すような活動がみられ
たことは、非常に喜ばしいことでした。今後もライフス
タイルデザインコースでは、生活と社会の現場への深い
理解に根ざしたデザインを生み出すための教育と実践を
重ねていきます。

「ヒダの森でクマは踊る」と森林問題に取り組むプロジェクト 

飛騨古川でのフィールドワークと
アイデア発想
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中間講評

■　テキスタイルデザインコースからの報告
○工芸分野の領域横断による連携
　今年度から工芸分野の美術領域工芸コース、デザイ
ン領域メタル & ジュエリーコース、テキスタイルデザ
インコースは、領域横断による連携を始めました。後
期は「工芸から グリーンシティプロジェクト」と「工
芸 EXPO プロジェクト」を実施しました。また、美術
領域とデザイン領域の 1 年生が合同で行う「工芸制作」
の授業が始まりました。
○「工芸から グリーンシティプロジェクト」
　10/5 ～ 8 グリーンシティで展覧会
　大学外来者宿舎グリーンシティの住環境の改善を目的
に、美術とデザインの学生がアイデアを出し、制作、提
案を行うプロジェクトです。
　専門の技術や思考を駆使して制作した作品は、殺風景
だったグリーンシティの室内を明るく彩りました。来訪
者の評判は良く、展覧会後も学生作品を恒久展示するこ
とになり、次年度も継続してプロジェクトを続けること
になりました。

　　　ジャガード織カーテン 　　　　　　暖簾と部屋のマーク

○「工芸EXPO プロジェクト」
 11/26～29 愛知県国際展示場Aichi Sky Expo で展示
　経済産業省主催、伝統的工芸品月間国民会議全国大会
の大学コラボ展の制作と展示を行いました。テキスタイ
ルデザインコースは有松鳴海絞りと連携し、豆絞りに映
える柄を提案しました。
有松絞り産地・豆絞りプロジェクト
https://www.nua.ac.jp/info/detail/expo_4.html
会期中の 11/28 には、会場ステージで映画監督の堤幸
彦氏とのトークイベントで、学生たちがステージで自作
の説明をしました。

作品　　　　　　　　　　　　 ステージ

○「工芸制作」後期授業
　美術、デザイン領域の 1 年生にメタル、テキスタイ

ルの作品制作を通して、工芸の基本となる考え方や技術
を伝える授業です。テキスタイルでは草木を煮出し叩い
て、布を染めました。染色に対する興味を促し、生活の
中の植物に対する見方を変えながら、ものづくりのヒン
トに繋がる制作を行いました。

　　　　草木の叩き染　　　　　　　　　工芸制作講評

○「有松絞り手ぬぐいブランドプロジェクト」後期授業
　名古屋市有松とドイツデュッセルドルフを拠点に世
界展開を行う（株）suzusan クリエーティブディレク
ターの村瀬弘行さんを特別教授に招き、2 年生がプロ
ジェクトを行いました。去年に引き続きコロナ禍のた
め、村瀬さんが来校したのは 1 回のみ、後の３回の授
業は、ドイツの村瀬さんと学生をオンラインで繋ぎまし
た。従来の手ぬぐいは女性客目線のものが多いのです
が、今年度は時代を反映したジェンダーレスのブランド

「Varigent」「木洩レ日」を堤案、来年度 6 月第一土日
に行われる「有松絞りまつり」で学生自身が販売する予
定です。

村瀬さんとオンライン授業　手ぬぐいブランド Varigent　手ぬぐいブランド木洩レ日
　3 年生は、10/23 ～ 24 名古屋栄三越百貨店での（株）
suzusan のポップアップショップで、自作の手ぬぐい
を販売しました。

　　　　　三越百貨店で販売　　　　　　　　　村瀬さんと学生

○「帽子プロジェクト」
　名古屋の帽子問屋林八百吉（株）から依頼を受け、帽
子の布を 3 年生がデザイン・制作、林八百吉が帽子に
仕立てました。今年度の学生が考えたテーマは「物語」。
出来がりの評判が良く、12 名全員の作品を林八百吉
2022AW 展示会に出品する予定です。

　　　　　　帽子講評　　　　　　　　　　完成した帽子
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○総合展「THE 尾州」2/17 ～ 18 一宮市総合体育館
　3 年生の近藤悠香さんが翔工房に参加、尾州産地の匠
と布作りを行い、作成した布はガーメントに仕立て、オ
ンライン上のファッションショーに出演しました。

　　布 _Wave Strip 　　　　　　　　　　ガーメント

○詳しい活動の記録は、こちらをご覧ください。
Facebook: NUAtextile

■　メタル＆ジュエリーデザインコースからの報告
　美術デザインの工芸分野・領域横断連携では前期成果
物展「工芸リレー」３コースリレー展示に引き続き後期
は２つの展示発表を行いました。

「工芸から グリーンシティプロジェクト」
　大学のゲスト宿舎「グリーンシティ」改善企画の展示
を 10/5~8 現場グリーンシティにて行いました。メタ
ル＆ジュエリーデザインコースは金属素材を活かした作
品を展示。展示後もゲストに楽しんで貰おうとクラフト
研究科１年冨永侑⾥さんの七宝額２点、3 年川中冴恵さ
んの花瓶と靴ベラがグリーンシティに置かれています。

冨永侑里さんの七宝額、川中さんの花瓶（手前）、
大杉真帆さん（金属を知って貰うためのハンガー）

「工芸 EXPO プロジェクト」
　伝統的工芸品月間国民会議全国大会「EXPO IN 
AICHI」（経産省等主催）が 11/26~29 愛知県国際展
示場にて行われ、大学コラボ展・メタル＆ジュエリーコ
ースでは美術領域ガラスコースの学生と共に有志が集ま
り、夏休みを返上して尾張七宝を学び制作を行いました。
　あま市七宝焼アートヴィレッジの全面協力により、
相互七宝有限会社提供「しがかり品」（製作途中の製
品）✖学生オリジナル作品と伝統工芸士加藤実氏に学
ぶ有線七宝作品の２種類を展示しました。当日は学生がチ
ラシを配り、尾張七宝や自分の取り組みについて来場者に
説明をしたり、特設ステージにて堤映画監督からインタ
ビューを受けて答えたりと積極的に社会参加を行ないま
した。

メダルプロジェクト「卒業生学
生表彰者への副賞メダル制作」
　3 年生は卒業式で表彰される学生表彰者への副賞メダ
ルを制作しました。メダルはそれぞれ一点ものの特別制
作で「2021 NUA STUDET AWARDS」の文字が刻ま
れています。制作されたメダルは卒業式で授与される前
に 2 月 22 日から 26 日まで (23 日開廊 ) AD センタ
ー East（東キャンパス）でお披露目展が開催されます。
展覧会ではミニメダルの新作、海外メダル作家の作品な
ども展示されます。

表彰メダル / 川中冴恵さん作品 表彰メダル / 奥岡夢乃さん作品

産学連携・尾張七宝プロジェクト
　３年目の今年は制作後にジュエリーセレクトショップ

「FULIGO SHED」店長林秀和氏をお迎えし講評会が行
われました。商品セレクトの基準などプロの厳しさに触
れながら可能性も示唆して頂きました。
　レヴュー展は２年、３年共に体育館での展示でした。
各自の課題と共に自主制作を展示し、個性を活かし工夫
を凝らした展示空間を作りました。
　４年生卒業制作今年は 11 名が卒業制作に臨み、自分
の生い立ちや思い出などを振り返り、今現在身の回りで
起こっている事柄を思考し、各々の技法、表現に落とし
込みました。

「芸大生の Show Case」
　主催：名古屋東急ホテル、協力：愛知県立芸術大学、
名古屋芸術大学、名古屋造形大学、C B C テレビによ
る企画に４年濵上純華さん（9/1~30）、岡島真怜さん、
研究科１年冨永侑⾥さん (12/1~26) が参加展示しまし
た。名古屋東急ホテルの２階「なだ万」向かい壁に並ぶ
ショーケースに１ヶ月間展示され、宿泊や食事をされる
人達の目に触れる機会を持ちました。

３産地合同の展示ブース制作中　　　　　出来上がりの様子

ガラスコース高木愛菜さ
んの靴と研究科２年金佳
頴さんの合子（手前 2 点）

特設ステージでのインタビュー
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　濵上純華さん作品 　　　冨永侑里さん搬入中の様子と作品 
10/31Gifu ビ
ルにて開催され
たクラシック音
楽 イ ベ ン ト < 
LE  PROJET à 
GIFU> に て ３
年奥岡夢乃さん、
川中冴恵さんが
美濃和紙ショッ
プ Washi-nary・和紙見本用アイアンスタンドを２脚制
作し、コンサート和紙インスタレーション作品（１年生
制作）の搬入を行いました。アイアンスタンドは今後
Washi-nary の和紙イベントで使用されます。

日本新工芸展 学生選抜展
　4 年生の田村麻実さん、濵上純華さんの卒制が日本新
工芸展の特別企画、学生選抜展に選ばれました。二人の
作品は第 43 回日本新工芸展 ( 東京会場 / 国立新美術館、
東海会場 / 松坂屋美術館 ) で展示されます。
　奥岡夢乃さんを研究代表者として 3 年生 8 名が「永
井科学技術財団奨励金モノづくり試作」に応募し採択さ
れ、奨励金を授与されました。
　半年間受験に向けて努力した結果が実り、国家検定制
度 1 種「貴金属装身具製作技能士検定３級」を３年奥
岡夢乃さんが受験して合格しました。

■　インダストリアル＆セラミックデザインコースからの報告
　ID コースでは、お香・線香の専門店「香源」を展開す
る菊谷生進堂殿とのコラボレーションで、前期と後期を
通した産学連携プロジェクト「お香文化を楽しむ新しい
道具のデザイン開発（香源プロジェクト）」を行いました。
　日本におけるお香を楽しむ文化は 1400 年前から始
まり、その歴史も古く、種類や楽しみ方は多様で実はと
ても優美な世界観を持っています。しかし、現代社会で
は仏具として定着していますが、それ以外は登場する機
会が限られ、年齢層の高い嗜好品的なものとなっていま

す。このプロジェクトでは、お香に一番馴染みのない世
代である学生たちに、自身の生活の中でのお香の可能性
について模索してもらい、香源ブランドの新商品開発に
つなげることを狙いました。
　プロジェクトを始める前に菊谷生進堂の菊谷勝彦代表
に「お香とお香文化」について、ご講義頂きました。実
際の道具などを使った講義はわかりやすく、お香に縁の
なかった学生たちの興味を惹く事ができました。その模
様は名古屋芸大グループ通信の Web サイトでご覧いた
だけます。
https://www.nua.ac.jp/group_tsusin/collaboration/
collaboration_14.php
　前期は ID コースの３年生と大学院１年生にお香を
使った新しい商品の企画提案を行ってもらいました。
２ヶ月という短期間でしたが、ユニークな提案が多く
あり、菊谷氏からとても良い評価を頂き、２名を表彰
しました。その模様も Web サイトでご覧いただけま
す。
https://www.nua.ac.jp/group_tsusin/collaboration/
collaboration_17210810.php
・最優秀賞：青山健太郎（大学院１年）「時計のない生活」
・優秀賞：吉野廉平（ID コース３年）「INCENSE HOLDER」
　後期は ID コース 2 年生のセラミック演習で香台を制
作しました。セラミック演習では、原形作り、鋳込み型
製作、素焼き、色付、本焼きの一通りの工程を学びなが
ら、思い思いの香台をデザインしました。

■　カーデザインコースからの報告
◇自動車技術会デザイン部門委員会『二輪デザイン公開
講座』を共同開催しました。カーデザインコースでは教
員が日本最大の学会である自動車技術会のデザイン部門
委員会に所属し、この主催イベントである『二輪デザイ
ン公開講座』の開催を担当しています。この講座は国内

岡島真怜さんと作品

メタル工房でアイアンスタンド制作中の川中冴恵さん、奥岡夢乃さん
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のデザイン系大学でカーデザインを学ぶ学生を対象に二
輪デザインの楽しさやその仕事内容を伝えるためのイベ
ントで、国内 5 社の 2 輪メーカーデザイナー直接指導
をする貴重な講座です。前年度はコロナで中止になりま
したが、2019 年度の開催に引き続き 2021 年度も夏
季休暇期間の 8 月 19，20 日に本学で開催することが
できました。コロナの影響があったため、対面での参加
は本学の学生のみで他大学の学生はリモートで参加、結
果的に参加しやすくなったことで前回よりも多く、ほぼ
2 倍の 60 名ほどの学生が参加してくれました。講座は
スケッチ、モデル、デジタルスケッチ、カラーデザイン
の 4 講座構成で、本学学生は対面、他大学の学生はリ
モート受講で、時間を区切って全員がすべての講座を受
講しました。本学はデジタル工房が充実しており、この
資源を有効活用することで全国の大学にとてもスムーズ
にリアルタイムで授業を配信することができ、大変好評
のうちに終了しました。

プロデザイナーによる熱いお話　　　　　モデル制作指導

　　　　スケッチ講座　　　　　　　　　　スケッチ講座

◇本年度後期よりトヨタグループのテクノアートリサ
ーチ社から講師をお迎えしました。カーデザインコー
スの大きなニュースとして、後期からトヨタ自動車の
ブランチである株式会社テクノアートリサーチ社より
講師を迎え授業をお願いすることになりました。同社
はトヨタデザイングループの一拠点として 先行開発や
レーシングカー、生産車などの車両デザインを中心に、
ボート、ロボット、住宅設備などトヨタの幅広いプロ
ダクトデザイン提案を担うデザインに特化した専門会
社です。授業は 2 年生後期の実技でスケッチからクレ
イモデルまで、カーデザイナーにとって特に重要な表
現技法の基礎を指導していただきました。指導は岡本
先生（同社副社長）桑田先生（同本部長）に担当いた
だき、授業には同社の若手スタッフも参加、熱のこも
った授業が行われました。また、間でテクノアートリ
サーチ社の見学、さらに前トヨタ自動車取締役でデザ
インを統括していた福市得雄氏の特別講義も受講する
ことができました。最前線の企業からの指導を受ける
ことで学生はカーデザインの現場を知り、未来のデザ
インを知り、さらにこれらを生み出す基礎の技術を学
びました。カーデザインコースからはトヨタ自動車、
テクノアートリサーチ社、さらにそのグループ企業で
あるデンソー、トヨタ紡織、アイシン、トヨタ車体な

どに多くの先輩が務めており、愛知県を支える自動車
産業に貢献しています。

　クレイ工房でのモデル制作　　　　レビュー会場での講評

■　スペースデザインコースからの報告
　スペースデザインコースでは、授業内での作品制作だ
けでなく学内外の展示・発表を積極的に行っていたので、
今年度はかなりコロナの影響がありましたが、形を変え
ながらもたくさんの取り組みを各学年が行いました。
　2 年生は、毎年秋に美濃市で行われる「あかりアート展」
に、美濃和紙を使った照明を各自自宅で制作し、歴史的
な町並みに屋外展示する予定でしたが、今年度もコロナ
禍ということもあり屋内会場展示、審査が行われました。

和紙のあかり屋内展示

　また、自身の出身地を紹介するメディアとしてのゲス
トハウスの課題ではグループで実制作に取り組みました。

実技 2 ゲストハウスの実制作

杉とダンボールのテーブル　 mozo との産学連携プロジェクトの TV 中継

　3 年生は子どものための読む空間で使用する家具を制
作し東京のこどもミュージアム PLAY で展示を行いま
た、社会的なテーマとなっている資源の再利用を「アッ
プサイクル」する課題に取り組みました。

子どものための読む空間で使用する家具 PLAY での展示
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アップサイクルでのものづくり アトリエのある住宅設計課題

　３つの企業との産学協同プロジェクト行いました。ガ
ーデンメーカーさんとは、庭造りの中で生まれる廃材を
使ったノベルティーの開発ついての提案を行い、パーム
ホルツさんとは、社の開発した新素材の建材を生かした、
ストリートファニチャーを東京の見本市会場での展示会
に出展したり、オダタイヤ、トヨタカローラ愛豊さんに
は新車発表のディスプレイを担当させていただき、大学
のホームページをはじめたくさんのメディアに取り上げ
られました。

　卒業生が美術教員として赴任、スペースデザインにも
多数在籍している木曽川高校と高大連携のプロジェクト
で高校正門にモニュメントを完成させました。

　今年度も卒業制作展が学内開催のため、スペースデザ
インコースでは日頃の実技室を、作品と空間が一体化し
た展示空間として、多くの 2.3 年生の協力を得て学生
自らで作り上げました。
　今年も卒業生が多数見に来てくれ、近況を聞いたり、
感想を言ってもらったり、交流しました。

卒展会場

■　文芸・ライティングコースからの報告
　文芸・ライティングコースでは、各々の学生が日々の取り
組みや成果を意識的に形にするために、冊子制作や展示に
取り組みました。様々なジャンルの本を精読し、異なる文体
を書き分ける力を習得すると共に、自らが創作した作品の
執筆意図を具体的な言葉で表現するためにプレゼンテー
ションの方法も積極的に学んでいます。
　コース発足時から毎年行っている「ラジオドラマ脚本」の
執筆、「新博物誌」の冊子制作には、例年以上に学生が主体的
に取り組むことが出来ました。ラジオドラマは、学生一人一人
が「言葉が音で表現される過程」をイメージして丁寧に書き
上げました。また、共同制作を行っている声優アクティングコ

ースおよびサウンドメディア・コンポジションコースとの交流
もより深められた一年となりました。「新博物誌」は尾張中央
タイムズ編集長の米田環氏の指導のもと、学生有志が編集
チームを作り、冊子にしました。その冊子をベースに、文芸コ
ースの３年生が、挿絵を担当した洋画コース・日本画コース・
コミュニケーションアートコースの学生と共に、東キャンパス
のギャラリーで原画展（「新博物誌展」）を開催しました。
　また、学外授業やデザイン共通の授業において、「文章と
言葉が社会の中でどのように機能しているのかを多角的に
捉え、将来の仕事について考える」ことを目的に、様々な分
野のプロの方々からレクチャーを頂きました。2021 年度の
特別客員教授であるコピーライタ―の谷山雅計氏は、年間
４回の講義を通して、「人を惹きつけるキャッチコピーとは何
か」を知るための具体的な課題を提示され、提出課題に対し
て丁寧に講評をされました。10 月には、本学洋画コース卒
業生の画家・水野⾥奈氏から「ビジュアルとテキスト」につい
てのお話をうかがい、「デザインと文化」の文芸コース担当
回では、古書五つ葉文庫店主の古沢和宏氏から「痕跡本」や
古書の面白さを社会に広める活動について魅力的なお話を
聴かせて頂きました。11 月上旬には、一学生から企画の声
が上がり、本学イラストレーションコースの丸岡慎一先生と
文芸コース非常勤講師の松本育子氏（刈谷市美術館）によ
る対談形式の講演会を開催し、言葉と絵の双方の観点から
絵本の魅力を知ることが出来ました。また、11 月下旬には、
就職活動に向けてアドバイスを頂くために、コミュニケーシ
ョン・プランナーの上田源氏から、広告や映画のタイアップ
事業に関する実践的な取り組みを紹介頂きました。
　戯曲の授業では、西欧の未邦訳作品の講読を行い、東キ
ャンパスの中アンサンブル室でアルゼンチンの作家コピの

「フリゴ（冷蔵庫）」を上演しました。演出家の深澤伸友氏・
俳優の榊原忠美氏の御指導のもと、文芸コースと芸術教
養領域の学生有志が協力メンバーとして半年間共に活動
し、舞台作りやアフタートークでの司会を担当しました。一
年をとおしてのブック・プロジェクト、「メイゲイ・ブックツリ
ー」は、大学図書館との連携をより深め、現在、西キャンパ
ス図書館で「本の木」の展示を行なっています。ブックツリ
ーの特設ホームページやコースのFacebook は随時更新
していますので、ぜひご覧下さい。
　先の見えないコロナ禍ではありますが、学生を中心に今
できることは何かを模索し、今後も様々な取り組みを行な
っていきたく思っております。

　　絵本についてのレクチャー　　　 「新博物誌」展より冊子と共に

朗読劇「フリゴ、もしくは・・・冷蔵」
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　今年度も保護者の皆さまのご支援により、本領域を運
営できております。誌面をお借りし改めて感謝申し上
げます。ここからは芸術教養領域の今年度後半の教育
活動を記します。紙幅が限られているため、詳細は本学
のWEBサイトや、領域のWEBサイト（https://www.
nua-la.jp/）、本学院のグループ通信等をご高覧くださ
れば幸甚です。

■ 芸術教養領域と学びの意義
　芸術教養領域では、人工知能（AI）にできないことが
できる人、アーティストや芸術を社会と繋げられる人を
育てることを目標としています。AI にできないことの
一つが、アルゴリズムにしにくい物事です。それは、課
題を発見し、それを分析したうえで、試行を繰り返し、
解決に導くことです。この過程に必要な、課題発見や分
析には、広い視野と視覚や聴覚を研ぎ澄ませた観察力、
言葉と視覚・聴覚情報を駆使した思考とアウトプット（プ
レゼンテーション）が欠かせません。また、解決策の提
案・実行には、グループで動く力も必要です。
　芸術教養領域ではこれらの力を涵養するさまざまな授
業科目を設定し、進級するごとに力を少しずつ身につけ
るようカリキュラムを組んでいます。最終学年では集大
成となる卒業研究を行い、それを文章でまとめていきま
す。以下、集大成の研究を終えた４年生から順を追い、
本領域の学生の授業内外での活躍を記します。

■ ４年生の卒業研究と発表
　別項の「芸術教養領域　卒業研究展・口頭発表会・卒
業制作展」でも述べましたが、今年度後期、4 年生は学
びの集大成となる卒業研究を行いました。人間発達学部
の多くの学生が取り組む卒業研究と同様に、美術やデザ
インでは卒業制作、音楽では卒業演奏などに該当するも
のです。芸術教養領域では研究成果を 2 万字程度の卒
業論文にまとめます。12 月 17 日の論文提出締切直前、
徹夜に近い状態の 4 年生もかなりいたと思います。提
出時刻の 13 時半には全員が分厚い論文を持参し、最も
太いホッチキスで仮綴じを行いました。
　それで終了ではありませんでした。次は A1 サイズの
ポスターのデータ制作がありました。ポスターは文章と
図表を入れた、卒業研究のダイジェストです。研究結果
やまとめ、全体像を、図表・写真・イラストなどをあし
らった、デザインも熟考されたものです。
　さらに 4 年生が大変だったのは、論文の手直しを行
ったうえで清書を提出し、製本する作業があったことで
す。さらに、デジタル工房で印刷して頂いたポスターを
トリム（トンボ）に合わせ A1 サイズに切り、展覧会の
搬入を行いました。ポスターは東キャンパスの卒業研究
展および、西キャンパスの卒業制作展で展示されました。
　次は口頭発表会のためのスライド作りに追われ、本当

に忙しかったことと思います。口頭発表が終わった後は、
東キャンパスの卒業研究展の搬出、西キャンパスの卒展
の搬入と搬出、その合間に就職・進学や転居の準備など
がありました。

　今期の 4 年生
も非常に優秀で、
ほとんどの学生
は単位がほぼ揃
っていましたが、
卒業研究以外に
もっと勉強した
い学生は、卒業
要件を超える授
業を履修し、頑
張っていました。
4 月からの新生
活も上手く行く
よう祈っていま
す。

■ ３年生の後期授業
　4 年生の卒業研究をみることは、3 年生にとっては特
に重要です。言うまでもなく、それは彼らが次年度に行
わなければならない「お手本」だからです。今回も昨年
度に引き続きコロナ禍に阻まれ、対面で 4 年生の発表
を聴けたのは 3 年生のうち約半数でした。個々人の興
味や関心分野に近い発表について、最低でも１つの質問
やコメントをするよう促したところ、全員、良い発言を
してくれました。質問やコメントをする気持ちで他者の
発表を聴くことが、理解を深めたり、知識を増やしたり
する効果もあります。

　今期、３年生
が特に大変だっ
た必修授業は「芸
術教養レビュー
２」と「セミナ
ー２」だったこ
とでしょう。ま

た数名の学生が履修していた「ムービー制作」、「インタ
ーメディア表現」、「身体と言葉の表現」は制作する動画
等があり、かなりの努力がはらわれました。

　芸術学部芸術学科芸術教養領域

３年生が制作したスライドショー動画を壇上に集まって観ている４年生。入
学時の新歓記念写真が映されている。３年生は花束贈呈の準備に奔走中

３年生から花束を渡された４年生

卒業研究展（東キャンパス）で搬入作業に
あたる４年生と教職員

４年生の卒業研究口頭発表会で質問する３年生
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　「レビュー（review）」とは、「もう一度・繰り返し（re）、みる
（view）」という意
味で、本領域で
は学修内容と学
生自身の振り返
りをすることで
す。芸術教養領
域では、振り返
った成果を他者
にも伝わる形でパネルにすることが主な作業となりま
す。今年度の前期は2年生と1年生が行いました。
　3 年生は次年
度の卒業研究に
向け、前期の「セ
ミナー１」と後
期の「セミナー
２」で、文献購
読、ポートフォ
リオ作り、テー
マ探究、論文に
相応しい文章記
述、さまざまな調査法などについて学びました。自身の
興味と関わる、他の授業や自主活動も含め、振り返り

（review）、卒業研究に向けて A2 および A3 サイズの
パネルを制作しました。
　今期のレビュー展で 3 年生は機材班、運営班、企画
班の３つの班に分かれ、授業時間外も活発に動きまし
た。どの班も非常に大変そうでしたが、素晴らしい働き
で、実のある展覧会になりました。機材班は水も漏らさ
ないチェック体制で、機材を準備し、終了後も返却機材
を正確に確認してくれました。最も地道で展覧会の根幹
となる作業でした。運営班は物品の準備・確認はもちろ
ん、さまざまなことが完璧でした。受付当番の割り振り
でも、展示の写真撮影でも大変頑張ってくれました。企
画班はパンフレットの制作から企画班独自のパネル制作
と展示、全体の搬入と搬出のとりまとめまで、活発に動
いてくれました。ひとり一人の詳細については本学の「グ
ループ通信 57 号」で特集して頂きましたので、ご高覧
くだされば幸いです。

■ ２年生の後期授業
　２年生は９月に西キャンパスのギャラリーにおいて前
期のレビューの展示を行いました。残暑厳しいなか、搬
入・搬出、そして口頭発表会（講評会）に汗をかきまし
た。２年次の主な必修授業は「芸術教養レビュー１（旧
カ リ キ ュ ラ
ム）」と「日
本 語 リ テ ラ
シー２」、「英
語 リ テ ラ シ
ー １・ ２」、

「プロジェク

ト１・２」等です。
レビューと同様、
リテラシー科目も
課題が多く大変だ
ったようです。
　特に時間がかか
り、苦労したのが

「プロジェクト２」です。今期はコロナ禍がどのように
なるか予想がつかなかったため、東キャンパス内の改善
をテーマにしました。改善したい物事を学生個々人が考
えたうえで、７班に分かれ、付箋に記したものを模造
紙（ビー紙）に貼ることで視覚化しながら話し合いまし
た。アンケートやインタビューで調査をしながら改善案
を出し、具体的な改善方法を試行し、ユーザーのフィー
ドバックを受けつつブラッシュアップしていきました。
時には班の中での役割分担等で躓きましたが、全体的に
上手くまとめてくれました。今期は、東キャンパス内の
Wi-Fi マップ掲示、１階のトイレの案内表示、学生食堂
と９号館１階のチラシ入れや掲示板の改善、５号館掲示
板の貼替えと掲示物分類、９号館トイレの改善、学生食
堂のライトメニ
ュ ー、 動 画 に よ
るギャラリーへ
のアクセス案内
を 提 案、 実 施 し
ま し た。 春 休 み
や次年度にも発
展していくプロジェクトで、学内の改善に繋がるととも
に、芸術教養の学内ブランディングにもなります。何よ
り学生が、これから先、地域社会や会社等でグループワ
ークをする際に役立つことでしょう。

■ １年生の後期授業
　１年生も２年生同様、９月に前期のレビューの展示を
行いました。ただし場所は東キャンパスのギャラリーで
した。２年生の講評会と同日の午前、口頭発表を行いま
した。この時、３年生の田坂美夢さんが来場し、１年生
の様子を見て、感想も述べてくれました。
　１年生は後
期もビジュア
ルとサウンド
のリテラシー
を涵養する授
業 が あ り ま
す。後期の実
技 は そ れ ぞ
れ、谷野先生
と岩上先生、
日栄先生と佐野先生がご担当くださいました。助手さん
お二方も服部さんも引き続き、手厚くサポートしてくだ
さいました。特に助手の中森さんと鈴木さんがいなけれ
ば単位を落としていた、という１年生が意外といるよう

３年生のレビュー展で企画班「頭取」（班長）
がパンフレットを説明。右横はパンフレットの
データ制作者

３年生のレビュー展での個人発表。写真の学
生はレビューでもプロジェクトでも地道かつ
着実に動き、欠かせない存在だった。班のメ
ンバーと教職員の信頼は特に厚い

レビュー講評会で発表を聴く２年生

プロジェクトで学生食堂運営会社（共栄
食品）の社長と社員と交渉する２年生

プロジェクトで成果を発表・
視聴する２年生と教員

ビジュアルリテラシーで PC 画面を熱心に見
つめ作業する１年生
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です。リテラシー科目の講義としては「サウンド文化」
が後期にあり、昨年度に引き続きオンラインでしたが、
担当が成本先生に変わりました。「日本語リテラシー１」
も後期に始まり、昨年度に引き続き水川先生が担当して
くださいました。音楽の大学院生の濱元さんや飯室さん、
助手の鈴木さんが手厚く指導補助にあたりました。再履
修者の先輩達も１年生に親切だったそうです。
　１年生は異文化体験のレポートでも苦労しました。昭
和日常博物館（北名古屋市歴史民俗資料館）、名古屋市
中区の東別院から大須近辺、知多半島の半田市という３
カ所、計４日間の学外授業と、最終まとめのワークショ
ップが土日にあり、ア
ルバイトや自動車学
校の調整で困った学
生もいました。学外授
業をした翌週はその
振り返り授業でした。
大須と半田に関して
はカウントした物事
をグラフ化したうえ
で長文レポートにす
るタスクもあり、グラ
フ作成のアプリケー
ションソフトやオン
ラインサービスに慣
れていない学生は特
に辛かったことでし
ょう。しかし、レポー
トは大変な力作が多
く、「卒業論文にもで
きるのではないか」と
思わされた秀作も散
見されました。

■ 夏期読書課題
　本領域では、１年次末から３年次末の春と夏の長期休
暇中に書籍を読み、休暇明けにその概略を発表する課題
も出しています。文章読解力は、「意味」を捉えられな
い AI には搭載が難しく、AI が発達していく社会で、人
間にしかできない仕事と不可分です。また、長い文章を

読む力も若いときまでに身につけた方が良いと言われて
います。
　今期は夏休みに読んだ本を３年生はレビューやセミナ
ー、２年生はゲスト招聘授業の枠組み内で発表しました。
いずれも教員側が指定した書籍の中から選びました。子
ども向けと思われているものの、かなり深い内容の『た
のしいムーミン一家』、『ルドルフとイッパイアッテナ』、

『長くつ下のピッピ』、『ぼくがぼくであること』、『星の
王子さま』、『モモ』などや、『博士の愛した数式』、『そ
して誰もいなくなった』、『女の子が生きていくときに、
覚えていてほしいこと』、『ソロモンの指輪 -- 動物行動
学入門』、『乳と卵』、『思いわずらうことなく愉しく生き
よ』『生物と無生物のあいだ』、『断片的なものの社会学』
などについて発表がありました。

■ 学生の課外活動
　コロナ禍においても、学生たちはしなやかに対応して
います。別項でも記したように、３年生は忙しい合間を
縫い、４年生のための送別企画を考え、実行しました。
本稿執筆時もさらなる企画を進めています。どの学年の
学生も個々人での活動も非常に活発で、卒業研究や就職
活動、就職に繋がるインターンシップ参加にも熱を入れ
ています。
　レビューは上記のとおり、授業を中心とした振り返り
であり、制作物を提出する期限もあります。そのため、
もっと自身の制作したものを展示したいという２年生が
数名います。企画を巡り紆余曲折がありましたが、予算
の見積もりや、領域内の公募にも応募し、ギャラリー使
用の申請も済ませ、実行に向けて自主活動をしています。
１年生も自分の課外活動を活発化しており、主体的に動
く力を蓄えていると感心させられます。

■ 春休みと新年度に向けて
　本稿執筆の 2 月上旬現在、通常の授業は終了しました。
2 月下旬の卒業・修了制作展での搬入・搬出、会場当番
を残すのみです。また在学生には３月末にオリエンテー
ションが予定されています。合宿で運転免許を取る学生、
アルバイトを集中的に入れ学費を貯める予定の学生、イ
ンターンシップに赴く学生、自主制作活動やレッスンを
続ける学生などさまざまな計画を立てているようです。
　教員からは、上記の「夏休みの読書課題」に引き続き、
春休み中も読書をするよう連絡を入れました。１年生に
は初めての読書課題となります。１・２年生には引き続
き教員が推薦した本から 1 冊を選んでもらいます。３
年生は卒業研究に向け、研究テーマに関連のある本か、
テーマが決まっていない人には関心がある本を自身で探
してもらいます。これらは来年度前期の授業課題の一部
として発表する予定です。読書に限らず、学生には春休
み中、疲れた心身を休めるとともに、自身の成長につな
がる何かをしてもらいたいと思っています。

（芸術教養領域主任・茶谷薫）

サウンドリテラシーで発表する１年生

異文化体験で訪れた半田市の旧
中埜家住宅。２階で開催中の印
刷会社のワークショップに参加
する１年生
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　人間発達学部・子ども発達学科
　今年度もコロナ感染予防の関係で、様々な制約を余儀
なくされる中、創意工夫しながら学部独自の活動を進めて
まいりました。その中からいくつかをご紹介させていただ
きます。

■ 小学校で自然学習カルタとり大会
　3年専門演習の1つ「子どもの生活と教育ゼミナール」
は今年度、4人の学生を総合的な学習と理科教育担当の
2人で授業を担当することになったため、自然環境調査を
通して子どもたちに還元できる活動に取り組むことにしま
した。春から秋にかけて大学周辺を散策し、動植物調査し
たり、摘んだ植物での遊びや調理活動も行ったりしてきま
した。その際に撮りためた画像や、知識・体験を最終的には

「図鑑（冊子とCD）」と「写真カルタ」にまとめました。そし
て、それらを近隣の北名古屋市立師勝北小学校にプレゼン
トして自然学習に役立ててもらうことにしました。
　その贈呈に当たり、5年生2クラスそれぞれで「カルタと
り大会」をしてもらいました。初めは「お手付き」もあって「1
回お休み」の子たちもいましたが、さすがに5年生です。1
回目で動植物の特徴を捉えて、2回目は素早く、そして間違
えなくお目当てのカー
ドをとっていました。ク
ラス代表の子からうれ
しい感想とお礼の言
葉をもらえて、学生達
もとてもやりがいを感
じていました。 

■ 就職支援セミナー
　12月4日、人間発達学部の就職支援セミナーが、２・３年
生を対象に開催されました。近年、一般企業だけでなく、幼
稚園教諭や保育士などの採用時期も早まっており、例年よ
り一か月以上早い日程となりました。就職・進路について、
早い段階で学生に意識を持ってもらい、希望する進路に確
実に進むための準備を始められるよう支援しています。全
体会で就職・進路に対する意識を喚起し、その後、小学校、
幼稚園・保育園、福祉施設、一般企業・公務員・大学院といっ
た、学生が希望する進路に沿った４つの分科会に分かれて
講演会を行いました。今年度の採用を決めた先輩や、現在
その職業で働いている卒業生を招いて、どのような進路を
決めたのか、どのような準備が必要か、など様々な有意義
な話をしてもらう
とともに、学生の
様々な疑問に応え
る機会となりまし
た。今年度は、初め
ての試みとして、
同窓会の協力を得
て、10年以上教員

をされている方な
ど、経験豊富な頼
もしい卒業生の話
もあり、学生にとっ
てとても良い刺激
となったことでしょう。このセミナーでの経験を活かし、学
生それぞれがしっかりと進路を見定め、夢を実現してくれる
ことを応援したいと思います。

■ ホームカミング
　今春卒業した学部出身生が、卒業後どのように社会人と
して活躍しているのかを知るとともに励まそうと、今年度も

「ホームカミング」を行いました。今年度は久しぶりに対面
式で実施できることになり、ボトル茶やお菓子なども用意
して、楽しく懇談できるように準備も進めていました。
　今年度は、小学校で図画工作講師として頑張る卒業生
と、保育士として頑張る卒業生3人が参加しました。在学中
も仲良しのメンバーでしたが、卒業後に会うのは初めてと
のことで、再会を喜び合っていました。
　初めに卒業後の様子を話してもらいました。それぞれに、
ボランティアや実習で行った時とは違い、責任感をもって
日々保育することの大変さが語られました。中には、職場の
人間関係で戸惑っていたり、小学校教員では非常勤講師の
仕事をしながら本採用に向けての勉強も両立させようとし
ていたりするために苦労している様子も語られていました。
それでも4人ともにやりがいを感じていて、これからも引き
続き現在の仕事で頑張ろうという意欲も感じられました。
　参加した関わり深い教員から、それぞれに励ましのメッ
セージが贈られました。これからも名古屋芸術大学人間発
達学部卒業生としての活躍に期待したいです。

■ 絵本士資格取得を力に「おはなし会」開催
　昨年度から認定絵本士資格が取得できる講座「子どもと
絵本1・2」の授業がスタートしました。本資格は、30講座を
受講し、課題をやり切った学生達に認定されます。昨年度
30人が資格認定されました。そのうちの16人はその後卒
業をし、現在保育士等として講座で得た技能と知識を生か
してくれています。
　まだ大学に残っている14人には、「絵本士資格取得を力
に地域で「おはなし会」を開催しよう」と呼びかけてみまし
た。その結果、現2年生取得者が「みつば」というグループ
を結成して、地域からの要請の機会を待っていました。そこ
へ、名古屋みなと蔦谷書店より「クリスマスイベント」開催
のお誘いがあり、音楽領域生のコンサートと合わせまして、
おはなし会として「みつば」が参加することになりました。
　要請があってからの1か月、合同で練習できる日取りを
苦労しながら確保し、演奏が得意なメンバーも加わって、

「手遊び」「絵本の読み聞かせ」「パネルシアター」「クリスマ
スソング」で30分の「おはなし会」企画を立て、練習を進め
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てきました。授業担当教員からもアドバイスをもらって、初
公演にふさわしいものへと形づくられてきました。
　年末の12月17日（日）名古屋みなと蔦谷書店には、開演
前から小さな親子連れが席に座り始めました。雰囲気を盛
り上げようと急遽クリスマスソング演奏も加え、会場を和
ませていると、開演時間には30人ほどの親子でミニ会場
はいっぱいでした。初めての公演で緊張もしていましたが、
学習と練習の成果を生かして見事に30分、集まった親子を
魅了しました。公演後、蔦谷書店の方からも褒められるとと
もに、次回企画への参加依頼も受けていました。

　人間発達学部・子ども発達学科は、来年2022年4月の入
学生から、教育学部・子ども学科と名称を変え、4年間の新
しい学びを展開いたします。前会報（71号）に引き続き、こ
こで2年次に分かれる7つのコースで身に付ける力（身に付
く力）をご紹介いたします。

■ 小学校教育コース
○教育の理論や支援の方法について系統的・実践的に学

び理解する。
○地域の学校現場における教師や児童との関わりを通し

て実践的な指導力を身に付ける。
○今日的な教育課題の本質をとらえ、職場の同僚や保護

者、地域の人々と協働して検討し解決しようとする態度
を身に付ける。

■ 子ども英語コース
○子どもの第二言語習得、英語学の基礎、英米児童文学、小

学校英語教育に関する知識を論理的・体系的に理解するこ
とにより、小学校英語を専門的に指導する力を身に付ける。

○歌やチャンツ、ゲームやプレゼンテーションなど実践的・
対人的活動の訓練を積むことにより、外国語によるコ
ミュニケーションの楽しさを伝える力を身に付ける。

○グローバル社会における多様な言語や文化、価値観を
理解することによって、物事をさまざまな観点から思考・
判断し、異なる価値観や異文化を尊重し認め合う態度を
身に付ける。

■ 子どもICTコース
○ICTや先端技術のメリット、デメリットを正しく理解すると

ともに、それらを活用した授業方法、情報モラル教育な
どに関する専門的知識を身に付ける。

○ICTに関する確かな知識を持ち、激しく変化していく今
日的教育課題に適格に対応できる高度なICT活用スキ
ルや子どもたちにICTの正しい活用法を適切に指導でき
る力を身に付ける。

○子どもの豊かな学びの実現に向けて次世代の新しい教
育の在り方を創造し、ICTを効果的に活用した授業方法
を提案・改善できる力を身に付ける。

■ 子ども創作・表現コース
○芸術の楽しさを伝えることで、子どもとのコミュニケー

ションを深め、他教科・領域との関連を理解する。音楽分
野、図画工作分野に対する知識と、その教育的な意義を
理解する。

○実際の教育での現場で実践を通して、子どもたちに芸術
の楽しさを伝える力・芸術指導の力・感性を育む力を身
に付ける。

○芸術大学ならではの環境の中で、様々な芸術活動に向
き合うことにより、自分の豊かな感性と表現のスキルを
磨き、豊かな芸術的感性を兼ね備えた思考力・判断力・表
現力を身に付ける。

■ 幼児教育・保育コース
○保育における適切な環境構成と援助、人間関係の構築

や保育者の役割、そして、指導計画の意義や作成の仕方
について幅広い知識を身に付ける。

○実習やボランティア活動、附属園等での活動を通し、保
育者としての実践的な資質を培うとともに、信頼関係を
大切にした子ども一人一人との関わり方を身に付ける。

○子どもの発達や保育における諸課題に対し、仲間と協働
しながら、課題の本質を押さえつつ、新しい発想や仕組
みを活かして解決しようとする姿勢を身に付ける。

■ 子ども支援コース
○乳幼児期から青年期までの児童福祉に関して総体的に理

解し、子どもに関連する社会の諸課題を捉え、支援の理論
や多様な援助、アプローチに関する知識を身に付ける。

○支援過程において子育て支援・子ども家庭福祉の視点
を持ち、地域の多様な機関と連携できるコミュニケー
ション力を身に付ける。

○子どもの個性を尊重し、一人一人の豊かな育ちを保障す
る支援について深く考え、そのあり方について多角的に
考え、判断できる力を修得する。

■ 子ども健康・スポーツコース
○幼児の健康と運動あそびが心身の発達にもたらす効

果、生涯にわたる健康づくりにつながる重要性等につ
いての専門的な知識を身に付ける。

○保育・教育現場での経験を通し、発達や環境、状況に応
じた指導方法についての実践的技能を身に付ける。

○生涯にわたる健康づくりへとつながる発達に応じた多
様なアプローチを考える力を身に付ける。

2022 年 4月「教育学部・子ども学科」スタート
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人間発達学部　子ども発達学科（2022年4月 教育学部子ども学科に変更）
認定絵本士の学生グループによる「おはなし会」を開催！
　2021 年 12 月 19 日（日）、大型ショッピングモール「ららぽーと

名古屋みなとアクルス」内にある「名古屋みなと 蔦屋書店」のクリスマスイベ
ントとして、学生グループ「みつば」による絵本のおはなし会が開催されました。
学生グループ「みつば」は、本学で 2020 年度からスタートした認定絵本士養成
講座をすべて修了し、見事「認定絵本士」資格を取得した学生たちを中心に結成
された絵本の読み聞かせグループです。メンバーたちは「初公演でドキドキする」
と言いながらも、この日のために練習してきた「手遊び」や「絵本の読み聞かせ」、「パネルシアター」、「クリスマスソ
ング」を披露。子どもたちはもちろん、親御さんや買い物で通りかかった周りの方まで思わず笑顔を見せていました。

　また、今回のおはなし会では、本学大学院音楽研究科を修了した新進の演奏家
3 名によるミニ演奏会も一緒に催され、定番のクリスマスソングメドレーから聴
き馴染みのある曲まで、たくさんの子どもたちに演奏を楽しんでもらいました。
　なお、「名古屋みなと 蔦屋書店」では 2019 年から毎年、12 月の店内のクリ
スマス装飾を本学美術領域の学生たちが手掛けています。華やかで温かみのあ
る装飾に囲まれながら開催された今回のクリスマスイベントは、まさに名古屋
芸術大学の魅力があふれる一日となりました。

芸術学部　音楽領域
声優アクティングコース 1 期生による卒業公演を開催！
　2021 年 11 月 14 日（日）東キャンパス 3 号館ホールにて、声優アク

ティングコース卒業公演「2.5次元舞台 COLORS 彩られた世界へ」が行われました。
本公演は、2018 年度からスタートした声優アクティングコースにとって初の卒業
公演であり、1 期生が過ごした 4 年間の集大成です。

　舞台のストーリーは本学美術学部
（当時）卒業生が手掛けた自主制作アニメを原作とし、脚本から楽曲、ス
テージの音響や照明、舞台美術、フライヤーまで、領域やコースを越えて、
すべてが名芸生により手掛けられました。
　なお、公演の第 2 部では見応えある殺陣アクションが繰り広げら
れ、第３部では声優アクティングコースで結成されたアイドルユニット

「iCANDY」（アイキャンディ）の 1 ～ 3 年生メンバーによるステージが
披露されました。元気いっぱいのパフォーマンスを通して、卒業を控え

る 4 年生に向けて、後輩たちからこれまでの感謝とエールが贈られました。 

芸術学部　舞台芸術領域
第1期1年生「ダンス作品のための企画提案」展を開催！ 
　2022年1月7日（金）～12日（水）に、東キャンパスArt ＆ Design Center Eastにて、舞台芸術領
域1年生による「ダンス作品のための企画提案 - Proposal for the Dance」展が開催されました。
現在、舞台芸術領域では「プロジェクトワーク」の授業を通してダンス作品の製作を進めており、今

回の展示では、その公演に向けて全６グループによる構想が発表され
ました。舞台美術と照明シーンのイメージ模型（マケット）や音楽のセッ
トリスト、チラシなどが展示され、今後はこれらの構想を下地として、
2022年夏での上演（名古屋芸術大学アートスクエア予定）に向けて実
際に制作が進められることになります。学生たちが題材の原作に真剣
に向き合い、練り上げた構想が果たしてどんなダンス作品となって幕
を開けるのか、大変楽しみです。

………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………
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芸術学部　美術領域
名古屋東急ホテル「芸大生の〈Show Case〉」に出展！ 
　名古屋東急ホテルでは、2021年9月から企

画展「芸大生の〈Show Case〉」が開催されています（2022年8月まで
予定）。本企画は同ホテル2階のレストランフロア廊下にある6つの展示
ブースを使用して、県下の芸術系3大学（名芸大･県立芸大･造形大）が
持ち回りで作品を展示するものです。本学の担当期間は10月～12月ま
での3ヶ月間で、10月は日本画コース、11月はアートクリエイターコース

（現コミュニケーションアートコース）、そして12月はデザイン領域とと
もに工芸分野の作品展示を行いました。日頃慣れてい
る設備の整ったギャラリーとは異なる展示場所に、当初
は戸惑いながらも工夫してなんとか作品を展示し終え
ると、学生たちからは「こうした場所で展示することは初
めてで、すごくうれしい」「額装して飾ってみると違う作
品に見える、自分の作品の新たな面を発見したような気
持ちです」などといった充実した声が聞かれました。

芸術学部　デザイン領域
国内最大級の伝統的工芸品の祭典「KOUGEI EXPO IN AICHI」に出展！
　デザイン領域メタル & ジュエリーデザインコース、テキス

タイルデザインコースでは、美術領域工芸コースとともに 2021 年度か
ら「工芸分野領域横断」を推し進めています。その取り組みの一環で「工
芸 EXPO プロジェクト」として、愛知県の伝統産業である「三

さんしゅうおにがわら
州 鬼 瓦

工
こうげいひん

芸品」「有
ありまつ

松・鳴
なるみしぼり

海絞」「尾
おわりしっぽう

張七宝」とコラボレーションしながら作品
制作を進めてきました。そして完成した作品は、2021 年 11 月 27 日

（土）～ 29 日（月）の 3 日
間、愛知県常滑市の Aichi 
Sky Expo( 愛知県国際展示
場）で開催された国内最大級の伝統的工芸品の祭典「KOUGEI EXPO IN 
AICHI」（第 38 回伝統的工芸品月間国民会議全国大会）にて発表、展示さ
れました。KOUGEI EXPO という晴れやかな舞台で、多くの来場者に作
品を見ていただいた経験はもちろん、このプロジェクトを通して学生同士、
そして学生と伝統工芸の分野や領域を越えたつながりも生まれ、非常に有
意義なプロジェクトとなりました。

芸術学部　芸術教養領域
「芸術と社会」の授業成果がアートラボあいちの冊子に！

　「芸術と社会」（松村淳子先生担当）の授業では、アートと社会とを結ぶ芸術教養領域のコンセプトを基に、芸術と社会との
つながりをさまざまな角度から学んでいます。
　2021年度は、調査や議論、現場見学を通して「30年後の社
会にとって必要な拠点としてのアートセンターと、そこで行う
アートプロジェクト」を学生が企画しました。
　学生たちが成熟した大人になった30年後、どのようなアート
センターがあれば自分たちにとってより良い社会にできるの
か、三者三様の成果が生れました。
　このたび、その成果を冊子「30年後のアートセンターとプロ
グラムをかんがえる」としてまとめました。この冊子は、現場見
学や口頭発表でお世話になった「アートラボあいち」（愛知県庁
大津橋分室2・3F）の図書閲覧コーナーに配架されています。
みなさまどうぞご覧ください。

………………………………………………………………………………………………
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大学へのお問い合わせ先一覧
お電話の受付時間 平日 �：�����：��（長期休業期間を除く）

電話番号担当部署名お問い合わせ内容

������������広報部
入試・進学に関すること
オープンキャンパス・キャンパス見学等に関すること
留学・国際交流に関すること

������������東キャンパス
学務部教務チーム

授業や履修、単位等に関すること
学生生活、奨学金に関すること ������������西キャンパス

������������東キャンパス
学務部学生支援チーム（教職担当）各種実習（教育実習・保育所実習など）に関すること

������������西キャンパス

������������東キャンパス
学務部学生支援チーム（就職担当）就職やインターンシップに関すること

������������西キャンパス

������������東キャンパス
業務部財務・経理チーム学納金に関すること

������������西キャンパス

������������東キャンパス
学務部教務チーム・学生支援チーム証明書や学割の発行等に関すること

������������西キャンパス

������������業務部総務チーム（演奏担当）本学主催の演奏会、公演等に関すること

������������アート＆デザインセンター本学主催の作品展、展覧会等に関すること

������������東キャンパス
学務部学生支援チーム（就職担当）

学生の採用、求人に関すること
インターンシップに関すること ������������西キャンパス

������������東キャンパス
図書館図書館の利用や貸出・返却に関すること

������������西キャンパス

������������東キャンパス
学務部教務チーム科目等履修生に関すること

������������西キャンパス

������������東キャンパス
学務部学生支援チーム（教職担当）教員免許状更新講習に関すること

������������西キャンパス

������������生涯学習センター

������������広報部大学ＨＰや大学広報に関すること

������������名古屋芸術大学後援会事務局後援会に関すること

������������東キャンパス
代表名古屋芸術大学（代表）への問い合わせ

������������西キャンパス

大学事務局で保護者の方からのご質問やご相談にお答えする場合、以下のような確認をさせていただく場合がありま
す。特に個人情報が含まれる内容に関しては、ご子女・ご子息の「学籍番号」の確認、保護者の確認を行った後、ご質
問やご相談にお答えします。大学に登録されている情報と異なる場合は、お問合せに応じることが出来ませんので悪し
からずご承知おきください。
なお、連絡先等を変更された場合は、お手数でも変更の手続きをなされますようお願いいたします。変更の手続きが

行われなければ本学からのお知らせや成績等をお届けすることができなくなります。
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名古屋芸術大学後援会報　第７２号名古屋芸術大学後援会報　第７２号
　

Challenge to the future  BORDERLESS
NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

第１条　本会は名古屋芸術大学後援会（以下「本会」という）と称し、事務局は名古
屋芸術大学内におく。

第２条　本会は名古屋芸術大学の教育方針に基づき、大学諸活動の後援を目的と
する。

第３条　本会は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
　　(1) 学生の課外活動への援助と学生の福利厚生に関する援助。
　　(2) 大学の正常な運営への寄与と、保護者の希望を大学に反映させる活動。
　　(3) その他本会の目的達成に必要と認める事業。
第４条　本会は名古屋芸術大学学生（大学院生を含む）の保護者または、これに代

わる者及び理事会が認めた本学卒業生の保護者、並びに本会の趣旨に賛同する
企業または事業主等（以下、「賛助会員」という。）をもって組織する。

第５条　本会に役員及び理事をおく。
　１　役員は、次の各号に掲げる者とする。
　　(1) 会長1名
　　(2) 副会長4名
　　(3) 監事1名
　　(4) 会計監査2名
　　(5) 書記1名
　　(6) 会計1名
　２　本会に理事若干名を置く。
第６条　本会の役員及び理事の選出は次の方法による。
　　(1) 役員は総会において会員の中から選出する。
　　(2) 書記、会計は役員の中から会長が委嘱する。
　　(3) 役員の任期は1カ年とする。但し再任は妨げない。
　２　理事の選出は、理事会において会員の中から選出する。
　　(1) 理事の任期は1カ年とする。但し再任は妨げない。
第７条　本会役員の任務は次のとおりとする。
　　(1) 会長は会務を統括し、副会長は会長を補佐し、会長が事故ある時はその代　

理をする。
　　(2) 監事は会務を監査する。
　　(3) 書記、会計は会長に委嘱された会務を行う。
第８条　本会の会議は総会、理事会とし、議長はその都度選出する。

第９条　定期総会は原則として年1回、会長が召集する。必要と認めた場合は臨時
　総会を開くことができる。
第10条　総会は次の事項を審議・決定する。
　　(1) 事業の実施、収支決算及び予算に関すること。
　　(2) 会則の改定、会の解散に関する事。
　　(3) 役員の選出、その他役員が必要と認めた事項。
第11条　総会は出席会員で成立し、議事は出席会員及び出席者に委任した過半

数をもって議決する。
第12条　理事会は出席役員・理事で成立し、会長が召集、議事は出席役員・理事の

過半数で議決する。理事会は総会への提案と決定事項の実施、運営にあたる。
第13条　本会にその目的を達成するために次の委員会をおく。また、必要に応じて理

事会の承認を得て新たに委員会を設置することができる。
　　(1) 総務委員会
　　(2) 事業委員会
　　(3) 広報委員会
第14条　委員会に委員長1名、副委員長2名以内および委員若干名をおく。
  委員長は副会長が兼務し、副委員長及び委員は理事のうちから理事会の同意を

得て会長が指名する。
第15条　本会に顧問をおくことができる。顧問は理事会の承認により、会長が委嘱し、

会長の要請により各会議に参加し意見を述べる。
第16条　本会の経費は、会費及び寄付金をもってこれにあてる。会費は入学時

16,000円、2年次以降大学院生までは年額10,000円とする。賛助会員の会費は別
途定める。

第17条　本会の会計年度は、4月1日より翌年3月31日までとする。
第18条　本会則の運営に必要な事項は、理事会の議を経て会長が定める。
附則
　　1　本会則は昭和62年6月22日から実施する。
　　2　本会則は昭和63年6月12日一部改正し実施する。
　　3　本改正会則は平成10年5月31日から実施する。
　　4　本改正会則は平成25年5月19日から実施する。
　　5　本改正会則は平成26年5月18日から実施する
　　6　本改正会則は令和2年7月5日から実施する。

名古屋芸術大学後援会会則

名古屋芸術大学後援会　弔慰に関する内規

1.　学生が死亡したときは、担当者からの申請に基づきその家族に対し、弔慰金
10,000円を給付する。

2.　保護者（父・母）が死亡したときも、担当者からの申請に基づきその家族に対
し、弔慰金10,000円を給付する。

3.　役員および理事の2親等血族および1親等の姻族が死亡した場合は、弔慰
金として10,000円を給付する。

4.　弔慰金の給付については、事由の発生から１年以内に後援会事務局に申
請されたものに限る。

5.　この内規により処理できない場合は、会長の判断により執行し理事会に事後
報告する。

附則1.　この内規は慣例的に実施していたものを平成15年4月1日付けで明文化する。
附則2.　（略）。　附則3.　この改正内規は、令和2年7月5日より施行する。

名古屋芸術大学後援会
顧問の委嘱に関する内規

1.　名古屋芸術大学後援会の顧問は、原則として、理事会の承認に基づき会

長、副会長経験者の中から会長が委嘱する。

2.　顧問の任期は、会長経験者は15年、副会長経験者は10年とする。

3.　この内規に基づき処理できない場合は、会長の判断により執行し理事会の

承認を得るものとする。

附則：この内規は平成17年４月１日から適用する。

附則：本改正内規は令和2年7月5日から適用する。

後援会表彰規程（抜粋）
（目　的）
第２条　この規程は、後援会表彰を公正かつ円滑に行うとともに、後援会員（顧

問含む)、学生、教職員の功績をたたえることで、後援会活動に対する意欲向
上、士気の高揚および後援会事業の改革・発展を促すことを目的とする。

（選考基準）
第４条　後援会員、学生または教職員の個人あるいはグループが次の各号の

一つに該当するときは、これを表彰する。
　⑴　後援会活動に誠実で、特に他の会員の模範となるとき
　⑵　永年にわたり後援会活動への貢献が顕著なとき
　⑶　学業成績が著しく優れ、または各種コンテストで上位入賞したとき
　⑷　国家的・社会的功績があり、後援会および大学の名誉となるような行為が

あったとき
　⑸　その他前各号に準ずる行為または功績があり表彰すべきであると認めら

れた場合（以下省略）
附則：この規程は令和2年７月５日から実施する｡

後援会旅費規程(抜粋)
（目的）

第１条　本規程は、名古屋芸術大学後援会の役員、理事および会員の用務出

張に要する旅費に関する事項を定める。

（旅費の種類）

第２条　旅費の種類は、鉄道賃、車賃、船賃、航空賃、日当および宿泊料とする。

（旅費の経路と計算）

第３条　旅費は自宅または名古屋芸術大学を基点とし、一般的な最短順路に

よって計算する。ただし、用務の都合または天災その他やむを得ない理由で

順路を経由し難い場合には、現に経過した路線によって計算する。（以下省

略）

附　則   
この規程は、令和2年7月5日から施行する。
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名古屋芸術大学後援会報　第７２号名古屋芸術大学後援会報　第７２号

　
Challenge to the future  BORDERLESS

NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

大学運営の
組織図
2021年度

令和4年3月31日現在
※最新の情報は大学HPにてご確認をお願いします。

　この「せせらぎ合唱団」は、名古屋芸術大学後
援会の有志により「みんなで歌を歌って楽しもう」
と 1996 年から活動している合唱サークルです。
美術部の絵画サークル「壁の華」より数年後に始
まりました。今では、両方の会員になって活動し
ている方もいます。
　「せせらぎ」とは、小川の流れや音です。合唱
は一人の声は小さく弱いのですが、仲間の声を聞
き、合わせると素晴らしいハーモニーが出来ます。
心が楽しく、気持ちが浮き立ってきます。皆様も
聞き覚えのある曲を江端先生の編曲で１５名位の
団員で歌っています。発声練習をして「夏の思い
出」や「夏は来ぬ」を二部合唱で歌ったりしてい
ます。月１回の練習で音程がとれない時もありま
すが、仲間の声に助けられて皆で頑張っています。
　2019年は芸大祭にも参加しました。声を出す
ことで、健康と楽しさを実感できるこのサークル
へ、是非とも加わってください。お待ちしています。
　現在は、新型コロナウィルスの感染対策をしな
がら、練習を再開しています。　

【練習日】　
毎月第 3 土曜日の午後 1 時から 2 時 30 分
までの 1 時間 30 分

【場　所】
主に東キャンパス４号館の３階の多目的ホール
で行なっています。

【指導者】
本校の卒業生である山田正丈先生と江端智哉先
生により、発声の仕方から各パートの音取りを
懇切丁寧に教えて戴いています。

　この「壁の華」は、名古屋芸術大学後援会の有
志によって活動を続けている絵画グループであり
ます。毎月一回大学の施設をお借りして大学の先
生により丁寧な指導をして頂いております。油彩、
水彩、日本画を中心に、昨年からは水墨画につい
ても教えて頂けます。そして、制作された作品を
名古屋市民ギャラリーに展示して、皆様に鑑賞し
て頂いております。今年で第２７回目の展覧会を、
開催ししております。
　この他にスケッチ会、鑑賞会等もあります。
最近、若い会員の方に入会していただき、益々賑
やかなグループとなりました。
是非、後援会の皆様も「壁の華」の会に入会して
頂き、絵画の制作をお楽しみ下さい。

【活動状況】
１、月例会　（月額会費：1.000 円）

日時：毎月第３日曜日午後 2 時～ 4 時
場所：名芸大西キャンパス　講義室

２、グループ展　（２７回継続中）
日時：毎年５月上旬（一週間展示）
場所：名古屋市民ギャラリー ７F　

３、スケッチ会　１1 月を予定
４、日展、二科展、国画展の鑑賞会

問い合わせ先
会　長　　　石黒　和広
運営委員長　森部　みや子
e-mail : kabenohana.nua@gmai.com

絵画グループ 壁の華 会員募集「せせらぎ合唱団」団員募集

●発行日　令和 4 年（2022 年）3 月 31 日
●発行人　矢野  章子
●編　集　名古屋芸術大学後援会広報委員会
　（江上友加里、柳沼章子、橋本博文、渡邉綱夫）
●発行所　名古屋芸術大学後援会
　〒481-0006 
　愛知県北名古屋市熊之庄古井 281 番地
　名古屋芸術大学（東キャンパス）12 号館 6 階  
　tel：0568-26-3355　fax：0568-26-2101
　e-mail：kouenkai@nua.ac.jp
●印刷所　有限会社 住吉孔版社　

〔無断転載禁止〕
　本誌掲載の記事（表紙、本文、図表、写真、イラスト等）を本会及
　び著作権者の承諾なしに無断で転載（翻訳、複写、データベース
　への入力、インターネットでの掲載等）することを禁じます。

問い合わせ先
会　長　平井 友明
副会長　近藤 結花
e-mail : jhonsunuputi38@gmail.com
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Challenge to the future  BORDERLESS
NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

大学運営の
組織図
2021年度

令和4年3月31日現在
※最新の情報は大学HPにてご確認をお願いします。

　この「せせらぎ合唱団」は、名古屋芸術大学後
援会の有志により「みんなで歌を歌って楽しもう」
と 1996 年から活動している合唱サークルです。
美術部の絵画サークル「壁の華」より数年後に始
まりました。今では、両方の会員になって活動し
ている方もいます。
　「せせらぎ」とは、小川の流れや音です。合唱
は一人の声は小さく弱いのですが、仲間の声を聞
き、合わせると素晴らしいハーモニーが出来ます。
心が楽しく、気持ちが浮き立ってきます。皆様も
聞き覚えのある曲を江端先生の編曲で１５名位の
団員で歌っています。発声練習をして「夏の思い
出」や「夏は来ぬ」を二部合唱で歌ったりしてい
ます。月１回の練習で音程がとれない時もありま
すが、仲間の声に助けられて皆で頑張っています。
　2019年は芸大祭にも参加しました。声を出す
ことで、健康と楽しさを実感できるこのサークル
へ、是非とも加わってください。お待ちしています。
　現在は、新型コロナウィルスの感染対策をしな
がら、練習を再開しています。　

【練習日】　
毎月第 3 土曜日の午後 1 時から 2 時 30 分
までの 1 時間 30 分

【場　所】
主に東キャンパス４号館の３階の多目的ホール
で行なっています。

【指導者】
本校の卒業生である山田正丈先生と江端智哉先
生により、発声の仕方から各パートの音取りを
懇切丁寧に教えて戴いています。

　この「壁の華」は、名古屋芸術大学後援会の有
志によって活動を続けている絵画グループであり
ます。毎月一回大学の施設をお借りして大学の先
生により丁寧な指導をして頂いております。油彩、
水彩、日本画を中心に、昨年からは水墨画につい
ても教えて頂けます。そして、制作された作品を
名古屋市民ギャラリーに展示して、皆様に鑑賞し
て頂いております。今年で第２７回目の展覧会を、
開催ししております。
　この他にスケッチ会、鑑賞会等もあります。
最近、若い会員の方に入会していただき、益々賑
やかなグループとなりました。
是非、後援会の皆様も「壁の華」の会に入会して
頂き、絵画の制作をお楽しみ下さい。

【活動状況】
１、月例会　（月額会費：1.000 円）

日時：毎月第３日曜日午後 2 時～ 4 時
場所：名芸大西キャンパス　講義室

２、グループ展　（２７回継続中）
日時：毎年５月上旬（一週間展示）
場所：名古屋市民ギャラリー ７F　

３、スケッチ会　１1 月を予定
４、日展、二科展、国画展の鑑賞会

問い合わせ先
会　長　　　石黒　和広
運営委員長　森部　みや子
e-mail : kabenohana.nua@gmai.com

絵画グループ 壁の華 会員募集「せせらぎ合唱団」団員募集

●発行日　令和 4 年（2022 年）3 月 31 日
●発行人　矢野  章子
●編　集　名古屋芸術大学後援会広報委員会
　（江上友加里、柳沼章子、橋本博文、渡邉綱夫）
●発行所　名古屋芸術大学後援会
　〒481-0006 
　愛知県北名古屋市熊之庄古井 281 番地
　名古屋芸術大学（東キャンパス）12 号館 6 階  
　tel：0568-26-3355　fax：0568-26-2101
　e-mail：kouenkai@nua.ac.jp
●印刷所　有限会社 住吉孔版社　

〔無断転載禁止〕
　本誌掲載の記事（表紙、本文、図表、写真、イラスト等）を本会及
　び著作権者の承諾なしに無断で転載（翻訳、複写、データベース
　への入力、インターネットでの掲載等）することを禁じます。

問い合わせ先
会　長　平井 友明
副会長　近藤 結花
e-mail : jhonsunuputi38@gmail.com
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【編集後記】
　2020年､新型コロナウイルス感染症拡大の危機に臨んで当時の後援会菊井政右衛
門会長は大学に対し､｢緊急学生支援対策の申し入れ｣を行い､全学生一律5万円の特
別奨学金支給を実現させました｡その行動力は矢野章子現会長に受け継がれ､総務委
員会･事業委員会を中心に､困窮学生に対する食料品･日用品･生理用品等の無償支援
活動(チア・プロジェクト)の実現へと結実しています｡また広報委員会が担当する｢後援
会報｣は後援会創立50周年を機にフルカラーで生まれ変わり､今では大学とご家庭を
つなぐ無くてはならない“懸け橋”として､会員の皆様から感謝のお声を頂いています｡
学生生活の一層の充実と名古屋芸術大学の益々の発展のために､もっと読み易く愛さ
れる｢会報｣作りを目ざします｡新型コロナウイルスのまん延で大変な毎日が続きます
が､挫けることなく､力を合わせて頑張りましょう｡

名古屋芸術大学後援会  副会長 （広報委員長）　江上　友加里
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★2022年4月｢教育学部」・「プロフェッ
ショナルアーティストコース」
新設スタートへ （P.32 , P.56）。

★2022年4月｢教育学部」・「プロフェッ
ショナルアーティストコース」
新設スタートへ （P.32 , P.56）。

★「オンライン面接ブース」新設
（P.19）、地元新聞に後援会学生
支援活動の記事掲載（P.14）。

★「オンライン面接ブース」新設
（P.19）、地元新聞に後援会学生
支援活動の記事掲載（P.14）。

名古屋芸術大学後援会報名古屋芸術大学後援会報
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OF THE ARTS
La creazione di Adamo

Di Michelangelo

Realize a peaceful world without war and COVID-19 !

【特集】後援会会長矢野章子 / 副会長（総務委員長）荻須紀子 /
副会長（事業委員長）小池真紀子 / 監事菊井政右衛門 /
学校法人経営本部学務部長山田芳樹 /広報部長岡田卓哉 /
学務部学生支援チームリーダー伊藤元房･水口洋輔


